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特定非営利活動法人 非営利・協同総合研究所いのちとくらし 

2017〜2018 年度研究助成最終報告書 

1． 研究テーマ

精神保健福祉領域におけるピアサポートの普及啓発およびピアスタッフ養成に関する研修プ

ログラムの開発

2． 研究助成申請（代表）者 

相川章子（聖学院大学心理福祉学部・教授） 

3． 共同研究者 

荒井浩道（駒澤大学教授）、種田綾乃（神奈川県立保健福祉大学助教）、濱田由紀（東京女

子医科大学非常勤講師）、Mark Salzer（テンプル大学教授）、安井直子（メーン州立大学准教

授） 

4． 研究目的・方法 

１）研究の背景

2010 年より埼玉県上尾地域ではじめた「精神障害のある方のためのピアサポート講座」（以下、

ピアサポート講座）が、新潟の各圏域、埼玉県川口市へと広がり、現在５地域（圏域）で継続的

に開催している。当初の上尾で開始したときは、精神障害者地域移行・地域定着支援事業1に

精神障害ピアサポーター2が加わるために、まずは専門職も含めてピアサポートについて学び

合うことを目的とした。

上尾地域では、主催が市に移り、現在（2019 年）まで毎年開催している。当事者、家族、専門

職、一般市民らが立場を超えて、ピアサポートについて学び合うことを通して、予想以上の価値

と、それに伴う効果がみえてきた。 

また、同上尾地域では、2010 年度より 2 年間ほど事業所主催で「精神障害ピアサポーター養

成講座」（以下、ピアサポーター養成講座）を開催した。各地でピアサポート講座を修了したも

のたちより、ピアサポーター養成講座の開催を強く望まれたこと、また、精神障害地域移行・定

着支援事業の流れのなかでピアサポーター養成の必要性が出てきた。全国でも先駆けて上尾

地域で実施したピアサポーター養成講座プログラムを精査し、新たなピアサポーター養成講座

のプログラム開発のニーズが高まってきた。 

1 受入条件が整えば退院可能な精神障害者の地域移行に向けた施策について、2003 年（平成 15）年度よりモデ

ル事業を実施され、2010（平成 22）度より地域定着支援を含めている。事業内には地域体制整備コーディネーター

の配置とともに、ピアサポーターの活動費用計上がなされ、全国にピアサポーターが広がったきっかけとなった。 
2 ピアサポーターとは、「自身の人生経験を活かして、他者のリカバリーに寄与するもの」を意味し、ここでは多くは

精神疾患や精神障害の経験のある仲間が、自身のリカバリーの経験を活かして、同様の疾患及び障害のある仲間

のリカバリーに寄与するもののことである。
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２）研究目的

 各地で毎年開催するに至る効果や意義を踏まえ、講座のプログラムおよびテキストの開発

が課題となった。本研究は、毎回、各地の地域性を活かしたプログラムおよびテキストを作成

して実施しているが、ピアサポートの学びの核となる部分と、地域性を踏まえて展開する部分を

整理し、各地域で展開可能なプログラムおよびテキスト開発を行うことを目的とした。 

 また、プログラム実施にあたり、その進行等を行うピアサポート講座のファシリテーターを育

成することを試み、ファシリテーター育成講座の実施およびファシリテーターによるピアサポート

講座の試行を行い、ファシリテーターによるピアサポート講座の可能性について明らかにする

ことを目的とした。 

本研究で取り組むプログラム開発およびテキスト作成は以下のとおりである。 

（１）ピアサポート講座プログラム開発およびテキスト作成

（２）ピアサポート講座ファシリテーター育成講座プログラム開発およびワークブック作成

（３）ピアサポーター養成講座プログラム開発

３）研究方法

（１）プログラム開発およびテキスト作成にあたっての研究会開催

 プログラム開発およびテキスト作成においては、以下の地域の受講者および主催者のなかから

研究目的に賛同し、同意の得られるものに意見交換会に参加していただき、プログラム（案）およ

びテキスト（案）についての改善点等の意見を収集する目的で意見交換および検討会を開催し

た。 

意見交換会を実施した地域は以下の通りである。 

①埼玉県上尾地域および川口市（合同）

②新潟県上越圏域

③新潟県新潟圏域および下越圏域（合同）

 なお、本研究活動にあたっては、「ピア文化を広める研究会」を立ち上げ、研究会名を使用し
て研究および活動を行った。  

（２）各種講座の試行的実施と効果測定

開発したプログラムおよびテキストを活用し、またファシリテーター育成講座を修了したファシリテ

ーターによるピアサポート講座を試行的に実施し、参加者アンケート等により、その効果について

検討した。 

実施したプログラムは以下の通りである。 

①ピアサポート講座：埼玉県上尾地域、埼玉県川口市、新潟県上越圏域、新潟県新潟圏域、

新潟県下越圏域

②ピアサポート講座ファシリテーター養成講座：埼玉県上尾・川口地域（合同）、新潟県下越圏

域・新潟圏域（合同）

③ピアサポーター養成講座：埼玉県上尾・川口地域（合同）
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5． 検討会および講座の実施 

１）プログラム開発およびテキスト作成検討会開催

（１）ピアサポート講座プログラム開発およびテキスト作成

①埼玉県上尾地域および川口市（合同）

ⅰ.第 1回検討会 

日時：2017 年 9月 26 日（火）10:00〜12:00 

会場：（社福）あげお福祉会 会議室 

参加者数：6 名 [内訳;当事者およびピアサポーター3名、主催者・専門職等 3名] 

議題：ピアサポート講座プログラム（案）およびテキスト（案）についての意見交換 

ⅱ．第 2回検討会 

日時：2017 年 10月 3日（火）10:00〜12:00 

会場：（社福）あげお福祉会 会議室 

参加者数：9名 [内訳;当事者およびピアサポーター6 名、主催者・専門職等 3名] 

議題：ピアサポート講座プログラム（案）およびテキスト（案）についての意見交換 

②新潟県上越圏域

ⅰ．第 1回検討会 

  日時：2018 年 3月 10日（土）9:30〜12:00 

  会場：上越市福祉交流プラザ 

  参加者数：13名 [内訳;当事者およびピアサポーター5 名、主催者・専門職等 8名] 

議題：ピアサポート講座プログラム（案）およびテキスト（案）についての意見交換 

③新潟県新潟圏域および下越圏域（合同）

ⅰ．第 1回検討会 

日時：2017 年 8月 18日（金） 

参加者数：3名 [内訳;当事者およびピアサポーター3名] 

議題：ピアサポート講座プログラム（案）およびテキスト（案）についての意見交換 

ⅱ．第 2回検討会 

日時：2017 年 10月 4日（水） 

参加者数：3名 [内訳;当事者およびピアサポーター3名] 

議題：ピアサポート講座プログラム（案）およびテキスト（案）についての意見交換 

（２）ピアサポート講座ファシリテーター育成プログラム開発およびワークブック作成

①埼玉県上尾地域および川口市（合同）

ⅰ.第 1回検討会

日時：2017 年 9月 26 日（火）10:00〜12:00 

会場：（社福）あげお福祉会 会議室 

参加者数：6 名 [内訳;当事者およびピアサポーター3名、主催者（専門職）3名] 



4 

議題：ピアサポート講座ファシリテーター養成講座プログラム（案）およびテキスト（案）につい

ての意見交換 

ⅱ．第２回検討会 

日時：2017 年 10月 3日（火）10:00〜12:00 

会場：（社福）あげお福祉会 会議室 

参加者数：9名 [内訳;当事者およびピアサポーター6 名、主催者（専門職）3名] 

議題：ピアサポート講座ファシリテーター養成講座プログラム（案）およびテキスト（案）につい

ての意見交換 

（３）ピアサポーター養成講座プログラム開発

①ピアサポーター養成講座プログラム検討会（埼玉県上尾地域および川口市合同）

ⅰ.第 1回検討会

日時：2017 年 12月 22日（金）14:00〜16:00 

会場：川口市役所鳩ヶ谷庁舎３階 305 会議室 

参加者数：17名 [内訳;当事者およびピアサポーター10名、主催者・専門職等 7名] 

議題：自己紹介、本検討会開催の経緯および趣旨の説明、ピアサポーター養成講座の各

地の現状とニーズ（上尾地域、川口市、埼玉県、全国）、ピアサポーター養成講座開催に向

けて（乗り越えるべき課題、懸案事項、目指す目標、プログラム内容・日数等、日程・会場等） 

ⅱ．第 2回検討会 

日時：2018 年 2月 1日（木）14:00～16:00 

会場：川口市役所 第二庁舎 地階第１会議室 川口市中青木１－５－１ 

参加者数：15 名 [内訳;当事者およびピアサポーター8名、主催者・専門職等 7名] 

議題：自己紹介、前回報告（各地域の実情とニーズ、方針）、来年度開催に向けて（上尾・川

口の合同開催、ピアスタッフとして働くにあたって学びたいこと・学ぶべきこと、ピアスタッフと

ともに働くにあたって期待すること・学んでおいてほしいこと・身につけておくべき力など、そ

の他、具体的な内容について（主催・共催、費用、時期・日程、時間数） 

ⅲ．第 3回検討会 

日時：2018 年 3月 5 日（月）14:00～16:00 

会場：川口市役所 第二庁舎 地階第１会議室 川口市中青木１－５－１ 

参加者数：16 名 [内訳;当事者およびピアサポーター9名、主催者・専門職等 7名] 

議題：自己紹介・近況報告、第 1・2回報告（開催の経緯、各地域の実情とニーズ、方針、具

体的なプログラム内容、開催の方法）、来年度開催に向けての検討（プログラム案の検討、

具体的な実施について（時期、時間数、場所、対象者、人数、位置づけ、主催者・事務局、

費用、その他） 

ⅳ．第 4回検討会 

日時：2018 年 4月 23日（月）14:00～16:00 

会場：川口市役所 第二庁舎 地下第１会議室 
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参加者数：17名 [内訳；当事者およびピアサポーター9名、主催者・専門職等 8名] 

議題：自己紹介・近況報告、ピアサポーター養成講座の開催の方法（主催・共催等実施体

制・財政面、日数・日程）、プログラム案（たたき台）の検討（ポストイットに必要なプログラムに

ついてブレーンストーミング）、具体的な実施について（時期、時間数、場所、対象者、位置

づけ、費用、そのほか） 

ⅴ．第 5 回検討会 

日時：2018 年 5 月 31日（木）15:00～17:00 

会場：ハートフル川口 

参加者数：19名 [内訳；当事者およびピアサポーター7名、主催者・専門職等 12名] 

ⅵ．第 6 回検討会 

日時：2018 年 7月 5 日（木）14:30～16:30 

会場：（社福）あげお福祉会 杜の家（緑丘２丁目２−２７） 会議室 

参加者数：19名 [内訳；当事者およびピアサポーター10名、主催者・専門職等 9名] 

議題：ピアサポーター養成講座プログラム作成（ワーキングの提案を受けて） 

ⅶ．第 7回検討会 

日時：2018 年 9月 3日（月）13:30～15:30 

会場：聖学院大学 4402 教室 

参加者数：14名 [内訳；当事者およびピアサポーター10名、主催者・専門職等 3名] 

議題：近況報告、主催団体についての再検討、参加費について、定員、プログラムに関する

講師依頼等の進捗状況、プログラム詳細の検討、申込先、チラシ作成、テキスト・資料の取り

まとめについて、アンケート作成、その他 

ⅷ．第 8回検討会 

日時：２018 年 10月 18日（木）10時～12時 

会場：（社福）あげお福祉会 杜の家 会議室 

参加者数：15 名 [内訳；当事者およびピアサポーター11名、主催者・専門職等 4名] 

議題：プログラム確認、必要物品の確認、グループワークの方法、申込者・参加者確認、ア

ンケート確認、修了書の準備・確認、講師依頼の状況、当日配布資料について、当日の運

営体制等について確認 

②ピアサポーター養成講座プログラム作成ワーキング（埼玉県上尾地域および川口市合同）

ⅰ．第 1回ワーキング

日時：2018 年 5 月 22日（火）15:00～17:00 

会場：（社福）あげお福祉会 杜の家 会議室 

参加者数：9名 [内訳；当事者およびピアサポーター5 名、主催者・専門職等 4名] 

議題：ピアサポーター養成講座プログラム案作成（プログラム内容、タイムスケジュール等） 

ⅱ．第 2回ワーキング 

日時：2018 年 6 月 19日（火）15:00～17:00 

会場：（社福）あげお福祉会 杜の家 会議室 
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参加者数：8名 [内訳；当事者およびピアサポーター4名、主催者・専門職等 4名] 

議題：ピアサポーター養成講座プログラム案作成（プログラム内容、タイムスケジュール、講

師等） 

ⅲ．第 3回ワーキング 

日時：2018 年 8月 7日（火）13:00～15:00 

会場：（社福）あげお福祉会 杜の家 

参加者数：11名 [内訳；当事者およびピアサポーター7名、主催者・専門職等 4名] 

議題：ピアサポーター養成講座プログラム案作成（プログラム内容、タイムスケジュール、講

師等） 

③ピアサポーター養成講座実施後ふりかえりおよび来年度に向けて（埼玉県上尾地域および川

口市合同）

ⅰ．第 1回ふりかえり

日時：2019 年 3月 22日（金）9:00〜11:00 

会場：聖学院大学 7102 教室  

参加者数：10名 [内訳；当事者およびピアサポーター8名、主催者・専門職等 2名] 

議題：上尾・川口ピアサポーター養成講座（5回）を終えてのふりかえり、グループワークにつ

いて、講師として、時間について、不足のプログラムについて、開催頻度について、準備・

設営等について、会場について、運営・資金面について、参加費について、会計報告、ピ

アサポーターが目指すもの、私にとってのピアサポートの意義、今後のピアサポーターの活

動について、今後の要望、次回に向けて 

  ⅱ．第 2回ふりかえりおよび 2019 年度実施に向けて 

日時：2019 年 5 月 30日（木）9:00〜11:00 

会場：（社福）あげお福祉会 杜の家 会議室 

参加者数：10名 [内訳；当事者およびピアサポーター8名、主催者・専門職等 2名] 

議題：ふりかえり、今年度について（主催、内容、運営資金、スケジュール）、修了者同士の

学び合いグループ「ぴあさぽかいどっとこむ」について、フォローアップ勉強会について 

２）講座の実施

（１）ピアサポート講座

①上尾市

ⅰ．2017 年度

タイトル：「第 5 回上尾市精神障害のある方のためのピアサポート講座 2017〜新たな生き方

をみつけてみませんか？」 

日時：2017 年 11月 14日（木）・21日（木）・28日（木）10:00〜15:00 

会場：上尾市青少年センター 

参加者数：1日目 25 名・2日目 18名・3日目 18名 延べ 61名 

ファシリテーター：1 日目ピアサポーター2 名・2 日目ピアサポーター1 名専門職１名・3 日目
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ピアサポーター1名・専門職 1名 

ⅱ．2018 年度 

タイトル：「精神障害のある方とともに学ぶ 上尾発 第 6 回上尾市ピアサポート講座 2018〜

自分らしい生き方、見つけてみませんか？〜」 

日時：2018 年 9月 27日（木）・10月 4日（木）・10月 11日（木）10:00〜15:00 

会場：上尾市青少年センター 

参加者数：1日目 27名・2日目 25 名・3日目 26 名 延べ 78名 

ファシリテーター：１日目ピアサポーター2名・2日目ピアサポーター1名専門職 1名・3日目

ピアサポーター2名 

②川口市

ⅰ．2017 年度

タイトル：「平成 29 年度精神障害者ピアサポート講座〜心を軽くしてみませんか？〜」

日時：2018 年 2月 9日（金）・16 日（金）・23日（金）10:00〜15:00 

会場：1・３日目並木公民館・2日目幸栄公民館 

参加者数：１日目 27名・2日目 28名・3日目 26 名  延べ 81名 

ファシリテーター：１〜3日目ピアサポーター2名専門職 2名

③上越圏域

ⅰ．2017 年度

タイトル：「精神障害のある方のピアサポート講座 2017〜つながりのなかで自分らしい生き方

を探してみませんか？〜」 

日時：2017 年 7月 14日（金）・22日（土）・28日（金）10:30〜15:00 

会場：上越市福祉交流プラザ 

参加者数：1日目 26 名・2日目 25 名・3日目 26 名 延べ 77名 

ⅱ．2018 年度 

タイトル：「精神障害のある方のピアサポート講座 2017〜つながりのなかで自分らしい生き方

を探してみませんか？〜」 

日時：2018 年 6 月 22日（金）・29日（金）・7月 7日（土）10:30〜15:00 

会場：上越市福祉交流プラザ 

参加者数：1日目 29名・2日目 28名・3日目 31名 延べ 88名 

ファシリテーター：1〜3日目ピアサポーター2名（埼玉より）

④新潟圏域

ⅰ．2017 年度

タイトル：「平成 29 年度新潟圏域圏域別研修 精神障がい者の支え合い講座〜ピアサポー

トってなんだろう!?」

日時：2017 年 8月 5日（土）・12日（土）・19日（土）10:00〜15:00 

会場：五泉市福祉会館 3階大会議室 

参加者数：1日目 39名・2日目 32名・3日目 37名 延べ 108名 
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ⅱ．2018 年度 

タイトル：「平成 30 年度新潟圏域圏域別研修 精神障がい者の支え合い講座〜ピアサポー

トってなんだろう!?」

日時：2018 年 10月 31日（水）・11月 6日（火）・20日（火）10:00〜15:00 

会場：水原公民館 大講堂 

参加者数：1日目 33名・2日目 27名・3日目 25 名 延べ 85 名 

ファシリテーター：１〜3日目ピアサポーター2名

⑤下越圏域

ⅰ．2018 年度

タイトル：「平成 30 年度下越圏域 精神障がいのある仲間同士の支え合い講座〜仲間同士

が支え合う当事者による支援活動をしろう！〜」 

日時：2018 年 10月 2日・16 日・23日 10:00〜15:00 

参加者数：1日目 12名・2日目 11名・3日目 15 名 延べ 38名 

（２）ファシリテーター育成講座

①上尾・川口合同ファシリテーター育成講座

ⅰ．2018 年度

タイトル：ピアサポート講座ファシリテーター育成講座

日時：2017 年 10月 24日（火）・31日（火） 10:00〜16:00 

会場：上尾市文化センター 

参加者数：1日目 20名・2日目 17名 延べ 37名 

②新潟・下越圏域合同ファシリテーター育成講座

ⅰ．2018 年度

タイトル：ピアサポート講座ファシリテーター育成講座

日時：2018 年 2月 13日（火）・22日（木）・3月 9日（金）10:00〜15:30 

会場：1・3日目新発田市ボランティアセンター・2日目サン・ワークしばた 

参加者数：1日目 13名・2日目 14名・3日目 12名 延べ 39名 

ファシリテーター：1〜3日目ピアサポーター2名（埼玉より）

（３）ピアサポーター養成講座

①上尾・川口合同

ⅰ．2018 年度

日時：2018 年 11月 1日（木）・12月 6日（木）・2019 年 1月 10日（木）・2月 7日（木）・3月

7日（木）10:00〜15:30 

会場：聖学院大学 

参加者数：１日目 38名・2日目 35 名・3日目 36 名・4日目 32名・5 日目 33名 延べ 175

名 
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②上越圏域

ⅰ．2018 年度

タイトル：「精神障害のある方のピアサポーター養成講座 2018〜自らの経験をもとにした活

動を学び合いませんか？〜」 

日時：2018 年 11月 10日（土）・16 日（金）10:30〜15:30 

参加者数：1日目 17名・2日目 18名 延べ 35 名 

ファシリテーター：１・２日目ピアサポーター1名（埼玉より）

6． 結果および考察 

１）プログラム開発およびテキスト作成

（１）ピアサポート講座プログラム開発およびテキスト作成

検討会における意見交換および、講座実施後のふりかえり等を反映し、【資料①】のとおり、ピ

アサポート講座プログラムおよびテキストを作成した。

（２）ピアサポート講座ファシリテーター育成講座プログラム開発およびテキスト作成

検討会における意見交換および、講座実施後のふりかえり等を反映し、【資料②】のとおり、ピ

アサポート講座ファシリテーター育成講座プログラムおよびテキストを作成した。

（３）ピアサポーター養成講座プログラム開発

検討会における意見交換および、講座実施後のふりかえり等を反映し、【資料③】のとおり、ピ

アサポーター養成講座プログラムを作成した。

２）講座実施後アンケート結果による考察

（１）ピアサポート講座

①上尾市 考察

上尾市ピアサポート講座では 2017 年度に実施したファシリテーター養成講座修了者のなかから

2名ずつ担当となって実施した。三日間各日 25〜27名の参加者があり、うち 12〜18名がアンケー

トに回答いただいている。参加者内訳としては 7割弱が当事者、残り家族と支援者同数であった。

1 日目は 2 名のリカバリーストーリーを共有するプログラムが主であり、最も印象に残ったこととし

てリカバリーストーリーを挙げる方が多かった。「生のリカバリーストーリーをこれだけ集中的に聴く

機会がなかったので大変印象的だった」「辛い経験をされた上で、ここに参加していることがすごい

と思いました！」「色々な人に出会って、色々な人に支えられる・・・やっぱりピアの力に勝るものは

ないと感じる」 

とても有意義な時間、すてきな会との感想は多く挙げられた。 

支援者からは「支援者から見るとピアサポートも支援の一つと見てしまいがちだが、一方的なも

のではないことを改めて認識できた」との感想があった。 

なかには、「このあとバイトがあり心配でしたが、逆に元気が出てきました！」「仕事を休んでまで
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来るべきか悩みましたが、本当にためになりました」との声もあった。 

2 日目は、リカバリーストーリーを語る側になる機会も得る。「体験談をどう伝えようか、きちんと伝

えられるか不安でしたが、傾聴していただくことで安心して話すことができました」との声があった。 

「毎回新しい当事者の方と知り合いになれて嬉しいです」のように当事者同士の交流の場にもな

っており、昼休みや休み時間なども大事な時間となっている。「今日初めて参加しました。参加に

至るまで数年かかりましたが良かったと思いました」との声は、多くのまだ見ぬ当事者がいることを

実感させられる。毎年継続して開催する意義でもある。 

3日目は、グループワークが主のプログラムである。「グループワークはみんなで色々な意見を出

し合い、協力してできて楽しかったです」などの声があった。 

「心温まる癒しを感じる時間をありがとうございます」「自分らしい生き方、明るい明日に向かって、

来年も楽しみに待っています」など、全体に対する声も挙げられた。 

②川口市 考察

2018 年度講座には、35 名の参加があり、アンケートの回答率は 51.4%だった。そのうち、当事者

が約66.7%、家族が約0.6%、支援者16.7%、その他ボランティア等で約11.1％となっていた。 また、

参加者のうち 55.6%が初めての参加で、一方 3回以上の参加者も 33.3%だった。 

続編のピアサポーター養成講座を受講を希望している方は、94.4%だった。 

三日間の講座で印象に残ったプログラムとしては、リカバリーストーリーを聞く、リカバリーストーリ

ーを語ろう・聴こう、ピアサポート体験談のリレートーク、グループワークなどが挙げられた。 

1 日目の感想として、「皆さんの話が聞けて、新しい一面を知ることができました」「新たな視点の

獲得ができた」「他の人のリカバリーストーリーを聞くと自分の苦しかった体験を思い出し、一人じゃ

ないんだなと心強く思った」「リカバリーストーリーを聴いて、自分自身を振り返るきっかけになった」

などが挙げられた。 

2日目の感想として、「コミュニケーションの大切さを確認し、自分の話し方の輪も広がった」「一日

目より皆さんとお話ができて嬉しかった」「私のリカバリーストーリーを話し合うことで、人それぞれさ

まざまな悩みや辛かったことがあり、それらを乗り越えてきたと感じた」「自分のことを語るのも聞くの

もとても楽しかった」などが挙げられた。 

3 日目の感想として、「全員が輪になってリレートークするのは初めての体験で新鮮だった」「グル

ープワークを楽しく、意見交換ができた」「みなさんの体験を聞けてよかった」「和気藹々とした雰囲

気で、とても発言やすい場となっていた」「グループワークでチームワークができて、同じグループ

の方々と別れ難くなった。これからの日常にピアを生かしていきたい」「グループワークの中でいろ

いろなリカバリーがでてよかった」などが挙げられた。 

その他の意見として、「当事者の方たちが主体的に動くことが必要だと感じた」などが挙げられた。 

川口市は 2017 年度より初めてファシリテーターを導入して実施した。主に午前と午後２名ずつの

ファシリテーターが交代で担当し、講師とともにプログラムを進める形態となった。それぞれのファシ

リテーターが緊張しながらもそれぞれの個性を生かした進行を行ったことで、講座全体の多様性が
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担保され、また、ともに創る、皆で創る講座の具現化がなされ、これからの広がりや展開が楽しみと

なる講座となった。 

③上越圏域 考察

上越圏域では講座終了後に実行委員会によるふりかえりの記録から考察する。 

2017 年度の参加者数は、1 日平均 25 名、延べ 75 名の参加があった。内訳としては、当事者が

約 5割以上を占め、支援者が約 3割、家族が約 2割である。 

1日目は、全体としては、「いい雰囲気だった」「いい滑り出し」だったとの意見が挙げられた。 

グループワークについては「人数5名はちょうどよかった」「初めての方が 2名いたので、口火をき

る人がいなかった。話しているうちにだんだんと打ち解けた」との意見が挙げられた。 

2 日目は、全体としては、「リラックスして馴染んでる雰囲気だった」「落ち着いた雰囲気だった」と

の意見が挙げられた。また、「１回目には緊張していた方が別人のようにリラックスしていた」などの

変化を感じる声もあった。プログラムについては、「二人組になってワークするのはよかった」「観察

者が難しいという意見が多かったが、観察者はとても大切なんだろうと思った」などが挙げられた。 

3日目は、全体としては、「穏やかな雰囲気だった」との声があった。 

 三日間を通じて、「新しい参加者と、何度も参加している方がいることで会全体の安定感があって、

そこに新しい方が入っても相乗効果でいい雰囲気になっているのではないか」との感想も挙げられ

た。また、ピアサポート講座について、「回数を重ねても気づきがあるというのが素晴らしい」との意

見もあった。 

課題として、「新しい参加者がもう少し増えるといい。もっと地域に広げて行けないか」「リカバリー

ストーリーやピアサポートなどカタカナ言葉が難しいという方がいるので、用語集があるといい」など

の前向きな意見が挙げられた。 

2018 年度からは他県のファシリテーターを導入し試行的に実施した。参加者数は 1 日平均 30

名、延べ 90名の参加があった。内訳は、当事者約 7割、支援者約 2割、家族等約 1割であった。 

1 日目は、全体を通して、「新たな出会いがあってよかった」「全体的にゆったりとした感じだった」

との声が挙げられた。 

ファシリテーター導入の感想として、「リカバリーストーリーを話した後の感想がそれぞれのファシリ

が経験をもとにお話ししていたのがよかった」「（ファシリテーター二人が）いいコンビネーションだっ

た」などの意見が挙げられた。 

課題としては、「ウォーミングアップが長引いてしまったので、時間配分などファシリテーターと打

ち合わせしておいた方がよかった」「特定の人しか話していなかったことが気になった」などが挙げ

られ、2日目に引き継がれた。 

2 日目は、全体として、「楽しく参加できた」「原点が確認できた」「雰囲気が良かった」「前回の課

題がクリアされていた」などが挙げられ、中には「支援者がいつもと違って生き生きしていた」などの

意見も挙げられた。 

プログラムについては、「ゲーム感覚で面白かった」「リカバリーストーリーをうまくかたれたのが良

かった」 



12 

ファシリテーターについては、「ファシリテーターが素晴らしかった」「ファシリテーターの柔らかい

雰囲気が会場の雰囲気を作った」などが挙げられた。 

ただ、「司会とファシリテーター、講師の役割分担が今一つわからなかった」などの意見も挙げら

れ、今後の課題となった。 

3 日目は、全体として、「回数を重ねることに顔見知りになり、雰囲気がだんだんとよくなっていた」

「最後まで参加された方が笑顔になっていて良かった」「グループワークが盛り上がった」などが挙

げられた。 

ファシリテーターについては、「ファシリテーターが入ることで去年と違う雰囲気だった」「ファシリテ

ーターがなじみやすい雰囲気をつくってくれた」などが挙げられた。 

三日間を振り返っての感想としては、「最高に活力、エネルギーをいただいた」「リフレッシュした」

「３回受講して良かった。気持ちが軽くなり、ハキハキとして、ものが言えて、年々出るたびに強くな

る感じがします」などの感想を得られた。 

 2018 年度にファシリテーターを導入してのピアサポート講座を試みた。ファシリテーター導入に

よって、同じ経験のある当事者がファシリテーターという役を担っていること自体に、「I’m The 

Evience」としてのリカバリーのモデルとして目の前に存在することの意義は大きい。ファシリテータ

ーになることを目標とする参加者も出現する。目標を持つことは、リカバリーの大きなきっかけとなる。 

 2018 年度の経験をもとに、上越圏域で次年度にピアサポーター養成講座、ファシリテーター育

成講座を企画し、展開することとなった。 

④新潟圏域 考察

2017 年度講座には 34名の参加があり、アンケートの回答率は 82％だった。そのうち、当事者が

6割、支援者と家族が２割ずつであった。 

講座の満足度については、９割弱がよかった、まぁよかった、との回答が得られた。 

三日間の講座のなかで特に印象に残ったプログラムとしては、「リカバリーストーリーが素晴らし

かった」「一歩踏み出すことがリカバリーということ」「経験は宝物」「経験が（ピアサポートの）接着剤」

「ピアサポート、リカバリーがリカバリーを生む」「リフレイミング、難しいけど良い考え方だと思った」

「最終日に全員が円になり一人ずつピアサポート体験について話したことです。いろんな形がある

ことに強く印象を受けました」「グループワークが楽しかった」などが挙げられました。 

全体を通して、「話がしやすかった」「良い勉強になった」「意外に大勢の参加者ぎることにまず

驚きでした」などが挙げられた。 

そして、本講座の特徴である、当事者、家族、支援者等がともに学び合うこととして、「ご家族が

一生懸命なのを目にして、親に心配かけないようにしないとと改めて思いました」という感想も出さ

れた。 

2018 年度講座には、2017 年度新潟・下越ピアサポート講座ファシリテーター育成講座修了者 2

名が初めてファシリテーターとして講座を進行した。23名の参加があり、アンケートの回答率は 65%

だった。そのうち、当事者が約 1/4、家族が約 1/4、支援者、その他ボランティア等で約 1/2 となっ
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ていた。 

講座の満足度については、９割以上が「よかった」「まぁよかった」と回答している。 

三日間の講座のなかで特に印象に残ったプログラムとしては、「リカバリーストーリーを聞いてもら

ったこと」「リカバリーストーリーを聴き、お二人には居場所があり、仲間や同じ病気や障害のある人

たちにパワーを与えているんだなと思った」「リカバリーストーリーを伝えていくことの大切さ」「話す

側だけではなく聞き手側も難しいことを知った」「共感を持つことの大切さ」などが挙げられた。 

 全体を通して、「一回の人生を大切に生きよう（お互いに）」「今できること、声を上げていくこと、

実行することが大切」「ぜひ、またこのような講座に参加したい」などが挙げられた。 

また、当事者が他の家族との交流の中で「親孝行は何も買ってあげられなくても家事などを手伝

う方が親は嬉しいものだということが心に残った」という気づきを得る機会にもなったようである。 

 2018 年度よりファシリテーターを導入しての講座となり、さらに満足度は高まり、知識等を得るこ

とよりも、さまざまな経験の語りを通した交流と、「自身がこの場にいる」ことの価値を味わう感想が多

く得られた。 

⑤下越圏域 考察

2018 年度講座には、各日 12〜14 名の参加があり、アンケートの回答率は 50〜75%だった。その

うち、当事者が約 50%、支援者約 40%、家族約 10％であった。 

講座の満足度については、100％が「大いに満足している」「ある程度満足している」と回答してい

る。 

その理由として、1日目は「リカバリーストーリーにとてもジーンときました」「いろいろな人の話が聞

けた」「グループワークがよかった」「リカバリーの意味を深く考えることができた（障害の有無に関わ

らず支援者の悩みも共有できたので）」。2日目は「グループワークで皆さんと存分に語り合ってスッ

キリした」「リカバリーストーリーを作ることによって、改めて自分の人生を振り返ることができた」。3日

目は「参加者のコミュニケーションが非常に参考になった」などが挙げられた。 

三日間の講座のなかで特に印象に残ったプログラムとしては、「リカバリーストーリー」「バウンダリ

ーが大切なものだと分かった」などが挙げられた。 

 全体の感想としては、「はじめは緊張していましたが、皆さんと話すうちに緊張がほぐれて楽しく

なりました」「当事者・支援者が一緒に学ぶ経験はとても得るものが大きいです」「新たな出会いや

感動を味わえてありがたかったです」「経験はすべて宝物を実感できた」「あっという間に時間が過

ぎてしまった」「同じ仲間、人間なんだと思いました」「いろいろな考え方を見聞きできて勉強になり

ました。これからの生活の潤いができました」  などが挙げられた。 

参加者数は小勢であったが、参加者のバランスがよく、参加者の満足度の高い講座となった。 

（２）ピアサポート講座ファシリテーター育成講座

①上尾・川口地域 考察

参加者数は 23名、アンケートの回答率は 100％。

講座の内容については、9 割近くが「良い」「まぁまぁ」との回答だった。4%が「悪い」と回答された。
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悪い点としては、「進行が早すぎる」「もっとゆっくり」「時間が足りない」などの意見が挙げられた。 

工夫することとして、「もっと時間にゆとりを持つ。３日間にしてはどうか」「実践をもり込んでほしい」

「用語説明がほしい」などの意見だった。 

講座の方法としては、「良い」「まぁまぁ」が 5割弱で、「悪い」との回答が半数であった。 

工夫する点としては、「全体の意見交換の時間がほし」「時間的な問題」「意見や発言しやすい

環境づくりを」との声が挙げられた。 

講座の満足度は、8割近くが「満足」「まあまあ満足」と回答、4％が「不満」と回答された。 

良かった点として、「雰囲気が良かった」「スライドに沿って、司会、ファシリ、それぞれの役割を説

明していただいてわかりやすかった」「グループワーク形式で進めていくので良かった」「参加者の

意識が高い」「ピアサポート講座の振り返りができた」「ファシリテーターの役割が整理できた」「自分

の言葉で説明することで理解が深まった」などが挙げられた。 

もっと良くするための工夫として、「時間を増やしていくこと」が多く挙げられた。「実態のピアサポ

ートがどうなのか知りたい」「全員がファシリテーター役を経験できるといいと思う」など、講座に対し

て積極的な意見が多く見られた。 

②新潟・下越圏域 考察

参加者数は 7名で、アンケート回答率 100％。

講座に参加してみての理解度については、1 日目は、86%が「よくできた」「少しできた」「できた」

と回答された。14％が「少しできなかった」と回答された。2 日目、3 日目は、100％が「よくできた」

「少しできた」「できた」と回答された。 

ピアサポート講座でファシリテーターをやってみたいと思うか？との問いには 71％が「思う」と回

答、29%が「どちらでもない」との回答だった。 

講座で印象に残ったこととして、「とても風通しの良い話しやすい雰囲気だった」「人と人との関

係の大切さ」「ファシリテーターは、相手の立場に立って耳を傾けて、ともにあるというのがわかった」

などが挙げられた。 

講座受講前後の変化については、「何か開放された感じ」「ファシリテーターのことがわかり、い

つか自分たちでもできるのかなぁ」「責任感」との回答が得られた。 

 ピアサポート講座ファシリテーター育成講座については、初の試みで、プログラムや日程につい

ては大いに再検討が必要であることがアンケート結果からもうかがえた。しかし、ファシリテーターを

育成し、ピアサポート講座をファシリテーターが展開していく可能性と、その方向性については意

義を共有することができた。講座のプログラムおよび方法論については、引き続き検討を重ねなが

ら、講座を開催し、実践していくことの必要性が認識された。 

（３）ピアサポーター養成講座

①上尾・川口地域 考察

まず、本養成講座は、企画、プログラム作成からゼロベースで始めており、川口・上尾を中心とし
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たピアサポート講座修了している当事者、支援者、行政関係者等、28 名で構成された企画委員に

より、８回の検討会、３回のワーキンググループ、終了後のふりかえりを２回、行った。検討会の各会

平均は 16.5 名、延べ人数 132名、すべての企画委員会参加者延べ人数は、180名となった。 

当日については、参加者数は、各日平均 35 名、延べ 175 名の参加があった。参加者の条件は、

ピアサポート講座受講者及びピアサポーター、ピアスタッフの経験者としたこともあり、非常に熱心

かつ積極的な参加者が集まり、質疑応答の時間は毎回時間が足りないほど、主体的なディスカッ

ションが繰り広げられる講座となった。

運営方法は、全体の司会進行は主催団体の支援者が担当し、それぞれのプログラムのファシリ

テーターとしてピアサポーターら 2名がペアとなって担当した。

アンケート結果からは、司会進行及びファシリテーターについては、概ね好評で、回を重ねるごと

に、「よかった」「非常に良かった」の割合は高くなっている。 

 講座内容については、1 日目はピアスタッフの体験談が良かったとする回答は多く見られた。「お

二人の体験談は心に響くものがあった」との記述が見られた。一番印象に残ったこととしても、2 名

のピアスタッフ体験談について挙げている方は多く、その他グループワーク、質問に答えてもらっ

たことなどが挙げられていた。 

 「現在基本１人でピアスタッフをやっている状況なので、他の方との話を聞けたり、学ぶことができ

て良かったです」との声もあり、集まることに意義があることを感じられる声である。また、「幻聴を聴

きながらだったが、なぜかよく話が入ってきて良かった」など、それぞれの症状を抱えながら学んで

いる様子も改めて感じられる声である。また、「かつての支援者が今日ピアとして同じテーブルにい

た。感動的だった」との声もあった。 

 2 日目以降には、前回の講座から約１ヶ月間の変化を問う問いが設定されている。「リカバリースト

ーリーを作り始めた」「ピアサポーターの価値観のようなものが分かりかけてきた」などの回答が得ら

れた。 

 2 日目の講座内容については、地域移行ピアサポーターの行政説明と実際のピアサポーターら

の講演とグループワークだったが、「ピアサポーターの生の声が聞けて良かった」「様々な立場、経

験の方の意見が聞けて良かった」との声が挙げられた。 

最も印象に残ったこととしては、「グループワークで仲間と語り合えたこと」「ゲストスピーカー、ピア

サポーターの体験談」「24 年間入院された方の話」などが挙げられた。

その他、意見や感想として、「ピア仲間同士で話すのが楽しくて仕方なく、いい機会をいただいて

ありがとうございました。特に昼休みとても話した」「ピアサポートの心構え、効果、長期入院している

方へのサポートなどいろいろ勉強になった」などが挙げられた。 

 3日目では、前回講座からの気持ちの変化については、「ピアサポーターの仕事により誇りを持っ

て取り組めるようになりました」「やる気が出てきた」「前向きな気持ちになれた」という良い変化の声

が挙げられた。一方で「入院経験が必要、と話されていたが、自分にはその経験がないので他の

道を考えるようになった」「人数が多いので体調的に自信が持てない」などの回答も見られた。 

講座内容については、9割近くが「非常に良かった」「良かった」と回答された。具体的には「コミュ

ニケーションの具体例が学べた」「講義がとても良かった」「学ぶ順番が良かった」「ピアサポーター
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ならではの相談の受け方が少し分かったような気がした」などが挙げられた。一方で「講義時間を

少し減らして、Q&A の時間を増やした方が良かった」という意見と「ロールプレイが多い印象、講義

の方が好き」との双方の意見が見られた。 

 一番印象に残ったこととして、「ロールプレイ」「経験を差し出すこと」「ソーシャルワークとピアサポ

ートとの違い」「ストレングスの講座」などプログラムについて満遍なく回答がみられた。 

 その他の意見、感想として、「ピアの視点、世界観とは何かを考えてみたいと思③」「ⅵ同士の学

びも大切だと感じた」「人生観が変わった」などの回答が得られた。 

 4 日目では、前回講座からの気持ちの変化については、「経験を差し出すことについて意識する

ようになっている」「ピアサポーターの活躍できるシステムについて考えるようになった」「これまで体

験を語ることは苦手で、無理にやらなくてもいいやと思っていましたが、自分が体験を差し出すこと

で相手が安心して話しやすくなるという語ることの大切さに気づけた」と変化を実感している回答が

得られた。 

 講座内容については、9 割以上が「良かった」「非常に良かった」と回答。「専門職とピアと同関係

を作っていくのが良いのか、考えさせられた。話あう場をお互いに作っていきたい」「セルフケアが

大事」「グループワークでは専門職の悩みや迷いも聞けて、職種は違っても支え合って行けたら良

いなと思った」などそれぞれのプログラム全般にポジティブな回答が得られた。 

一番印象に残ったこととして、「ピアにもスーパービジョンが必要だと感じた」「ピアサポーターとメ

ンバーとの距離感」「ピアサポーターと専門職との連携の重要性」「ピアサポーターの葛藤」「自分

のリカバリーと当事者のリカバリーを当てはめないという言葉が印象に残った」などが複数の受講者

から挙げられた。 

 その他意見や感想として、「ピアはピアとして、専門職は専門職としての悩みがある。それぞれの

専門性を生かして連携したらいい」「ピアサポーターの一人職場はきつい。スーパービジョンの仕

組みが欲しい」などの声が寄せられた。 

 5 日目、最終日では、前回講座の気持ちの変化については、「元気になれた」「セルフケアをする

ことで自分の心の健康を守れるようになった」「ピアサポートを続けていくにあたって、自分には気

持ちの整理が必要と気づいた」「忙しくしていたが余裕を持って切り抜けられた。この講座に参加し

て刺激をもらったり、勉強できたおかげもあると思う」などの声が挙げられた。 

 講座内容については、9割以上が「非常に良かった」「良かった」と回答されており、「プログラムが

良かった」「グループワークが良かった」「全 5 日の中で一番良かった」「様々なことを皆さんが考え

て悩まれていることを共有できた」「今までの全５回の感想や振り返りができた」などの記述があった。 

一番印象に残ったこととして、「グループワーク」「アウトリーチの発表」「ピアサポーター宣言」「ピ

アサポーターがチームで働く上で大切なことをたくさん学べた」「ファシリテーターのグループワーク」

「経験を語ることが相手への安心を招く」「チーム内でのピアスタッフとのキャッチボール」「協働」な

どそれぞれのプログラム満遍なく回答が得られ、受講者一人ひとりが自身の経験や状況に合わせ

て学び取り、感じ取っていることがうかがわれた。 

 その他の意見、感想として、「協働について具体的に知ることができて良かった」「体調管理をし

っかりすることが様々な場面で自分のストレングスになる」「（自分たちの）地域でもピアの講座をや
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っていきたい」「生きているだけで専門性が高まる」「ピアは仕事として成立する」「ピアサポーターの

可能性や力を知るとともに、その難しさを再認識した」「ピアの可能性は無限」など、自身の課題、シ

ステムの課題も感じながら、その可能性を感じ、信じるようになったとの回答が得られた。

５日間を通しての感想として、「（自分たちのいる」地域でピアが活躍できる環境をつくっていきた

い」「『私なんて・・・』と否定的だったが今は自分を肯定できるようになり世界観が変わった」「幻聴よ

りも惹きつけられる講座、また参加したい」自身にとって、また今後の活動の方向性として考えるき

っかけになった学びの場であったことがうかがわれた。 

企画委員会参加者は常に積極的に、当事者、支援者等が意見を出し合い、作り上げていくプロ

セスであり、まさに協働のなかで作り上げたプログラムであり、講座そのものであったと言える。コ・

デザイン、コ・プロダクションの過程の中で生まれたピアサポーター養成講座であった。その成果は

大きく、共に作り上げるプロセスそのものに、参加者のエンパワメントやリカバリーがあった。 

 ２回の企画委員によるふりかえりでは、進行はファシリテーターはピアサポーターや当事者が担

当し、またプログラムの講師の多くが企画委員をはじめとするピアサポーター、ピアスタッフ、当事

者らが担当した。他地域で活躍するピアスタッフらの活動体験談を共有することも刺激となったとの

回答が多く得られた。講義、体験談、個人ワーク、ロールプレイ、グループワークなどが多様に盛り

込まれ、バランスの良い学びの場となったとの感想があった。ふりかえりでは、改めて自身にとって

のピアサポート活動の意義を語り始める場面もあり、ピア活動にかかわることで、リカバリーにつな

がるなどの声があり、改めて、ピア活動とは、ピアサポートグループの活動や、ピアサポーターやピ

アスタッフとしての仕事だけではなく、コ・デザイン、コ・プロダクションの営みそのものもピア活動で

あり、それは、当事者、支援者共同によるピア活動が存在しており、その一連のプロセスがリカバリ

ーそのものであることを認識するものであった。 

継続を願う声も多く、終了後のふりかえり時に次年度に向けて動き始めた。 

②上越圏域 考察

上越圏域では、実行委員話し合い、２日間のピアサポーター養成講座を実施した。

二日間を終えての実行委員によるふりかえりからは、課題や改善点が挙げられた。

まずは用語についてカタカナ言葉が多く、できれば用語説明や用語解説集のようなものがあると

良かったとの意見が挙げられた。 

プログラム内容としては、「もっとロールプレイがあった方が良かった」「実習などがあってもいいの

かもしれない」「二日間座学をして、実際に活動して、振り返る、というのもいいのかもしれない」「実

際に働いている方の話を聞きたい」などの改善案や、「この地域にあったピアサポーターのあり方を

考える上で、この地域のこれまでの歴史などを学ぶ時間があると良かった」「上越バージョンを作っ

ていく」必要性なども語られた。全体的には「時間が足りなかった」との意見も挙げられた。上越地

域のこれからについて、ピアサポーターとして雇用し、一緒に働く人をどう地域のなかで生み、包摂

し、協働していくかについての具体的な方法についての模索を始めるとともに、当面ピアサポータ

ーの力が必要なところはどこか、導入できる部分について検討を始めるとの意見が出された。 
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上越圏域では、2012 年度よりピアサポート講座を開催し、翌年には講座受講者による「絆 with ピ

ア」というピアサポートグループが生まれた。ピア活動によってリカバリーの道を歩み出す当事者の

存在が、次のピア活動への原動力となって、ピアサポート講座の開催、企画運営への当事者の参

画などを継続的に積み重ねてこられている。しかしながら、ピアサポーターやピアスタッフの雇用等

には至らないことが課題となっていた。今回の養成講座を経て、改めて上越圏域としてのピアサポ

ーターやピア活動へのあり方について検討する機会となった。 

7． 本研究の意義 

本研究は、「ピアサポート」という身近で、私たちの暮らしには欠かせない「仲間同士の支え合

いの営み」について取り上げた。立場や状況が変わると奪われてしまう人々、状況にある人たち

がおり、本研究では、さまざまな理由により長期に入院や地域との隔絶を余儀なくされる精神障

害のある人たちを対象とした。 

我が国における精神障害者の置かれている現状は、諸外国に類を見ない長期的な入院、多く

は社会的入院と言われ、医学的に入院の必要性がない者たちが何十年と入院している。また、

例え地域で暮らしていたとしても、本人および家族が、障害のことをひた隠しにして生きている現

状がある。 

ピアサポートは、自らの経験を活かす、つまり語り合うことによって、互いにつながりあい、そこ

からあらたな関係性やリカバリーが生まれるとする実証的研究に基づいた営みである。この当た

り前で、暮らしに欠かせないピアサポートが奪われてしまった人々に、もう一度取り戻し、再構築

していく営みとして、「ピアサポート講座」がある。 

具体的にどのようなプログラムがあると、効果的に再構築できるのかについて、

アクションリサーチとして実施した研究である。

具体的には、１）ピアサポート講座のプログラム内容についての再検討とプログラム再構成、テ

キスト再構成、２）ピアサポート講座を効果的に展開し、また持続可能な体制構築として、ピアサ

ポート講座ファシリテーターの育成プログラムの内容の検討と、テキスト作成、３）加えてピアサポ

ーター養成講座のプログラム作成及び実施、の３本の柱で研究を展開した。 

それぞれの意義について以下に述べる。 

１）ピアサポート講座の意義

ピアサポート講座の参加者は、述べ６１６名であった。アンケート結果から、参加者はこれまで支

援の受け手であることに疑問を持たず、しかし支援されることへの諦めや、支援そのものだけでは

どうにもならない状況への無力感を抱き、どうすることもできない八方塞がりのなかでピアサポート

講座にたまたま辿りつくものが少なくない。ピアサポート講座は、誰かが「教える」のではなく、それ

ぞれの経験を出し合い、響きあうなかで学びの場を創っていく。「経験」を語り合える「場」づくりが、

ピアサポート講座が意義あるものになるかを決めると言っても過言ではない。経験を聴くこと、語る

こと、そして共有することでリカバリーのきっかけとなる。 

これまで、「支援」の枠組の中ではもっぱら支援の受け手であり続けた当事者や家族は、精神
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障害によってさまざまな関係性を絶たれ、履歴をも断絶し、社会の中で孤立する。とりまく関係は、

支援者とのかかわりのみになり、支援の受け手であること以外の立場や関係性をいつの間にか持

てなくなってしまう。ピアサポートは、その「支援の受け手」であり続けることからの脱却でもある。そ

れは、支援の受け手であり続けることにより、いつの間にか支援の送り手に任せた人生を送るよう

になり、主体性が奪われていくことが容易に起こりうるのである。 

 ピアサポートという、緩やかな学びの場の中で、自ずと自分の人生は自分のものであり、自分で

決めるものであることを見出し、主体性を取り戻し、リカバリーの一歩を歩出すきっかけを自ら得

る意義があることが、受講者のアンケートからも見られた。 

 ピアサポート講座は、当事者だけではなく、家族、支援者、ボランティアなど市民とともに学ぶ機

会を大切にしている。精神障害のある方は、20 歳前後で発病すると言われており、多くは学生時

代、もしくは就職間も無くしての発病となり、その後の 20〜30 代の 10 数年を闘病生活に費やし、

学びの機会や社会経験を絶たれたまま、40代を迎える。学びの途中で断念せざるを得なかった

思いを残したまま、その後を生きている方も少なくない。当事者にとって、学びの機会というのは、

単に知識を得たり、資格を取得する、というだけではなく、自信を取り戻したり、自尊心を育む場と

して重要な意義があることがわかった。 

 さらに、本講座は、さまざまな立場の多様な人々と出会い、経験を分かち合い、学び合い、支え

合うことを講座の中で体感する。そのことが、支援者も私たちと同じように悩を抱えているんだ、と

いう気づきを得たり、他の家族の思いを知ることで自分の家族へ思いを馳せることができるなど、周

りとの関係を大切にし、さらに自分自身を大切にすることで自尊心を育んでいく過程があることがわ

かった。 

 ピアサポート講座は、一人ひとりのリカバリーにつながり、支援者の意識もリカバリー志向へと変

化し、障害の有無にかかわらず暮らしやすい地域の構築へとつながっていくことを最終的な目標と

して掲げて、活動を続ける必要性があることが、本研究を通して明らかとなった。 

２）ピアサポート講座ファシリテーター育成講座の意義

ピアサポート講座ファシリテーター養成講座の参加者は述べ７５名であった。ピアサポート講座を

持続可能、かつより効果的なあり方を模索するなかで、ファシリテーターとしてピアサポート講座受

講者の熟練者が行うことではないかと考えた。これは WRAP（Wellness Recovery Action Plan; 元気

回復行動プラン）が、WRAP ファシリテーターが展開し、広げていることにヒントを得ている。 

 今回は、上尾・川口地域合同の埼玉エリアと、下越・新潟圏域合同の新潟エリアの２ヶ所で講座

を試行的に実施した。 

ピアサポート講座は前述の通り、経験を語り合う「場」づくりが重要である。経験を語り合うダイナ

ミクスを引き起こすきっかけは、他者の経験の語りを聴くことである。ピアサポーターやピアスタッ

フらが経験を語ることで、「心の氷が溶けて」、頑なに隠していた経験を自然と語り始める不思議な

現象が起きる。この効果を活用してより有効的な場を構築していこうとした。 

ピアサポート講座ファシリテーター育成講座そのもののプログラムや時間的な課題はアンケート

結果からも浮かび上がったが、ファシリテーター導入によるピアサポート講座の意義は大きい。 
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まず、ファシリテーターは身近な地元の、同じような経験をしている当事者の仲間が担当する。そ

のことは、すなわち“I’m The Evidence”（私がリカバリーの証明です） としてロールモデルの提示

となり、当事者にとっても、家族にとっても、リカバリーへの希望を確かなものとする存在となる。 

「経験の語り」が接着剤となってピアサポートが成立、促進されていくダイナミクスを、ファシリテー

ターが折々に自らの経験を差し出し、語ることによって自然と引き起こされていく。講座全体が一貫

して「経験の響き合い」の場になることで、ピアサポートを知識として学ぶのではなく、「感じる」こと

で、リカバリーのきっかけにつながると考える。「感じる」ときには、それぞれ一人ひとりの感じ方は

異なる。それはそれぞれの今まで歩んできた人生の歴史、経験、育った環境や文化、知識や感情

などが、その場の中で響き合い、各々の「感覚」として気づきを与える。そして、その「感覚」がその

次の瞬間からの人生に影響を与えていく。その一連の営みの中で、「私だけの感覚」の価値に気

付くことによって、リカバリーのきっかけとなるのではないかと考える。 

 ピアサポート講座は 1 回 30 名前後の比較的少人数で運営されることが好ましい。それは、これま

での経験を安心して語り合えるための規模である。もっとこういう講座を開いてほしい、という声は毎

年多く寄せられる。持続可能性と、より良いあり方を模索するなかで、このファシリテーター育成は、

ピアサポート講座展開にあたって不可分であり、同時に、本研究により試行的に実施したことで、そ

の可能性が十分に示唆されたといえる。 

３）ピアサポーター養成講座の意義

ピアサポーター養成講座の参加者は、述べ２１０名であった。ピアサポーター養成講座は、近年

さまざまな地域で、また国レベルでも展開されるようになっている。しかし、地域格差も大きく、障害

福祉サービス事業所が持ち出して実施しているところなども多いのが現状である。 

今回は、上尾・川口地域を中心とする埼玉エリアと、上越圏域を中心とする新潟エリアにて実施し

た。両地域ではピアサポーターやピアスタッフの雇用状況も異なっている。埼玉エリアは上尾での

地域移行ピアサポーター活動が 10 年目を迎え、近年鴻巣地域で常勤含めたピアスタッフの雇用

が生まれている。一方で上越圏域には、ボランティアとして、地域移行にかかわらせて長期入院者

の経験の語り部活動があるものの、仕事としてのピアサポーターやピアスタッフ活動は未だ生まれ

ていない。それぞれの地域ではそれぞれの地域課題があるため、地域ごとに企画委員会をたて

て、目的、プログラム内容などについて検討した。上越圏域については埼玉エリアのプログラム内

容を参考に、上越バージョンとして検討した。 

 上尾・川口のピアサポーター養成講座は、足掛け 1 年以上かけて、コ・デザイン、コ・プランニン

グ、コ・プロダクションの営のなかで、講座の運営、プログラム作成、準備等をすべて、28 名の当

事者、ピアサポーター、支援者、行政職員らによる実行委員で、話し合いを重ねてつくり上げてい 

った。このプロセスそのものが、エンパワメントを引き起こし、多様な経験をする機会となった。 

ピアサポーター養成講座のプログラム構成は、図らずも講義、体験談、個人ワーク、ロールプレイ、

グループワークなどが多様に盛り込まれており、豊かな学びの場となったことはアンケート結果から

もうかがわれた。とりわけ、他地域のピアサポーター・ピアスタッフの体験談を共有できたこと、その

後のグループワーク等と合わせて、非常に刺激となり、大変有意義なプログラムであったとの感想
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は多く寄せられた。また各回、ロールプレイやグループワークの時間を豊かにとり、それぞれが体

験した学ぶことを大事にした。加えて、進行をファシリテーターとしてピアサポーター及びファシリテ 

ーター経験のある当事者が主に担当し、回全体がピアサポート的な場を創生していたことは、豊か

な学びの質を担保するに十分な機能を果たしたと言える。 

 ピアサポーター養成講座によって、自身のリカバリーのためのピアサポート、自身と仲間のリカ

バリー促進のためのピアサポート、さまざまな役割や社会とのつながりのためのボランティアとして

のピア活動、そこから、さらに仕事としてのピアサポーターやピアスタッフの可能性を感じ、具体的

な目標や希望を抱ける機会となったとの感想は多く得られた。これまで隠し続けてきた経験が、人

の役に立つかもしれない、さらには仕事になるかもしれない、そうであればこれまで苦しみながら生

きてきたこの人生も無駄ではないのかもしれない、と思えることは、リカバリーへの大きな足掛かりと

なる。一方で、自身がやりたいことはピアサポーターではない、もしくは自分には向いていないので

はないかとの気づきを得た参加者も少ないながらもあった。このように学びの中で、情報をキャッチ

し、自ら選択、決定できることも大切なことであると考える。 

ピアサポーター及びピアスタッフは、インフォーマルなピアサポートや、セルフヘルプグループや

ピアサポートグループ活動とは異なり、ピアサポート活動を行うことで金銭的報酬を得る。金銭的報

酬を得ること自体が、もはや対等ではないとする議論、一方で金銭的報酬を得ることを担保する専

門性とは何かという議論、また専門職との違いは何かという議論、さまざまな議論が十分なされてい

ないなかで、実態としてのピアサポーターやピアスタッフが先行して実践を積み上げている現状が

ある。現状は財政的な基盤等がないなかにおいても、日本の支援システムのなかにその必要性、

もしくは有効性を認められていることであると言える。雇用の実態は、その立ち位置、業務、報酬、

条件等非常に多様である。多様であっても、今まさにいるということを踏まえて、彼らの実践一つひ

とつを、丁寧に可視化し、分析し、日本におけるピアサポーター、ピアスタッフのありようについて

検討を重ね、その報酬を担保するものは何か、について言語化していくことは、ピアサポーター、ピ

アスタッフがそこにあることの確かな担保となると考える。

ピアサポーターは、ピアサポートとを紡ぐ促進者であり、リカバリーを促進するロールモデルであ

り、専門職や組織文化をリカバリー志向に変革するキーパーソンと言える。支援の枠組みを超えて、

私たちが暮らしている地域がピア文化を醸成し、地域包摂（コミュニティ・インクルージョン）を広げ

ていく重要な立役者となる。 

４）ピア文化を広めるために

ピアサポート講座、ピアサポート講座ファシリテーター養成講座、ピアサポーター養成講座に参

加した述べ人数は９０１名であった。 

ピア文化とは、「多様性を認め合い（ダイバーシティ）、自由で対等な関係性のなかでありのまま

の自己を語り合える文化」1)と考える。そのことは、コミュニティ・インクルージョン（地域包摂）のかけ

はしとなる。SAMHSAは 2015 年に、ピアサポートはリカバリーを促進し、コミュニティの所属感を高

めるとし、ピアサポートの推進を強調している 2)。 

ピアサポート講座は、「学ぶ」ことを通じて、ピア文化を醸成していく有用な方法の一つであると
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考える。そして、ピア文化構築の最大の立役者としてピアサポーターがある。 

8． 本研究の限界 

本研究は、アクションリサーチとして、それぞれの地域における主体的な活動を損なわない形

での介入研究を実施した。ピアサポートを語る時、各地域の特性、文化、医療状況、それまでの

ピアサポートに関する経緯やプロセス様々な要素が絡み合っており、それぞれの背景はピアサポ

ートの文脈となってつながっている。しかしこれらの要素を一つひとつ精査することは本研究では

できていない。プログラム作成にあたっては、それぞれの地域性を考慮することは重要なことであ

るが、まずはベースとなるプログラム開発を試みた。それぞれの講座プログラムやテキストを各地

域でアレンジしていただく、そこにファシリテーターが介入しながら、地域の主体性や独自性を生

かした展開を今後期待したい。 

9． 本研究の今後の課題および可能性 

本研究では、ピア文化構築に向けて、ひとつはピアサポート講座のプログラム開発とテキスト

作成を最も大きな作業として行っている。ピアサポート講座を今後、各地域で展開し、広めていく

ことが課題であり、可能性となる。現在、テキストの書籍化を検討している。ファシリテーター育成

講座やピアサポーター養成講座についても、今後議論を尽くして、さらなる展開可能性の高い、

汎化できるありようとプログラム構築が必要であると考える。 

ピアサポート講座やファシリテーター育成講座が、各地域で展開していくと、各地域に点として

のピア活動が芽生え、地域にあったピアサポート活動のきっかけを提供する機会となる。ピアサポ 

ートは普遍的な概念であり、私たちの日々の暮らしに必要不可欠であることから、地域にあった

形で展開し、点から面へと広がってていくことが重要であると考える。 

まとめ 

  ピアサポート活動に 10 年以上かかわるなかで、ピアサポートの意義は当初考えていた以上に、

ピアサポート講座に参加された受講者の皆様の声、感想、また経年単位による変化を実感すると

ころであった。それらを分析し、可視化することの必要性を感じていた。本研究により、ピアサ

ポート講座が各地で展開し、多くの方がリカバリーのきっかけとなる機会にアクセスでき、仲間と共

にリカバリーの道を歩む一助となればと考える。そして地域全体が、多様性を認め合い、ありのまま

でいることへの安心を得て、自らの経験を語り合えるピア文化を、それぞれの地域性を生かして構

築されていくことを願うものである。その先には、障害の有無や、国籍や、信条などにかかわらず、

多様な人々が共にくらすコミュニティ・インクルージョン（地域包摂）の実現を目指すものである。そ

のかけはしとして、ピアサポートは有用であることから、ピアサポートプログラム展開の具体的方策

として本研究は一つの意義を見出すものである。 
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͠ɼ͖ݟΔ͹གྷ๮ɼۂࣆॶ಼͹য়ڱ͵ʹ͖Δ͚Ζถ״࠻Ν์͓ͱ͏ͪ
͞ͳ͖Δɼฯ݊ॶ୴౲ंɼಋ๑ਕम࿓ࢩԋۂࣆॶ৮ҽͳජंͲΠχώ
΢δʖճ٠Ν֋࢟͢Ήͪ͢ɽͨ ͹͵͖Ͳɼ͞ ΗΉͲ͹ถ״࠻ͺ͖͖Κ
Ε͹͖͠ڳΔ͚Ζ΍͹Ͳ͍Ζ͞ͳɼϒΠγϛʖνʖͳ͏͑৿ͪ͵ଚ
Ν॑౾ݗͶΓͮͱ֋͖Ηͱ͏͚͹Ͳͺ͵͏͖ͳ͹఑ҌΝण͜ͱɼࡑ
͸ɼཎ೧ 2010೧ౕͶϒΠγϛʖφ࠴ߪɼϒΠγϛʖνʖ཈੔࠴ߪΝ
֋ͤ࠷Ζ͞ͳͶ͵ΕΉͪ͢ɽ࠴ߪ֋࠷Ͷ͜޴ͱͺɼΠχώ΢δʖճ٠
ϟϱώʖͶՅ͓ͱɼݟ͹୴౲ंɼஏҮҢۂࣆߨͶ͕͜Ζंྙڢ͹ਫ਼׈
͹ࢤઅPSWɼࢬ࿇܉ PSWɼۛ ྣҫྏؖؽ PSW͵ʹͲ໪దΏϕϫή
ϧϞͶͯ͏ͱ͹ݗ౾Ν͏ߨΉͪ͢ɽ(2013 ۆࣉ) 
ͨ͑͢ͱͲ͍͗ͮͪ͘͹͗୊Ҳյ໪͹ϒΠγϛʖφ࠴ߪͲͪ͢ɽϨ
ΩώϨʖηφʖϨʖͳ͏͑౲ंࣆ͹ରݩ͹෼ޢΝ஦ৼ࣢Ͷੀ͓ͱɼ
͍;ɼՊଔΔͲҲॻͶָंࣆೖؔ͹ϕϫήϧϞΝ௪͢ͱɼ৮ҽɼ౲ࢀ
͏Ήͪ͢ɽଡ͚͹࣯໲Ώ״૟ɼͨ͢ͱޢΕ͏߻Ͷຮͬͪͽͳ࣎Ͳ͢
ͪɽָ ;͹৖ΝಚΖ͞ͳͲ౲ंࣆ͹๏ʓ͹໪͹ٍ͗͘ɼන৚͗รΚͮ
ͱ͏͘Ήͪ͢ɽΉͪڠͶָ΁͞ͳͲ৮ҽͶ΍รԿ͗නΗΉͪ͢ɽ 
͞͹࣎͹ϕϫήϧϞΝϗʖηͶ͢ͱɼࡑݳ 2012೧ౕ͖Δ৏ӿݏҮɼ

2013 ೧ౕ͖Δ஦ӿٶ;ԾӿݏҮɼ2014 ೧ౕ͖Δઔࢤ޳ʤݟۆ࡝ʥɼ
2016೧ౕ͖Δ৿ݏ׃Ү͵ʹͲ࠴ߪΝ֋࢟͢ɼࡑݳΉͲຘ೧ౕܩକ͢
ͱ֋͠࠷Ηͱ͏Ήͤɽୱ൅΍͚͢ͺ਼೧ؔܩକ͢ͱ͏ͪͳ͞ΘͲͺɼ
ઍୈɼತ໨ɼએཁɼ੪ਁ͵ʹ͠Ή͡Ή͵ஏҮͲࣰ͠ࢬΗΉͪ͢ɽΉͪ
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པ೧ౕҐ߳ɼ֋࠷Ν༩ఈ͢ͱ͏Ζͳ͞Θ΍͏͚͖͍ͯΕɼϒΠγϛʖ
φ΃͹ؖৼ͹߶ΉΕͳ͗߁ΕΝࣰ͢״ͱ͏Ήͤɽ 
ϒΠγϛʖφͳͺɼh ஧ؔಋ࢞͹͏߻͓ࢩ͹ӨΊ͹ͤ΄ͱʱΝන͢
Ήͤɽ৿͢͏ٗढ़Ώ઒໵੓Ͳͺ͵͚ɼͬͪࢴ͹ਐۛͶ͍Ζ͍ͪΕΉ͓
͹͖͖ΚΕͲͤɽΫʖϭʖχͺଲ౵͵ؖܐ੓ͲͤɽਐۛͲ͍ͪΕΉ͓
͹ͺͥ͹ଲ౵͵ؖܐ੓Ν୥ΚΗͪɼ΍͚͢ͺ๪Ηͱ͢ΉͮͪਕʓͶɼ
͖ͯͱ͹ࣙ༟Ͳڋৼஏ͹͏͏ؖܐ੓ͳͯ͵͗ΕΝͳΕ΍ʹ͢ͱ͏͚
͞ͳ͗ϒΠγϛʖφͲͤɽ 
ϒΠγϛʖφͺҲਕͲͺͲ͘ΉͦΞɽͨ ͹ͪΌͶͺबΕ͹ਕʓͶ΍
ϒΠγϛʖφΝஎͮͱ΍Δ͑චགྷ͍͗ΕΉͤɽϒΠγϛʖφ࠴ߪͲ
ͺ͠Ή͡Ή͵ཱི৖͹ਕͪͬ͗ɼڠͶָ;͑߻஧ؔͳ͢ͱɼ͏ ͯ͹ؔͶ
͖Ͷཱི৖ΏༀׄΝ௔͓ͱଲ౵͵ؖܐ੓Νߑ஛͢ͱ͏͚৖Ͷ͵ͮͱ͏
Ήͤɽͨ ͹ରݩΝ௪ͣͱɼ͏ޕ͹ྙɼ͏ޕ͹ϨΩώϨʖΝ৶ͣɼ͏ޕ
͹෼ޢΝ୉઀Ͷ͢ɼ೟Ό͍͍͖͑ͪͪ͏ؖܐ੓Νର͢״Ήͤɽ 
͞͹Γ͑ͶϒΠγϛʖφ࠴ߪͺͬͪࢴҲਕͽͳΕ͗ɼࢴͳ͍͵ͪΝ
୉઀Ͷ͏ࢧɼ͏ޕͶڠ͏͍͓ࢩͶ฽ΔͤชԿΝ૓ଆͤΖ͞ͳΝ໪ࢨ
͢ͱ͏Ήͤɽ 

 ਕͳਕͳ͹ؖܐɼ͏͍͓ࢩ͹ชԿͺஏҮͶΓͮͱ͠Ή͡ΉͲͤɽ
ϒΠγϛʖφͺஏҮ੓Ν୉઀Ͷ͢ͱɼஏҮ͟ͳ͹عଚ͹ਕͳ͹ͯ͵
͗Ε͹ชԿɼ͏߻͓ࢩ͹ชԿΝ୉઀Ͷ͢ͱɼ͠ ΔͶఴ֋͢ͱ͏͚ͪΌ
͹޽෋Ν͢ͱ͏͚ϕϫιηͶ΍୉͘͵қັ͍͗ΕΉͤɽ 
͌͠ɼਐۛ͵஧ؔͳ͍͓͑ࢩชԿΝࡠΖͪΌ͹࿫͢͏߻Ν࢟ΌͱΊ
ΉͦΞ͖ʃͨΗ͗ϒΠγϛʖφ࠴ߪ͹࢟ΉΕͲͤɽ 
 
ಊ͖Δʤಝ׈ϒΠγϛʖνʖ͹ߨஏҮҢ" .(2013) .ࢢ༻ۆࣉ  ॄ ౲ंࣆͶ
ΓΖࢩԋ׈ಊͳ੠ਈฯ݊ෳ࢞ࢳʥ." ੠ਈฯ݊ෳ27-25 :(1)44 ࢳ. 
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໪ ࣏

ϒΠγϛʖφ̑࠴ߪೖؔ͹ϕϫήϧϞ

̑ೖؔڠ௪ϕϫήϧϞ
1ೖ͹ͺͣΌ/ήϩʖϕϭʖέ͹ͺͣΌ
࣎࢟ৼஏ͹ྒྷ͏৖Ͱ͚Ε͹ͪΌ͹ϩʖϩʤήϩʖϕϭʖέ֋ڋ

΍֮೟ʥ
ϩʖϩ͑߻ৼஏ͹ྒྷ͏৖Ͱ͚Ε͹ͪΌͶևͲड़͢ڋ
ΤΧʖϝϱήΠρϕʤ়ࣙހղͳΠ΢ηϔϪ΢έʥ

̏ೖ͹शΚΕ
Ҳೖ͹΀Ε͖͓Ε
͕͖ͯΗ͠ΉͲͪ͢ʤࢴͳ͍͵ͪͶധघʥ

ϒΠγϛʖφ̏࠴ߪೖ໪ʛϨΩώϨʖͳϒΠγϛʖφ
̏ೖ໪ϕϫήϧϞ
ҲਕͽͳΕ͹ݩܨͺ็΍͹
͹ϨΩώϨʖηφʖϨʖࢴ
ϨΩώϨʖͳͺʃ
ϒΠγϛʖφͳͺʃ
ήϩʖϕϭʖέʁϨΩώϨʖηφʖϨʖΝ௎͏ͱ

ϒΠγϛʖφ̐࠴ߪೖ໪ʛϨΩώϨʖηφʖϨʖΝޢΘ͑ʀ௎͑͞
̐ೖ໪ϕϫήϧϞ
ΓΕྒྷ͏αϝϣωίʖεϥϱͳͺʃ



5

αϝϣωίʖεϥϱ͹͏Θ͏Θ͵ٗ๑
ώΤϱξϨʖͳιϩϓίΠ
ήϩʖϕϭʖέʁϨΩώϨʖηφʖϨʖΝͮޢͱʀ௎͏ͱ

ϒΠγϛʖφ̑࠴ߪೖ໪ʛϒΠγϛʖφ͹ࣰભͳ͗߁ΕͶ͜޴ͱ
̑ೖ໪ϕϫήϧϞ
͠Ή͡Ή͵ϒΠγϛʖφ͹Ωνο
ϨϪʖφʖέʰࢴ͹ϒΠγϛʖφରݩʱ
ηφϪϱήηͳϨϓϪ΢ϝϱή
ϒΠγϛʖνʖ/ϒΠηνρϓͳͺʃ
ήϩʖϕϭʖέʁϒΠγϛʖφ͹ࣰભʤ֦ஏ͹໪దͶԢͣͱʥ

ϨΩώϨʖηφʖϨʖ
ʥ ͜ΞͬΎΞݩܨ͹ϨΩώϨʖηφʖϨʖʤ͜ΞͬΎΞ͹ࢴ
Ͳ͘ΖࣆɼΏΕͪ͏ࣆʞ͏ͯΏΖ͖ʃࠕͲ͢Βʄ Ί͎ͪΞʤ஝

ీথඔʥ
ϒΠγϛʖφ࠴ߪͳ͹ड़ճ͏ ζϥʖξϱ
͹ϨΩώϨʖηφʖϨʖࢴ Ԡݬ ಛࢢ
੔ௗغ ଠ̏໌

ॄޢ༼
ݛชߡࢂ
ྋࣁ
ϒΠγϛʖφࢬࣰ࠴ߪགྷߟ
ϒΠγϛʖφ࠴ߪϓΟεϨτʖνʖ཈੔࠴ߪ
ϒΠγϛʖφ࠴ߪϏϭʖϛ΢ϱφξΤϱϫʖχΤΥϔγ΢φ
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ଏ৏

ଏ৐

ଏ৏

ଏ৐

ଏ৏

ଏ৐



7

ᲫଐႸ

଺᧓ ȗȭǰȩȠ ϋܾ แͳ

10:00 Ӯ˟ �᧏˟ ȷႸႎȷኺዾ׋ॖ

10:10 ȕǡǷȪ ᐯࠁኰʼ ɟʴᲫЎᲢμՃᲣ

10:30 ᜒࠖ Ƃᜒ፯ƃȪǫȐȪȸƱȪǫȐȪȸǹȈȸȪȸ

10:45 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ȪǫȐȪȸǹȈȸȪȸĬ

11:00 Ӯ˟ ƂӮ˟ƃ˞ক

11:10 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ឋွȷࣖሉȷσஊ แͳ

11:25 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ȪǫȐȪȸǹȈȸȪȸĭ แͳ

11:40 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ឋွȷࣖሉȷσஊ

12:00 Ӯ˟ ଷ˞ǈ

13:00 ᜒࠖ Ƃᜒ፯ƃȪǫȐȪȸƱȔǢǵȝȸȈ แͳ

13:30 ȕǡǷȪ ឋွȷࣖሉȷσஊ

13:45 ȕǡǷȪ ǰȫȸȗȯȸǯƷᛟଢ

14:00 Ӯ˟ ˞ক

14:10 ȕǡǷȪ ƂǰȫȸȗȯȸǯƃȪǫȐȪȸǹȈȸȪȸǛᎥƍƯ ǰȫȸȗ ȆǭǹȈ

14:40 ȕǡǷȪ Ƃǰȫȸȗႆᘙƃ ǰȫȸȗ ȆǭǹȈ

14:40 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ឋբȷਰǓᡉǓȷǇƱǊ

15:00 Ӯ˟ ኳʕ

ȔǢǵȝȸȈᜒࡈȗȭǰȩȠ

ҜЭ

Ҝࢸ

ْ൥ଝٓজढ़ংজشधআ॔१এشॺ

জढ़ংজش५ॺشজ॑شലऒअ

ْॢঝشউডشॡٓজढ़ংজش५ॺشজୂ॑شःथ

ॢঝشউद૎୳॑ુથखँअ
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�ଐႸ

଺᧓ ȗȭǰȩȠ ϋܾ แͳ

10:00 Ӯ˟ �᧏˟ ȷႸႎȷኺዾ׋ॖ

10:10 ȕǡǷȪ ᐯࠁኰʼ ɟʴᲫЎᲢμՃᲣ

10:30 ᜒࠖ Ƃᜒ፯ƃᛖǓ૾ȷᎥƖ૾ȷǳȟȥȋǱȸǷȧȳ২ඥ ǲȸȠ

10:45 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ Ƃ๫፼ƃǳȟȥȋǱȸǷȧȳƷܱᨥ ȭȸȫȗȬǤ

11:00 Ӯ˟ ƂӮ˟ƃ˞ক

11:10 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ឋွȷࣖሉȷσஊ

11:25 ᜒࠖ Ƃᜒ፯ƃȐǦȳȀȪȸƱǹȈȬȳǰǹ ᛟଢ

11:40 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ឋွȷࣖሉȷσஊ

12:00 Ӯ˟ ଷ˞ǈ

13:00 ᜒࠖ�ȕǡǷȪ Ƃ๫፼ƃȪǫȐȪȸǹȈȸȪȸǛᛖǖƏȷᎮƜƏ ๫፼

13:30 ȕǡǷȪ যੌपऩढथୁॉ়ःؚലऌ়अ७ॵ३ঙথگ

14:00 Ӯ˟ ˞ক

14:10 ȕǡǷȪ ƂǰȫȸȗȯȸǯƃᛖƬƯȷᎥƍƯȷᚇݑƠƯ ǰȫȸȗ

14:40 ȕǡǷȪ Ƃǰȫȸȗႆᘙƃ ǰȫȸȗ

14:40 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ឋբȷਰǓᡉǓȷǇƱǊ

15:00 Ӯ˟ ኳʕ

ȔǢǵȝȸȈᜒࡈȗȭǰȩȠ

ҜЭ

Ҝࢸ

ْ൥ଝٓୁॉ্ୂ؞ऌ্ق॥঑গॽॣش३ঙথك

౰ಆ॑ઐइऩऋै॥঑গॽॣش३ঙথ५य़ঝ॑৾व

ْ൥ଝٓ॔१ش३ঙথ؞ংक़থॲজشऩन

ْ७ॵ३ঙথٓজढ़ংজش५ॺشজୁ॑شौअ؞ലऒअ

൩ःपୁॉ়ःؚലऌ়अ७ॵ३ঙথ॑شজش५ॺشযੌपऩॉজढ़ংজگ

ْॢঝشউডشॡٓজढ़ংজش५ॺشজୁ॑شढथ؞ലःथ

૎୳॑ુથख়अ
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�ଐႸ

଺᧓ ȗȭǰȩȠ ϋܾ แͳ

10:00 Ӯ˟ �᧏˟ ȷႸႎȷኺዾ׋ॖ

10:10 ȕǡǷȪ ᐯࠁኰʼ ɟʴᲫЎᲢμՃᲣ

10:30 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ȪȬȸȈȸǯᲴȔǢǵȝȸȈ˳᬴Ʒσஊ

11:00 Ӯ˟ ƂӮ˟ƃ˞ক

11:10 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ȪȬȸȈȸǯᲴȔǢǵȝȸȈ˳᬴Ʒσஊ

11:25 ᜒࠖ ȔǢǵȝȸȈƷƍǖƍǖ ᛟଢ

11:40 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ឋွȷࣖሉȷσஊ

12:00 Ӯ˟ ଷ˞ǈ

13:00 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ Ƃǰȫȸȗȯȸǯƃ ǰȫȸȗ

13:30 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ Ƃǰȫȸȗȯȸǯƃ ǰȫȸȗ

14:00 Ӯ˟ ˞ক

14:10 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ Ƃǰȫȸȗႆᘙƃ ǰȫȸȗ

14:40 ȕǡǷȪ�ᜒࠖ ឋբȷਰǓᡉǓȷǇƱǊ ǰȫȸȗ

15:00 Ӯ˟ ̲ʕࡸ ̲ʕᚰ

Ҝࢸ

ْॢঝشউডشॡٓق০৏भ৯੐घ্਱ਙष਱ऐञॸشঐك

୻كআ॔१এشॺણ৿भன৫प਱ऐथ

ؙؙআ॔१এشॱشधभੈ௮प਱ऐथ

ȔǢǵȝȸȈᜒࡈȗȭǰȩȠ

ҜЭ

ْ൥ଝٓআ॔१এشॺ৬ୡभુથ

আ॔१এشॺ৬ୡभজঞشॺشॡ

૞ਸ঻भजोझोभআ॔१এشॺ৬ୡ॑ુથघॊ



10/17/20

1

一日のはじめに
グループワークのはじめに

1

居心地のいい場づくりのためのルール

私たちはお互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にした
いと思っています．
そのために以下のことをここでのルールとしましょう。

•今日，呼ばれたい名前で呼び合いましょう．名前を呼ぶだけで，
尊重されていると感じます．

•話している方のお話は最後まで聞きましょう．
•でも、場にいる人すべての方に思いがあります．それぞれの方
がお話できるように心がけましょう．

•また，話したくないことや話したくない時もあります。無理強
いはせず，その思いも尊重し合えるといいと思います．
•ここでのお話はここだけにとどめましょう（秘密保持）。
• I（アイ）メッセージ（私を主語）で語りましょう。
•ひとりひとり話終わった後は感謝の合図に拍手をしましょう。

ファシリ

2

居心地のいい場づくりのために
みんなで出し合うルール

お互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にするために、
皆さんにとって必要なルールがあれば出し合いましょう。

ファシリ

3
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ウォーミングアップ
自己紹介（一人１分）

•呼ばれたい名前
•アイスブレイクなテーマの自己紹介
（例）マイブーム、好きな食べ物etc
•もしもあれば・・・みんなに知っておいてもら
いたいこと（今日の調子など・・・）

＊一人ひとりの自己紹介の後に感謝の拍手！

ファシリ

4

一日の終わりに

5

一日のふりかえり
皆さんと共有したい思い・気づき・感想、

からなかったことや質問・疑問などがあれば
出し合いましょう。

ファシリ

6
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おつかれさまでした

グループの皆さんに感謝と
自分へのねぎらいと
今日集まった皆さんに

拍手

司 会

7
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リカバリーとピアサポート
～自分らしい生き方ってなんだろう ～

“自分らしい生き方”ってなんだろう？
共通言語をもつとみんなで分かち合うことができます。

その共通言語とは？
自分らしく生きるために他者との関係は？

1日目

ファシリ

1

今日一日のながれ

居心地のいい場のルールの確認・ウォーミングアップ
1.【体験談】
リカバリーストーリーを聴き・共有しましょう
（休憩）
２.【講義】
リカバリーとピアサポート
リカバリーとは？ピアサポートとは？
３.【グループワーク】
リカバリーストーリーを聴いて
４. グループ発表と一日のふりかえり

ファシリ

2

居心地のいい場づくりのためのルール

私たちはお互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にした
いと思っています．
そのために以下のことをここでのルールとしましょう。

•今日，呼ばれたい名前で呼び合いましょう．名前を呼ぶだけで，
尊重されていると感じます．
•話している方のお話は最後まで聞きましょう．

•でも、場にいる人すべての方に思いがあります．それぞれの方
がお話できるように心がけましょう．
•また，話したくないことや話したくない時もあります。無理強
いはせず，その思いも尊重し合えるといいと思います．
•ここでのお話はここだけにとどめましょう（秘密保持）。
• I（アイ）メッセージ（私を主語）で語りましょう。

•ひとりひとり話終わった後は感謝の合図に拍手をしましょう。

ファシリ

3
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居心地のいい場づくりのため
にみんなで出し合うルール

お互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にするために、
皆さんにとって必要なルールがあれば出し合いましょう。

ファシリ

4

ウォーミングアップ
自己紹介（一人１分）

•呼ばれたい名前
•ここへきた思い…
•みんなに知っておいても
らいたいこと

ファシリ

5

一人ひとりの経験は宝もの

病気や障がいの経験、それによってサービスを受けた経験・・・

講師

6
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経験は宝もの

•私の「経験」は私しか経験していない
かけがえのないものです。
•私がその「経験」から感じたこと、気
づいたこと、得たこと、学んだこと、
もしくは傷ついたこと、失ったこと…
それらすべて「私だけの」経験
•その「経験」が、他の人を
勇気づけることがあります。

講師

7

病気や障害にとらわれない
自分らしい生き方

•病気や障がいにとらわれた生活、生き
方から、一人ひとりの人生の目標、夢
や希望にむけての歩む、自分らしい生
き方へ向けたプロセス。
これが「リカバリー」

その語りをリカバリーストーリーという

講師

8

「私のリカバリーストーリー」

人生の旅路、私だけの道のり、そのプロセス

ファシリ

9
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聴くときに大切なこと
この場かぎり．この場で味わいましょう．
A.評価しない

例）おもしろい、つまらない、話がうまい、へた、など

B.尊重する
リカバリーストーリーは語り手の人生

C.共感する
共感できないことは、共感できない自分と向き合う

D.参考にする
取り入れられる部分は、自分なりに取り入れる

抜粋：SDMーJ（SHARE）ピアスタッフ研修（2014/7/11-13）澤田さん作成PPT

ファシリ

10

「私のリカバリーストーリー」

語りに耳を傾け、味わい、共有し
ましょう。

（ ）さん
（ ）さん

ファシリ

11

どうもありがとうございます

•リカバリーストーリーを語ってくださっ
た方に感謝の気持ちを伝えましょう。

ファシリ

12
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「私のリカバリーストーリー」
を聞いて

•リカバリーストーリーを聞いて今、なにを
感じていますか。
•自分の経験を振り返り、また重ね合わせた
方もいらっしゃるでしょう。
•自分自身の経験を語りたくなっている方も
いらっしゃるでしょう。
•そのいま、あなたの中に起きている感情や
気持ち、気づきもまた、一つの経験として
とても大切なものです。
•そして、今沸き起こっている気持ちを率直
に伝えてみまょう。

ファシリ

13

リカバリーストーリー５つの
顔

語る 聴く

共有する

振り返
るつくる

ファシリ

14

リカバリーとは？
ー自分らしい生き方って

なんだろう？ー

講師

15



10/17/20

6

病気や障害にとらわれない
自分らしい生き方

•病気や障がいにとらわれた生活、生き
方から、一人ひとりの人生の目標、夢
や希望にむけての歩む、自分らしい生
き方へ向けたプロセス。
これが「リカバリー」

その語りをリカバリーストーリーという

講師

16

障害があっても自己実現

•自立生活運動（ILM)1970年代はじめ
エド・ロバーツとその家族
友人の実践からの学び

•障がいがあること≠地域で
暮らすことができない・自
分の望む暮らしができない。

•「人の助けを借りずに長時間かけて服を着
るよりも、人の助けを借りてデートに出か
けることが自立である」鷲

講師

17

大きな困難
（疾患・障害）

自身（私）

大きな困難
（疾患・障害）

自身
（私）

(Jacobson, 2000) 

病気・障害をみる
できないこと、苦手
なことに着目

リカバリーの
基礎となる考えかた

講師

その人自身をみる
できる（好き）こ
と、魅力に着目

18



10/17/20

7

アンソニーのリカバリー

リカバリーは個人の姿勢、価値観、感
情、目的、技量、役割などの変化の個人
的な過程である。疾患によりもたらされ
た制限を備えていても、満足感のある希
望に満ちた、人の役に立つ人生を生きる
ことである。精神疾患の大きな影響を乗
り越えて成長し、人生に新しい意味や目
的を見出すことでもある

（1993）
ボストン大学教授
精神科リハビリテー
ションセンター所長

講師

19

ディーガンのリカバリー 1

リカバリーは過程であり、生き方であり、
構えであり、日々の挑戦の仕方である。完
全な直線的過程ではない。ときに道は不安
定となり、つまづき、止めてしまうが、気
を取り直してもう一度始める。必要として
いるのは障害への挑戦を体験することであ
り、障害の制限の中、あるいはそれを超え
て健全さと意思という新しく貴重な感覚を
再構築することである。求めるのは、地域
の中で暮らし、働き、愛し、そこで自分が
重要な貢献をすることである。

エンパワメントをテーマ
に研究 博士号取得
各大学で非常勤教授
10代で統合失調症発症

講師

20

ディーガンのリカバリー 2

病気からの回復ではなく、
人々の偏見、精神医療の弊
害によりもたらされる障害、
自己決定を奪われているこ
と、壊された夢などからの

リカバリー エンパワメントをテーマ
に研究 博士号取得
各大学で非常勤教授
10代で統合失調症発症

講師

21



10/17/20

8

リカバリー焦点化の基本前提
1. リカバリーは専門職の介入なしに起こりうる
2. リカバリーの共通部分はリカバリーを信じる人々の前に存在し，

リカバリーを必要とする人によって成り立つものである．
3. リカバリーのビジョンンは精神病の原因に関する理論として機

能するものではない．
4. リカバリーは症状が再燃した時でさえも起こりうる．
5. リカバリーは症状の頻度や期間に変化をもたらす．
6. リカバリーは直線的なプロセスをたどるものではない．
7. 病気の因果関係からリカバリーはときどき病気そのものからリ

カバリーするより困難を伴う．
8. 精神疾患からのリカバリーとは「真の精神的な疾患」からの回
復を意味するものではない．

Anthony,1993  筆者訳

A.Aikawa

講師

22

リカバリーにとっての障害

リカバリーにとっての障害は実に多い。
しかしその中でも最大の
障害は単純なこと

ｰｰわたしたちはリカ
ヴァー（回復）しないと
多くの人が考えているこ
となのだ。

ダニエル･フィッシャー
Dan Fisher, M.D. 

(精神病を克服した)
精神科医

講師

23

リカバリーの構成要素
〜何によってリカバリーするのか？〜

A.Aikawa

全米リカバリー勧告団，2004, SAMHSA 2006
訳 野中猛 「リカバリー」

責
任

自
己
決
定

要素

エンパワ
メント

ストレ
ングス

非直線的
全体的

尊厳

ピアサ
ポート

個別的・
個人中心

希望

① 自己決定が前提として欠かせない
② 個別的でその人中心のありようである
③ エンパワメントの過程である
④ その人の全体的な現象である
⑤ 経過は非直線的である
⑥ ストレングスに注目する
⑦ 仲間の存在が欠かせない
⑧ 尊厳が重要な要素である
⑨ 自分の人生に対する責任をとる
⑩ 希望の存在が最も重要な要素である

講師

24
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リカバリーって？ ①

今、こうして私たちはピアサポート講座に来ることがで
きました。ここに来るまでに様々なことがありました。
苦しい日々から、今ここにくるまでの転機になった出会
い、出来事をあげてみましょう。

ファシリ

25

リカバリーって？ ②

自分らしい生き方ってなんだろう？これまでの自分の人
生をふりかえり、自分で選択して、決めて、歩んでき
た！と思うことを挙げましょう。

ファシリ

26

ピアサポート

リカバリープロセスを促進するに必要・有効な
ピアサポート

講師

27
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“ピア <peer>”とは？

仲間・同輩・対等者

学
生
同
士
%
子
育
(
)
*
+
親
同
志
%
.
/

)
経
験
2
3
人
同
志
%
5
6
7
患
者
同
志
%

虐
待
)
受
=
3
経
験
>
?
+
人
同
志…

等

精
神
障
D
E
>
?
+
人
同
志

精
神
科
病
院
I
入
院
2
(
E
3
人
同
志

精
神
障
D
E
I
K
L
(
悔
2
E
思
E
O
P
+

Q
R
E
思
E
)
経
験
2
3
人
同
士

精
神
障
D
E
>
家
族
同
志

講師

28

“ピアサポート”とは？

29

仲間同士の支えあいの営みすべて
キーワードは「対等な関係」

これまでのつながりを、
改めて意識し、再構築すること

新しい技術や専門性ではない

講師

29

対等な関係とは

30

ピアサポート
サービスの
受け手
Consume

される
助けら
れる

サービスの
送り手
Provide

する
助ける

もちつもたれつ

講師

30
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ピアサポートの接着剤は経験の“語り”

•ピアサポートの援助力の源はメンバーの経験に基づく知識・技術は、
専門的知識に比べてより実際的・実用的でより包括的な特徴を持つ

（参考：Borkman,1976）

経験

語り

語り
退院したいと
思うけど、一
人で暮らして
いく自信はな
いから、今の
まま入院して
いるのがいい
のかな～。

私も入院中は同
じことを思って
いたなー。でも
やっぱり、退院
してから夢だっ
た小澤征爾のコ
ンサートに行け
たりしていいこ
ともたくさんあ
るのよ。

リカバリーストーリー

講師

31

ピア（対等な仲間）とは？

ピア＝対等な仲間、ときいて、思い浮かぶ人を思い浮
かぶだけあげましょう。 今思い浮かんだ人々は、どの
ようなところが「ピア」な関係だと思いますか？

ファシリ

32

ピアサポートに大切なこと

私の周りの人（支援者、当事者、家族、友人など）を
対等に感じていますか？どのような時に感じますか？

ファシリ

33
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グループワーク
グループで共有しましょう

リカバリーストーリーをきいて

ファシリ

34

もう一度確認しましょう
ーこんな場に・空間に・時間にー

•今日，呼ばれたい名前で呼び合いましょう．名前を呼ぶだ
けで，尊重されていると感じるものです．
•お互いに居心地がよい空間，場，時間にしたいと思ってい
ます．
•話している方のお話は最後まで聞きましょう．
•場にいる人すべての方に思いがあります．それぞれの方が
お話できるように心がけたいと思います．
•でも，話したくないことは，話したくない時もありますの
で，無理強いはせず，そんな思いも尊重し合えるといいと
思います．
•ここで聞いた話はここで味わい尽くして持ち帰らないこと
を原則にしましょう（秘密保持）
•ひとりひとり話終わった後は感謝の合図に拍手！

ファシリ

35

グループワークの方法

• 各グループで以下の二つの役割を決めてください。
• 主に司会的な役割を担う「ファシリテーター」
• グループごとの発表をする「発表者」

＊「ファシリテーター」の役割
「では、始めましょう」「まずは自己紹介から始めましょう」

「再度、呼ばれたい名前と今の気持ち（感想）を一言ずつ話していきま
しょう。そのあとは自由に話していってください」という感じで進めてく
ださい。

＊「発表者」の役割
最も印象に残った話などを3分程度でお話しください。

グループの意見をまとめなくてもいいです。

ファシリ

36
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【グループワーク】 で
互いに大切にしたいこと

Iメッセージ（「私」を主語に「私は・・・」）
で話しましょう！

•今、感じていること、思いつくことを、「私」を
主語に自由にお話しましょう。
•一人一人感じ方は異なるものです。それぞれの感
じ方を尊重しあいましょう。
•安心して語り合える場を心がけましょう。

ファシリ

37

【グループワーク】
リカバリーストーリー（体験談）について

語りあおう

l体験談（リカバリーストーリー）を聞いて、
感じたこと、思ったことを自由に語りあい
ましょう。
lあなたのリカバリーの転機となった出来事
（出会い、人など）はどのようなものでし
たか。
•「私にとって，リカバリーとは・・・・」

ファシリ

38

グループワークのメモ

ファシリ

39
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グループワークの共有

•各グループ発表
•グループではどのような感想がありまし
たか？
•印象に残ったことなどをお話ください。
•グループメンバーからお話したいことが
あればどうぞ。

ファシリ

40

“経験”がある人とない人が手を結ぶ

4
1

互いになくてはならない存在

経験の
ある人

経験の
ない人

相互尊重
協働

主体
主体

ファシリ講師

41

‘リカバリー’のバトン

体験談
（リカバリーストーリー）

をとおして
‘リカバリー’の

バトンを
つなぎましょう

リカバリーへ
の道を歩む

リカバ
リース
トー
リー聞
く

ﾘｶﾊﾞﾘｰｽ
ﾄｰﾘｰを語

る

ファシリ講師

42



10/17/20

15

ピアサポートがあたり前になると・・・

•あたり前に、障がいや病気、
つらい体験を話せるようになる

•あたり前に、障がいや病気、
つらい体験を聴き合えるようになる

•あたり前に、仲間の話を聴き合えるゆとりが互いに持て
るようになる！
•あたり前に、仲間をつくり増やせるようになる！
•あたり前に、仲間同士が支え合えるようになる！

そのためには・・・隣の人と手をつなぐことから始めることかな・・・

ファシリ講師

43

女子サッカーをブームでなく文化に！ピアサポート

ファシリ講師

44

おつかれさまでした

•1回目が終わりました。おつかれさま
でした。いかがでしたでしょうか。

•感想を共有しましょう。

ファシリ

45
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次回の 予 告

•１対１で語ります！聞きます！
•お一人４分ずつの「ちょこっと
体験談（リカバリーストー
リー）」を語ったり，聞いたり
してみます．

ファシリ

46

「ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）」
を語るとき…

•思いつくままに，今日出会った方のどな
たかに語るために，自分の経験のなかで
語りたいことを語る，ことです．
•準備をせずに当日思いついたままに語る
のでもOKです．
•伝えたいことを伝えられるように準備を
してきてもOKです．

ファシリ

47

「ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）」
の準備の仕方

•あなたの自由におもいつくままに
かいてみましょう。
•なにからどう書いていいかわから
ない方は、ワークシートの項目で
書けそうなところからきっかけに
つくってみましょう。

ファシリ

48
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＊私のリカバリーストーリーをつくってみよう＊ 
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ワークシート（ヒント）

•人生をふりかえって印象的な出来事からつくり始める。
•楽しかったこと，辛かったこと
•大きな困難（病気など）になって経験したこと
•転機となった出来事、出逢い
•そのときの思い，感じたこと
•今の夢，目標，とそれにむかってしていること
・・・などで伝えたいことで構成しましょう。

ファシリ

50

一日のふりかえり
皆さんと共有したい思い・気づき・感想、

またわからなかったことや質問・疑問など
があれば出し合いましょう。

ファシリ

51
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おつかれさまでした
グループの皆さんに感謝と
自分へのねぎらいと
今日集まった皆さんに

拍手

司会

52
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リカバリーストーリーを
語ろう・聴こう

語ること・聴くこと、これはコミュニケーションです。
コミュニケーションについて学び、伝えたいことをつた
えられる、聴きたいことを聴くことができるコミュニ

ケーションを身につけましょう。
そして、自分らしい生き方を切り開きましょう。

２日目

ファシリ 司会

1

今日一日のながれ

居心地のいい場のルールの確認・ウォーミングアップ
１．【講義・演習】
より良いコミュニケーションとは？
コミュニケーションのいろいろな技法
バウンダリーとセルフケア

２．【演習】
ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）を語ろう・聴こう

３．【グループワーク】
ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）を語った・聴いた感

想の共有
４．グループ発表と一日のふりかえり

司会

2

居心地のいい場づくりのためのルール

私たちはお互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にした
いと思っています．
そのために以下のことをここでのルールとしましょう。

•今日，呼ばれたい名前で呼び合いましょう．名前を呼ぶだけで，
尊重されていると感じます．
•話している方のお話は最後まで聞きましょう．
•でも、場にいる人すべての方に思いがあります．それぞれの方
がお話できるように心がけましょう．

•また，話したくないことや話したくない時もあります。無理強
いはせず，その思いも尊重し合えるといいと思います．
•ここでのお話はここだけにとどめましょう（秘密保持）。
• I（アイ）メッセージ（私を主語）で語りましょう。
•ひとりひとり話終わった後は感謝の合図に拍手をしましょう。

ファシリ

3
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居心地のいい場づくりのために
みんなで出し合うルール

お互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にするために、
皆さんにとって必要なルールがあれば出し合いましょう。

ファシリ

4

ウォーミングアップ
自己紹介（一人１分）

•呼ばれたい名前
•アイスブレイクなテーマの自己紹介
（例）マイブーム、好きな食べ物etc
•もしもあれば・・・みんなに知っておい
てもらいたいこと（今日の調子な
ど・・・）

＊一人ひとりの自己紹介の後に感謝の拍手！

ファシリ

5

よりよいコミュニケーションとは？

講師

6
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対等なコミュニケーションが
成立するためには？

•コミュニケーションにはマニュアルがあるわけ
ではない。
•わかちあい・信頼関係を構築するマニュアルも
ない。

人間の尊厳に
もとづいた基
本的な態度

コミュニケー
ション技法

わかちあい

信頼関係

受容
尊重 傾聴

共感

講師

7

話し・聴き・「わかちあう」ためには

傾聴

受容

信頼
関係

共感

ピア力の
発揮！

ピア力の発
揮！

ピア力の
発揮！

尊重

ピア力の
発揮！

ありのままを受
けとめる

相手の言葉・気持
ちに耳を傾ける

相手と共に感
じること

価値を認め大切
に思う

講師

8

自分を知る（自己覚知）

•他人（の語り）に共感するのは私自身です。
•私自身が、どのようなことに感動し、どのようなことに
怒りを感じ、どのようなことに落胆するのか、などとい
う、自分自身の心の動くポイントについてその特徴を知
る必要があります。
•自己覚知（ ＝自らのあり様、つまり自分の中にある予断、
偏見や癖、特徴や傾向、価値観や行動規範、知識や技量
について意識化し、自分自身を知ること）は対人援助職
にとって不可欠要件
•自分の特徴を知り、自分らしさを生かしたかかわりをす
ることでよりよい関係を築くことができる。

講師

9
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【演習】
コミュニケーションのいろいろ

講師

10

コミュニケーションの種類

•一方向コミュニケーション

•双方向コミュニケーション

•言語（バーバル）コミュニケーション

•非言語（ノンバーバル）コミュニケーション

講師

11

コミュニケーションとは

•言語（バーバル）コミュニケーション
•非言語（ノンバーバル）コミュニケーション
表情（目の動き、顔色）
音調（声の大きさ、調子、スピード、息づかい）
身体（ジェスチャー、姿勢、相手との距離）
身体的接触 におい 外見（服装、髪型、化粧）

講師

12



10/17/20

5

言語（バーバル）：非言語（ノンバーバル）

•私達の日頃のコミュニケ−ションは

言語 対 非言語＝ ？ 対 ？
でしょう？

l答え ７ ％ ： ９３ ％

lマレービアンの実験 結果は・・・・
• 顔の表情 55％ 声の質（高低）大きさ、テンポ、38％
•話す言葉の内容 ７％（たったの・・・）

講師

13

コミュニケーションは難しい

•言語、非言語、すべてを総動員しても、私
が思っていること、感じていること、考え
ていることのすべてを相手に伝えることは
不可能
•私のことも相手のことも、わからなくてあ
たりまえ。わかってくれたらありがとう。
•言語、非言語すべてを総動員して、工夫し
て伝え合う努力が必要。

講師

14

聴く・語る

あなたも大切、自分も大切にするコミュニケーション／

アサーション

講師

15
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二人組みになりましょう

講師

16

話の聞き方

A：えらそうな聞き方
B：関心のない聞き方

「よい相談相手の条件は？
C：積極的な聴き方

日本ピアサポート学会主催ピアサポートトレーナー
養成標準プログラムテキストブックVer.2より

講師

17

話の聞き方が話し手に与える影響

A：えらそうな聞き方をされると・・・
聞き手に対する怒りの感情や否定的な感
情が引き出される
B：関心のない聞き方をされると・・・
自分自身に対する否定的感情が引き出さ
れる
C：積極的な聴き方をされると・・・
相互に肯定的な感情が引き出され，話し
手の自己肯定感が高まる(心の栄養)

日本ピアサポート学会主催ピアサポートトレーナー
養成標準プログラムテキストブックVer.2より

講師

18
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傾聴と共感
•傾聴
•話したいことについて、話したいペースでゆっくり
聴いてもらいたい。非難されず、最後まで、ちゃん
と聴いてもらいたい。
•相手の語り・気持ちに耳を傾ける。

•共感
•私の感情をわかってもらいたい。表出していない感
情もわかってもらいたい。
•相手と共に感じる。
•Cf．同情：相手のために感じる

伝える・語ること、聴くこと、理解すること

講師

19

促しの技法

相手の語りを促進する技法
•視線を向ける
•相手のほうに体を少し傾ける
•適切な表情
•あいづちを打つ
•「ウン、ウン」「なるほど」「それ
で」

講師

20

促しの技法（例）

Aさん：毎日、作業所と自宅の間をた
だ往復しているだけです。
P ：そうですか。それで？
Aさん：最近、何をやっても面白くな
いんです。
P ：面白くないんですか？
Aさん：このまま通ってても仕事につ
けるのかなって。

講師

21
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繰り返しの技法

•相手の話した言葉の一部、あるいは
全部を言い返すテクニック
•聞き手の熱心な態度を表す
•一語一句まで真似してオウム返しに
ならないように注意
•連続して使わず、重要だと思われる
ところを繰り返す。
•促しの技法の合間に使うと効果的

講師

22

繰り返しの技法（例）

Bさん：私は主治医がどうも苦手なん
です。
P ：主治医のことが苦手なんですね。
Bさん：なんとなく話ても聞いてくれ
てる気がしないし、最後にはなんと
なく先生の意見を押し通される感じ
がしてしまうんです。
P ：先生に押し通される感じがしてし
まうんですね。

講師

23

繰り返しの技法（例）

Bさん：アルバイト先の店長に相談したい
んですけど、忙しいこともあってなかな
か言い出せないんです。
P ：店長さんになかなか言い出せないんで
すね。
Bさん：なんとなく、病気のこととか理解
してもらえないんじゃないかと思っ
て・・・。
P ：理解してもらえないんじゃないかと
思って言い出せないんですね。

講師

24
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共感の技法

•相手が抱いている感情をできるか
ぎり正確に把握し、その感情を理
解していることを相手に伝えるテ
クニック
•相手の感情に付きそう態度を実現
•相手を基準(共感)vs自分を基準
(同情)

講師

25

共感の技法（例）
Dさんは現在３０歳，小学校の時から不登校と
なり，その後も引きこもる生活が続いていまし
た．きっかけがあり地域活動支援センターに通
うようになりましたが，いつも「自分は生きて
いる価値がない，どうせ私なんていてもしょう
がない」と話しています．

Dさん：もう、私なんて生きてる価値がない．
私なんて生きていてもしょうがない．
P：そう思うのは辛いですね．長い間，お家に
いる時間が長いと，そういう気持ちになるの
かもしれませんね．

講師

26

事例：共感

•入院して３ヶ月になるAさん。プログラムに
誘っても参加せず、１人で寝ていることがほ
とんどです。訪問に行ったピアサポーターに
「入院していると毎日が同じ繰り返しで飽き
ちゃいますよ。テレビを見てるか寝てるしか
ありませんし。」と漏らしました。
•あなたは？

講師

27
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事例：受容

•Aさんは障害の特性もあって、つい
先ほどのことも覚えていません。今
も薬を飲んだばかりなのに、「薬を
のまなければならないのでくださ
い」といってきました。あなたはA
さんに対してどのような言葉を返し
ますか？

講師

28

事例：受容

•Aさんは３年前になぜか涙がとまらなく
なり、精神科を受診しています。しか
し自分は病気ではないという思いは強
くお薬をときどきやめてしまいます。
•Aさん：最近、涙がとまらなくなって毎
朝泣いてるんです。自分がよくわから
ないです。
•あなた：

講師

29

傾聴

•聞く（HEAR)⇒聴く(LISTEN)

•語調から聴く
•表情から聴く
•状況から聴く

講師

30
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語調から聴く
• 3通りの「いいわね〜」

①語尾を延ばし、笑顔で「いいわね〜」
②語尾を延ばし、目を合わせずに「いいわね
〜」

③語尾を強めて、怒った顔で「いいわね」

講師

31

事例：表情から聴く

•就労をしてしばらくしたAさんが、
「明日から九州に旅行に行く」と、
浮かぬ顔をしてあなたに言いました。
•あなたはAさんに対してどのような言
葉を返しますか？

講師

32

事例：状況から聴く

•一週間の予定で同意して入院したBさ
んですが、入院したその日の夜に、
「いつ退院できますか？」とあなた
に尋ねました。あなたはＣさんに対
してどのような言葉を返しますか？

講師

33
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（例）
ピア・カウンセリングの原則

ピア・カウンセラー/聞き手

•時間を決める
•ピア・カウンセリングの意
味・目的を共有する
•相手を尊重
•非審判的対応
•共感する
•ストレングス視点
•相手の問題を自分の問題とし
ない
•秘密の保持をする

ピア・カウンセリー/話し手

•時間を守る
•相手に敬意と感謝の気持ちを
持つ
•自分の問題は自分の問題とす
る
•相手からの意思決定を求めな
い
•秘密の
保持を
する

講師

34

バウンダリー（境界）

講師

35

こんなことはありませんか？
•「夜に電話がかかってきてちょっとならいいけど2時間も3時間もと
なると…」
•「お金を貸してって頼まれて困った」
•「友達だからプライベートな相談ものっているけど、そのことを支
援チームに話していいのかわからない」
•「疲れても仕事だからなかなか休めない」
•「皆で掃除をしたのだけれどあまり綺麗でなかったので私がやり直
した」

•「施設長や他のスタッフ（専門職）はAさんに薬をのむように指導
するので、私はAさんの気持ちはわかるけど、スタッフとしてはし
なければならないと思って指導している」

→これらすべて，バウンダリー（境界）の課題

講師

36
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境界（バウンダリー）を守る

•人にかかわるときには、ときにどこまでかかわる
べきなのか、踏み込むべきなのかに悩むことはよ
くあります。

•私は私、あなたはあなた、これ以上踏み込んでは
ほしくないと思っている目に見えない「バリア」
があります。
•自分を大切にし、貴方も大切にするときに、葛藤
が生じます。それを
•⇨「バウンダリー（境界）」といいます

講師

37

境界（バウンダリー）のいろいろ

•身体の境界：疲れたら休む

•感情の境界：相手の感情に無理に合わせない

•責任の境界：他人の追うべき責任まで引き受けない

•時間の境界：時間の使い道は自分で決める

•お金の境界：お金の使い道は自分で決める

•性的な境界：自分の性を自分自身で守る

講師

38

安心して「わかりあう」ためには

共 感

境界線

（バウンダリー）

相手と共に感じること
相手の感情的反応に身を

おいてみる

相手も大切にし，自分
も大切にする境界
相手も自分も安心して
いられる境界

共感疲労
燃え尽き
(バーンアウト）

講師

39
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バーンアウト（燃え尽き）

•燃え尽きの３つの要素
•手を抜けない大変な状況が続く
•いくらがんばっても報われない
•使命感や責任感，思い入れが強い
•認めてもらいたい！「共依存」のワナ
•境界（バウンダリー）を作る

講師

40

セルフケア
自分の健康を守るためには

講師

41

自分なりのセルフケア

•あなたにとって，元気になることとはなんです
か？
•日常生活には，自分にとって元気になること
（もの，行動，人，等）と，元気を奪うことが
ある．
•自分の特徴を知り，元気なることを意識して生
活の中に取り入れていきましょう．

（ピアサポート専門員テキストP31参照）

講師

42
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自分の限界を知る・意識する

あなたはどんなときにストレスが高くなりま
すか？

講師

43

元気になる方法を知る・意識する

あなたは何をすると元気になりますか？

WRAPもひとつの方法

講師

44

ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）
を語ろう・聴こう

ファシリ

45
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【演習】
ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）

を語ろう・聴こう

<やり方>
① ３人グループに分かれましょう。
② はじめに『語り手』、『聴き手』、
『観察者』になる方を決めましょう。
＊全員すべての役割を行います。
＊役割を担わずに見学もOKです。

ファシリ

46

観察者

話し手 聞き手

ファシリ

47

【演習】それぞれの役割

a) 語り手役の方：あなたのリカバリース
トーリーを語りましょう。相手にあなた
の物語がより伝わるように言語・非言語
を総動員して工夫しましょう。

b) 聴き手の方：語り手のリカバリーストー
リーを聴きましょう。コミュニケーショ
ンの技法も意識しながら相手の物語を味
わいましょう。

c) 観察者役：語り手、聴き手の様子を
「鏡」の向こうにいる気持ちで観察しま
しょう。

ファシリ

48
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Ⅰ．語るときに大切なこと

語りたくないことは、
無理に語らなくてよい

あとでつらくなったり、
後悔したりしないように

抜粋：SDMーJ（SHARE）ピアスタッフ研修（2014/7/11-13）澤田さん作成PPT

ファシリ

49

Ⅱ．聴くときに大切なこと

A.評価しない
例）おもしろい、つまらない、話がうまい、へた、など

B.尊重する
体験談は語り手の人生

C.共感する
共感できないことは、共感できない自分と向き合う

D.参考にする
取り入れられる部分は、自分なりに取り入れる

抜粋：SDMーJ（SHARE）ピアスタッフ研修（2014/7/11-13）澤田さん作成PPT

ここでの話はこの場限りに止めましょう（秘密保持の原則）

ファシリ

50

Ⅲ．共有するということ

•悲しみは半分に
•喜びは二倍に
•絆が生まれる
•リカバリーが広がる

参照：SDMーJ（SHARE）ピアスタッフ研修（2014/7/11-13）澤田さん作成PPT相川変更

ファシリ

51
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（１）リカバリーストーリーを語ろう・聴こう（４分）
語り手：体験談を語りましょう。
聞き手：聴きましょう。
観察者：観察しましょう。

（２）感謝の気持ちとともに今の気持ちを共有しましょう（３分）
①拍手とともに語り手へ感謝の気持ちを伝えましょう。
②観察者から感じていること・気づいたことを伝えましょう。
③聴き手から感じていることを伝えましょう。
④語り手から、語り終わって今の気持ちを伝えましょう。
⑤皆で気づいたことや感じたことを話しあいましょう。

【演習】
ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）を

語ろう・聴こう

ファシリ

52

リカバリーストーリーを
語って・聴いて

ファシリ

53

リカバリーストーリーを共有する

「リカバリー
ストーリー」を
「語る」人と
「聞く」人のいる
空間（ここ）と
時間（今）

＝「リカバリース
トーリー」の共有

ファシリ

54
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ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）を
つくってみてどうでしたか？

•リカバリーストーリー、いつつくりましたか？
•人生を振り返りって、どんな気持ちになりましたか？
•すらすら書けましたか？大変でしたか？
•書いた時どんな気持ちになりましたか？疲れはでませ
んでしたか？

ファシリ

55

ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）
を語ってどうでしたか？

自分のリカバリーストーリーを語って、今、
どんな気持ちですか？

ファシリ

56

ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）を
聴いてどうでしたか？

リカバリーストーリーを聴いて今、どのような
気持ちですか？

ファシリ

57
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体験談を語りたくなるときとは？

•自分の経験はどのようなときに語りたく/聞きたくな
るでしょうか。
•同じような体験をしている、もしくはあなたがかつて
乗り越えてきた困難や不安に直面している方に出会っ
たときあなたは経験を語りますか？

ファシリ

58

グループワーク

ちょこっと体験談（リカバリーストーリー)
を語って・聴いて

ファシリ

59

グループで共有しましょう

•今、どのような気持ちでしょうか？
•リカバリーストーリーを語って・聴いて・観
察して、どんな気づきがありまたか？
•どんな感想を共有しましたか？
•今日、私とあなたの人生の物語を共有しまし
た。そのことはどのような意味があると思い
ますか？

ファシリ

60
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グループワークのメモ

ファシリ

61

グループワークの共有

•各グループ発表
•グループではどのような感想がありました
か？
•印象に残ったことなどをお話ください。
•グループメンバーからお話したいことがあ
ればどうぞ。

ファシリ

62

一日のふりかえり
皆さんと共有したい思い・気づき・感想、

またわからなかったことや質問・疑問など
があれば出し合いましょう。

ファシリ

63
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おつかれさまでした
グループの皆さんに感謝と

自分へのねぎらいと
今日集まった皆さんに

拍手

司会

64
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ピアサポートの
輪を広げよう
さぁ、明日からピアサポートを実践し、

輪を広めていきましょう！
そのためには、私に何ができるのか、

具体的に考えましょう。
そして、明日から一歩を踏み出しましょう！

3回目 すでに
やって

た！

ピアサ
ポート

わたしにもでき

る！ピアサポート

ファシリ 司会

1

今日一日のながれ

「ピアサポートの輪を広げよう」
lウォーミングアップ
lストレングス
l【ピアサポート活動体験談＆リレートーク】
『私のピアサポート体験』

lピアサポートのいろいろなかたち
l昼休み
l【グループワーク】『私にもできる！みじかなピア
サポート』

lグループ発表
l三日間の振り返り

司会

2

居心地のいい場づくりのためのルール

私たちはお互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にした
いと思っています．

そのために以下のことをここでのルールとしましょう。

• 今日，呼ばれたい名前で呼び合いましょう．名前を呼ぶだけで，
尊重されていると感じます．

• 話している方のお話は最後まで聞きましょう．
• でも、場にいる人すべての方に思いがあります．それぞれの方が
お話できるように心がけましょう．

• また，話したくないことや話したくない時もあります。無理強い
はせず，その思いも尊重し合えるといいと思います．

• ここでのお話はここだけにとどめましょう（秘密保持）。
• I（アイ）メッセージ（私を主語）で語りましょう。
• ひとりひとり話終わった後は感謝の合図に拍手をしましょう。

ファシリ

3
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居心地のいい場づくりのために
みんなで出し合うルール

お互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にするために、
皆さんにとって必要なルールがあれば出し合いましょう。

ファシリ

4

ウォーミングアップ
自己紹介（一人１分）

•呼ばれたい名前
•アイスブレイクなテーマの自己紹介
（例）マイブーム、好きな食べ物etc
•もしもあれば・・・みんなに知っておいても
らいたいこと（今日の調子など・・・）

＊一人ひとりの自己紹介の後に感謝の拍手！

ファシリ

5

好きなこと・魅力に着目！
ストレングス視点

モノゴトは見えているものだけが真実ではない。いろいろな見方がある。
いろいろな考え方・感じ方があることを学ぶ。

講師

6
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疾患・障害 自身（私）

疾患
自身
（私）

(Jacobson, 2000) 

その人自身をみる
できる（好き）こと、

魅力に着目

病気・障害をみる
できないこと、苦手な

ことに着目

自分の魅力・よいところ・強み
（ストレングス）に着目する視点とは？

かわいそうに。
私がやってあげ

ないと。

こんなステキな魅力
があるなら活かして
なにか一緒にやりた

いわ。

講師

7

ストレングスとは？

•言葉の意味：strength ＝ 強さ、力。強み、長所。（精神的
な）力、知力、能力、道徳心、剛気、勇気。抵抗力、耐久力、
強度。頼り、支え。（新英和辞典第６版,研究社,2002）

•定義・構成要素：人間の持つポジティブな面をあらわし、構成
要素では「個人」だけではなく、周りの「環境」も含めて捉え
ていることである。個人の構成要素には「願望」、「能力」、
「自信」「強み」などがあり、環境の構成要素には「資源」
「社会関係」などがある。

•起源：1970年代後半にアメリカで導入。Rappら中心としたカン
ザス大学が拠点としてストレングスモデルの実践やモデル化が
進められてきた。成果として、利用者の満足度が高まり、地域
での生活力が向上し、再入院率低下等、結果的にコスト抑制に
も貢献した。(Rapp.C,1998）

講師

8

【ワーク】自分の強み！好きなこと、長所、
をあげましょう。

自分自身のストレングス
自分を取り巻く

環境のストレングス

性格・能力・特技
趣味・魅力、願望など

環境もその人の持つ
ストレングスです！

講師

9
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見えるもの見えないもの、
真実は・・・

モノゴトは見えているものだけが真実ではない。いろいろな見方がある。
いろいろな考え方・感じ方があることを学ぶ。

講師

10

何が見えますか？
講師

11
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講師

12
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リフレーミング

•ものの見方や感情、行動、言葉に対し
て、別の解釈を行い、投げかけます。
•リフレイミングによって、自分の問題
を見なおし（洞察）、より理解し、取
り扱うことができるようになります。
•リフレイミングによって問題解決の突
破口になり得ることがあります。

講師

13

リフレイミングの例

•喜怒哀楽が激しい
→

•判断や行動に時間がかかる（遅い）
→

•あきっぽくて、目移りばかりしてしまう
→

•協調性に欠ける
→

講師

14

【ワーク】短所と長所
①短所を挙げます

②短所を長所に変換します

短所 長所

講師

15
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ピアサポート
体験
リレートーク

ファシリ

16

私もやってるよ！あるよ！
『私のピアサポート体験』

すでにたくさんのピアサポートを
体験しています！みじかな支え合い
話を聞いた、ちょっと手を貸した、

悩みを聞いてもらった、
受け止めてもらった・・・などなど

「私のピアサポート体験」を
語り合いましょう！

ファシリ

17

『私のピアサポート体験』
リレートークのすすめかた

•全員が顔が見えるように座りましょう。
•トップバッターを決めます。
•トップバッターからマイクのバトンを渡していきま
しょう。
•次の方は前の方のピアサポート体験の感想を一言伝え
てから、自らのピアサポート体験を話しましょう。

ファシリ

18
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ピアサポートのさまざまなカタチ
そのひとつとして
ピアサポーターとは？

ピアのつくことばはたくさんありますが、
ピアサポーターとはどんなひとびとでしょう？

ピアサポーターの仕事は？職場は？業務は？効果は？

実際の活動は？

日本ではまだはじまったばかり。実際から学びましょう。

講師

19

ピアサポートのいろいろなカタチ
インフォーマル/フォーマル

インフォーマル例）オー
プンスペースでのピアサポート／アフター5
にプライベートな時間を共にするピアサ

ポート

気軽/非公式的
自然発生的

意図的/公式的

フォーマル
例）サポートグループによる

ピアサポート

仕事として
例）ピアサポーター・
ピアスタッフ

促進

促進

促進

促進

促進 促進

講師

20

ピアサポートの例

uオープンスペースで当事者同士が集まり、語り合い、
支えあう

u病棟で一緒だった仲間に街なかで出会い、近況を話し、
互いに癒された。

uママ友と子育てのことや旦那の愚痴をこぼしあった。
u将来について不安になり、同じ病気を克服した友人を
誘って食事をした。

u同級生とアフター５にお茶しにいき、就職のことなど
について話し合った。 等など

21

インフォーマル(気楽）な

講師

21
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セルフヘルプとピアサポート

• 第一目的：自分を助けるため（自分のリカバ
リーのため）

• 結果的に：互いを支え合い、互いのリカバ
リーにつながる

• 大切なこと：対等性、自発性、体験談
• 専門職とのかかわり：基本入らず。

22

セルフヘルプ
（グループ）

ピアサポート
（グループ）

第一目的：互いを助けるため（互いのリカバ
リーのため）

結果的に：自らのリカバリーにつながる

大切なこと：対等性、相互性

専門職とのかかわり：ファシリテーターとして
入る場合は多い。ピアサポーターが入る場合も
多い。

フォーマルな
意図的な

講師

22

ピアサポーターの実際
～さまざまな提供のしかた～

•さまざまな提供のしかたがある
•専門職が運営する機関のなかでピアサポート等のプ
ログラムをおこなう、または役割を担う
•当事者が運営をする機関でサービス提供を行う

23

ピアカ
ウンセ
ラー

ピア・
スタッ
フ

ピア・
サポー
ター

ピア・
ヘル
パー

総称してここでは…

ピアサポーター

講師

23

改めて・・・

「ピアサポーター」とは？

•自らの人生経験（経験的知識）をいかし
て
•利用者のリカバリーに貢献する
•新たなケアチームメンバーであり新たな
職種である。
•「私の人生経験をどのようにいかすのか？」
•→適切に差し出す（語る）ことによって、
目の前の利用者のリカバリーに貢献する。

講師

24
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ピアサポーターは
リカバリーを広げる立役者！

•これまで、制度やサービスをつくるところ、サービス
を提供するところ、提供されたサービスについて振り
返るところ（モニタリング）、すべてのところで「当
事者」「経験者」（の視点）は不在だった。
•「経験のある」ピアサポーターが入ることによって、
より利用者の思いに寄り添ったサービスの提供が期待
される。そしてそれがリカバリーの循環、継承性とな
る。
•ピアサポーターを導入することで、互いのリカバリー
を促進するより効果的なサービスを提供しようとする
役割。

講師

25

新たなポジション

新たなポジションを確立しよう！

支援者
専門職

利用者

サービスの送り手 サービスの受け手

サービスの送り手であり
かつ受け手

支援
者・

利用
者の

意識
変革

が必
要！

新た
なポ

ジシ
ョン

が

でき
れ（

位置
づけ

）ば
、

ピア
サポ

ータ
ーの

経験
等

を活
かし

た支
援の

協働
が生

まれ
る。

変革
も起

こり
うる

！

専門職には変わることのできな
い専門性（固有性）をもつ

新たなポジション・職種，なく
てはならない存在

講師

26

ピアサポーターによる６つの変化の可能性

利用者の変化
• 誰かが自分の話を本当に聞いても
らうと人は変わっていく
•ロールモデルとの出会いがリカバリ
ーのきっかけに
なる

サービスの質の変化
・サービスの受け手の視点が送り手
に入ることによりニーズにあったサ
ービスを提供するようになる

他の職員の変化
・リカバリーは誰にでも起こり得
ることを信じるようになる
・無意識のうちにあったスティグ
マの軽減

ピアサポーターの変化
自分に意味のある仕事をしている
と感じると人は変わる。セルフエ
スティームが高まる

と人は花咲くよう
になる

組織文化や精神保健福祉シ
ステムの変化

リカバリー志向へ向けた文
化・意識への変化

社会の変化：スティグマの軽減

講師

27
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新たな「職種」

医師

看護師

栄養士

心理師

ソーシャル
ワーカー

利用者

ピアサポー
ター

薬剤師

作業療法士

講師

28

支援する人がもっとも元気にな
る原則（ヘルパーセラピー原理）

メンバーが援助者役割をとることによって自分自身の問
題をよく理解できるようになったり、「自分も役に立っ
ているのだ」という自尊感情を回復できることを示し、
「人は人に援助を提供する側がもっとも援助をうけてい
る（支援する人が元気になる）」

（Riessman,1965）

聞き手/支援者話し手/相談者

講師

29

あったらいいなぁではなく、

なくてはならない！
ピアサポート/ピアサポーター

経験の
ない人

経験の
ない人

経験の
ある人

制度をつくる
サービスを考える/作る
サービスを提供する
サービスについて振
り返る（モニタリング）

これまで
（今）

これから

講師

30
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“経験”がある人とない人が手を結ぶ

3
1互いになくてはならない存在

経験の
ある人

経験の
ない人

相互尊重
協働

主体
主体

講師

31

【グループワーク】

例）ピアサポートの輪を広げよう！
*講座の目的に応じてアレンジしましょう

ファシリファシリ

32

【ワーク１】
『私のまわりにあるある！
みじかなピアサポート』

•私の周りにすでにあるみじかな
ピアサポートを書き出しましょ
う。（３分） 黄色のポスト
イット

ピアサポート講
座会場までの行
き方を教えても
らった

ファシリ

33
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【グループで発表しましょう】

•【ワーク１】『私のまわりにあるあ
る！
みじかなピアサポート』で書いたポス
トイットを見せながら、発表しあいましょ
う。
•ポストイットは模造紙に貼っていきましょ
う。（７分）

話を聞い
てもらっ
た！

入院中の
仲間との
食事会

犬の散
歩！

洗い物を
手伝う！

友達と電
話！

ファシリ

34

【似た者同士グループづくり】

•【ワーク１】『私のまわりにあるあ
る！
みじかなピアサポート』のポストイッ
トで、似た者同士をまとめてカテゴリーに
わけてみましょう。
•それぞれまとめられたカテゴリーに名称を
つけて模造紙に書きましょう。
（７分）

話を聞い
てもらっ
た！ 入院中の

仲間との
食事会

犬の散
歩！

洗い物を
手伝う！

友達と電
話！

話を聞く

ファシリ

35

【ワーク２】
『あったらいいなぁー！
こんなピアサポート』

•こんなピアサポート（支え合
い）があったらいいなーとおも
うことを書き出しましょう。
（３分） 緑色のポストイット

眠れない夜でも２
４時間相談できた
り、立ち寄れると
ころが欲しい。

ファシリ

36
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【グループで発表しましょう】

•【ワーク２】『あったらいい
なぁー！こんなピアサポート』
で書いたポストイットを見せながら、
発表しあいましょう。

•ポストイットは模造紙に貼っていき
ましょう。
（７分）

長期で猫の
お世話をし
てくれる

一緒に食事
作ったり食
べて欲しい 一緒にジム

にいってく
れる人

２４時間ど
こでも相談

街のお掃除
をしたい

話を聞いて
もらった！

友達と電
話！

話を聞く

ファシリ

37

【ワーク３】
『私もできる！ピアサポート活動』

•いろいろな人が書いた『あったらいいなピアサ
ポート活動』について，私ができることを
書き出しましょう。もちろん，無理のない，現
実的にできそうな，楽しみながら続けられそう
なことにしましょう．（３分）
•ピンクのポストイット

時々、お食事
作って一緒に食
べることできる

ファシリ

38

【グループで発表しましょう】

•【ワーク３】『私もできる！ピア
サポート活動』で書いたポストイッ
トを見せながら、発表しあいましょう。

•ポストイットは模造紙に貼っていきま
しょう。（７分）

猫好きなので
長期で猫のお
世話する

話を聞く！
話をする！人の役に立

ちたい！

週に数時
間の電話
相談

街中のお
掃除

ファシリ

39
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発表・共有しましょう

グループ名をつけましょう．
•それぞれのグループで・・・
•どんなピアサポートがありましたか？
•どんなピアサポートがこれから生まれそうです
か？
•そのために，皆さんはどんな工夫をしますか？
•１年後この地域の未来像は？
•そしてそのなかでわたしはどうしていますか？

ファシリ

40

グループ発表

•どんなピアサポート活動が
生まれましたでしょうか．
•各グループ３分ずつ発表

ファシリ

41

ピアサポートの輪を広げよう！

ファシリ

42



2020/10/17

15

リカバリーに向かうピアサポート

リカバ

リー

ピアサ

ポート

持ち味・
魅力に着
目（ストレン
グス）

本来の力
を発揮

（エンパワメン
ト）

• リカバリー志向に基づく実
践への転換には、ピアサ
ポートの力が必要

• 「ピア（仲間）の力」を信
じる力が重要な鍵になる。
誰もが持っている持ち味・
魅力に着目する視点（スト
レングス視点）が不可欠！

• ストレングス視点により、
それまで活かすことのでき
なかった力を発揮できるよ
うになる（エンパワメン
ト）

ファシリ講師

43

‘ピアサポート’のバトン

仲間に支えられ、力を得て、
仲間を支える力へとつながる。
自分の存在への確信を得ると
自尊心が高まり、自分らしい
支えを得る。

‘ピアサポート’のバト
ンをつなぎましょう！

仲間に支

えられる

仲間

を支
える

仲間に

支えら
れる

ファシリ講師

44

‘リカバリー’のバトン

リカバリー
ストーリー
をとおして

‘リカバリー’の
バトンを

つなぎましょう

リカバリーへ
の道を歩む

リカバ
リース
トーリー
聞く

ﾘｶﾊﾞﾘｰ

ｽﾄｰﾘｰを
語る

講師 ファシリ

45
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3回の講座を振り返って

•1日目
自分らしい生き方って何？
～リカバリーとピアサポート～

•2日目
リカバリーストーリーを語ろう・聞こ
う
•3日目
ピアサポートの輪を広げよう！

ファシリ

46

お疲れ様でした！

A.Aikawa 47

ファシリ

47

おめでとうございます！
•3回の講座を無事に修了しました。
おめでとうございます。

•あなたの夢や希望を思い出しましたか。
•新たな夢をいだくことができましたか。
•仲間が増えましたか。
•多くの経験を聞き、語ることができましたか。
•これを自信にして、自分らしい生き方をはじめま
しょう！
•本当におつかれさまでした！

司会司会

48
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おつかれさまでした。
私とあなたとみんなにねぎらいと感謝の気持ち

を込めて、拍手をして終わります。

司会

49



私のリカバリ－スト－リ－（けんちゃんの経験） 
 
私は、二度にわたる休職と一回の入院を経験したものです。 
現在の病名は、「統合失調症」で、病歴は約 12年になります。発症時期は、良く分かりま
せんが、平成 19年 10月の年齢が、28歳の時でした。現在の生活状況は、医者へ２週間に
1 回通いながら正社員として、1 日約８時間プラス残業が月 30 時間程度の条件で働き、家
事は全くできないのですが仕事の関係で、単身生活をしながら高校生の一人娘を育ててい

ます。離婚歴が 2回あり現在独身です。 
それでは、私のリカバリーストーリを語っていきたいと思います。 
病気の発症は突然と言うかじわじわと言うか当時は、日々の生活をするのが精一杯で今

振り返ってみればということになりますが、初めて仕事を休職した時のお話です。平成１８

年４月に会社において係長に昇進し、新潟県柏崎市で働き始めました。当時は、離婚してい

て、一人娘を保育園に預けながら、仕事では昇進のプレッシャーもあり、寝る間も惜しんで

子育て、仕事をしていました。そんな生活が 1年くらい続き、仕事が一段落し一息ついた時
に、平成 19 年 7 月の中越沖地震が起こりました。それを契機に、「職場に出社すると、な
ぜだか涙が止まらないこと」や「ぼ－っとして気がつくと 1時間経過していた」など続き、
体調が変だなぁと思い、内科を受診しましたが、体に異常がないとの診断を受け、気のせい

だと思いそのまま生活を続けました。でも、体調が相変わらずなのでおかしいと思いインタ

－ネットで、自分の症状について検索した結果「ストレス診断」にたどり着きました。早速、

質問形式のストレス度がどのくらいか試して見ると、「ストレス過多です。専門医に相談し

てください。」との表示がされました。表示された結果は分かっても、どこに行けば良いの

か分からず、なんだかつらい思いを抱えながら、その後も会社へ出社しました。だんだん症

状は、会社にいると、「脈柏が早くなる」「仕事に手が付けられない」「涙が止まらない」と

いう症状へ変化し、4 ヶ月が経過した平成 19 年 10 月のある日にあまりにもつらすぎる症
状に、初めて会社を途中退社し、自宅まで何とか帰りました。 
家に帰るとなぜか症状は治まり、職場の先輩に電話で相談し、症状について話したら、し

ばらく職場を離れて休んでみたらと進められ、職場を休むことにしました。 
途中退社した日に、妹に「様子がおかしいから、病院に行ってきたら」と言われ、友達に

連絡し、おすすめの医者を紹介してもらい電話しましたが、その医者は、予約制とのことで、

その日の診察予約を取りました。しかし、診察時間まで待てず、心療内科についてタウンペ

－ジで調べたら、もう一件、市内にあることが分かり電話をしたらすぐ看てもえるとの事に

なり、妹に付き添いをお願いして受診しました。そこでの診断結果は、「不安神経症」なる

もので、１ヶ月間会社を休んでみたらと言われ、そうすることにしました。 
また、症状改善のために薬も処方され、飲むのに抵抗はありましたが、妹のすすめもあり、

飲むことにし、1週間に一度の頻度で医者へ通うことになりました。 
その後、はじめに予約した医者へ妹と行きましたが、「何も問題ないです」と言われ、何



だろうと思いました。これが、私の発症に至までの出来事です。会社の休職手続きは、病院

からの診断書を会社に届け、手続きは完了しました。 
休職の１ヶ月間何をしたら良いのだろうと考え、何か人の役に立ちたいとの思いはある

ものの何をしたら良いか分からず、迷っていたところに、ボランティア活動と言うものが頭

をよぎり、娘を連れて、上越市市民プラザのボランティアセンタ－へ行き、何か人の役に立

つことがしたいと相談員の方に相談し、いくつか紹介され、はじめにエコネット上越と言う

ところで、ボランティア活動をすることになりました。そこの職員さんに仕事について色々

しゃべっているうち「まだ若いのに、人生あきらめるのは早い。これからやることいっぱい

ある」との言葉をいただいて、気持ちが楽になった感覚を感じたのを今でも覚えています。

その後、福祉施設や、集落活性などのボランティア活動に参加しながら、週１回医者に通い、

初めての休職期間を過ごしました。本当は、休職期間中は、家で安静にしていなければ、な

らなかったと今考えると思います。また、見守っていただい家族や地域の人に感謝です。復

職にあたり、医者から復職許可の診断書を書いてもらい、会社へ提出し、１２月からフルタ

イムで復職する話になりました。復職時に仕事の時間帯が変更出来るとのことで、娘の保育

園の送り迎えを考えて、以前より１時間早く出社し、１時間早く帰れる時間帯で、残業はな

しとの勤務条件で、仕事をスタ－トすることになりました。 
復職当初は、出社すると動悸がして、職場にいるだけで精一杯でした。でも、みんなの何

か役に立ちたいとの気持ちから、自分に出来る事として、朝出社したら、ポットのお湯を沸

かすことや、清掃などをやって過ごしていました。ちょうど１ヶ月が経ったある日、パ－ト

の女性に「パ－トの仕事はしないで、本来の仕事をしてください」と言われ、後ろめたい気

持ちになり、周りからの目も気になりはじめる中、上司に現場へ連れて行っていだだける機

会が増え、通常勤務に戻りたい気持ちがいっぱいになり、職場の上司に相談したところ、通

常の勤務時間に戻ることになりました。この時期の通院間隔は、１週間に１回から２週間、

３週間に１回とだんだん間隔が延びて行きました。復職後の私生活では、休日にボランティ

ア活動に参加や無料の新潟県内で開催されているボランティア養成講座や各種講演へ参加

したり、本業とは違う資格の取得など、職場以外での活動で出会う色々な人と話をすること

により、職場以外での生きる楽しみが、増えていきました。体調としては、たまに職場以外

の場でも動悸がして、身動きが取れない状態がありましたが、楽しさが勝っていて、充実し

た、生活を送れるようになっていたような気がしました。 
その後、平成２２年７月に体調を崩し、入院し、「統合失調症」という病名もつけられま

したが、平成 12年の上越市で開催されたピアサポ－ト講座を受講し、今は同じ経験をした
仲間とともに絆 withピアという団体の「お茶べり会」に参加し、困ったことやつらい症状
やおもしろかったことなど自身の経験や特技を生かして、日々楽しく生きていくことがで

きています。以上けんちゃんの経験の一部ですが、続きは「お茶べり会」や「ピアサポート

を文化にする」活動で語っていますので、是非よかったら、みなさまに参加していただいて、

感想を聴かせていただけるとうれしいです。 
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ࠊୖ࡚ࢀ㐃ࢆፉࠊࡾࡂࡼࢆ㢌ࡀࡢࡶ࠺ゝ࡜άື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࠊ࡟ࢁࡇ࡜ࡓ࠸࡚ࡗ㏞ࠊࡎࡽ࠿ศ࠿࠸Ⰻࡽࡓࡋࢆఱࡢࡢࡶࡿ࠶ࡣ࠸ᛮࡢ࡜࠸ࡓࡕ❧࡟ᙺࡢே࠿ఱࠊ࠼⪄࡜࠺ࢁࡔࡢ࠸Ⰻࡽࡓࡋࢆ㸯ࣨ᭶㛫ఱࡢ⫋ఇ ࠋࡓࡋࡲࡋ᏶஢ࡣࡁ⥆ᡭࠊࡅᒆ࡟♫఍ࢆデ᩿᭩ࡢࡽ࠿⑓㝔ࠊࡣࡁ⥆ఇ⫋ᡭࡢ♫఍ࠋࡍฟ᮶஦࡛ࡢ࡛ࡲ⮳࡟Ⓨ⑕ࡢ⚾ࠊࡀࢀࡇࠋࡓࡋࡲ࠸ᛮ࡜࠺ࢁࡔ ㉺ᕷᕷẸࢱࣥࢭ࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࡢࢨࣛࣉ㸫ࠊࡁ⾜࡬ఱ࠿ேࡢᙺ࡜࠸ࡓࡋࡀ࡜ࡇࡘ❧࡟┦ㄯဨࡢ᪉࡟┦ㄯ࠿ࡘࡃ࠸ࠊࡋ⤂௓ୖࢺࢵࢿࢥ࢚࡟ࡵࡌࡣࠊࢀࡉ㉺࡜ゝ࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࠊ࡛ࢁࡇ࡜࠺άືࡢࡇࡑࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟࡜ࡇࡿࡍࢆ⫋ဨ࡟ࢇࡉ௙஦࡚࠸ࡘ࡟Ⰽࡔࡲࠕࡕ࠺ࡿ࠸࡚ࡗ࡭ࡷࡋࠎⱝࠊ࡟ࡢ࠸ே⏕ࡣࡢࡿࡵࡽࡁ࠶᪩ࡿ࠶࠸ࡥࡗ࠸࡜ࡇࡿࡸࡽ࠿ࢀࡇࠋ࠸ ࠊୖ୰ࡿࡵࡌࡣࡾ࡞࡟Ẽࡶ┠ࡢࡽ࠿ࡾ࿘ࠊࡾ࡞࡟ࡕᣢẼ࠸ࡓࡵࢁᚋࠊࢀࢃゝ࡜ࠖ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆ஦௙ࡢ᮶ᮏࠊ࡛࠸࡞ࡋࡣ஦௙ࡢࢺ㸫ࣃࠕ࡟ᛶዪࡢࢺ㸫ࣃࠊ᪥ࡿ࠶ࡓࡗ⤒ࡀ᭶ࣨ㸯࡝࠺ࡻࡕࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࡋࡈ㐣࡚ࡗࡸࢆ࡝࡞ᤲΎࠊࡸ࡜ࡇࡍ࠿Ἓࢆ‮࠾ࡢࢺࢵ࣏ࠊࡽࡓࡋ♫ᮅฟࠊ࡚ࡋ࡜஦ࡿฟ᮶࡟ศ⮬ࠊࡽ࠿ࡕẼᣢࡢ࡜࠸ࡓࡕ❧࡟ᙺ࠿ఱࡢ࡞ࢇࡳࠊࡶ࡛ࠋࡓࡋ⢭୍ᮼ࡛࡛ࡅࡔࡿ࠸࡟ሙ⫋ࠊ࡚ࡋࡀ᝘ື࡜ࡿࡍ♫ฟࠊࡣ᚟⫋ᙜึ ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟࡜ࡇࡿࡍࢺ㸫ࢱࢫࢆ௙஦ࠊ࡛௳໅ົ᮲ࡢ࡜ࡋ࡞ࡣṧᴗࠊ᫬㛫ᖏ࡛ࡿࢀᖐࡃ㸯᫬㛫᪩ࠊࡋ♫ฟࡃ㸯᫬㛫᪩ࡾࡼ௨๓ࠊ࡚࠼⪄ࢆ࠼㏄ࡾ㏦ࡢಖ⫱ᅬࡢፉࠊ࡛࡜ࡇࡢ࡜ࡿኚ᭦ฟ᮶ࡀ᫬㛫ᖏࡢ௙஦࡟᚟⫋᫬ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟ヰࡿࡍ⫋᚟࡛࣒࢖ࢱࣝࣇࡽ࠿㸯㸰᭶ࠊࡋᥦฟ࡬♫఍ࠊ࠸ࡽࡶ࡚࠸᭩ࢆデ᩿᭩ࡢ᚟⫋チྍࡽ࠿⪅་ࠊࡾࡓ࠶࡟⫋᚟ࠋࡍឤㅰ࡛࡟ேࡢᆅᇦࡸᐙ᪘࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡗぢᏲࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡿ࠼⪄௒࡜ࡓࡗ࠿࡞ࡽ࡞ࠊࡤࢀࡅ࡞࠸࡚ࡋ࡟ᐙ࡛Ᏻ㟼ࠊࡣఇ⫋ᮇ㛫୰ࠊࡣᮏᙜࠋࡓࡋࡲࡋࡈ㐣ࢆఇ⫋ᮇ㛫ࡢ࡚ࡵึࠊ࠸㏻࡟⪅㐌㸯ᅇ་ࠊࡽࡀ࡞ࡋཧຍ࡟άື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࡢ࡝࡞㞟ⴠάᛶࠊࡸ᪋タ♴⚟ࠊᚋࡢࡑࠋࡍࡲ࠸࡚࠼ぬࡶ௒࡛ࢆࡢࡓࡌឤࢆឤぬࡓࡗ࡞࡟ᴦࡀࡕẼᣢࠊ࡚࠸ࡔࡓ࠸ࢆゝⴥࡢࠖ࡜ ᖹᡂࠊࡀࡓࡋࡲࢀࡽࡅࡘࡶ⑓ྡ࠺࠸࡜ኻㄪ⑕ࠖྜ⤫ࠕࠊࡋධ㝔ࠊࡋᔂࢆయㄪ࡟ᖹᡂ㸰㸰ᖺ㸵᭶ࠊᚋࡢࡑ ࠋࡓࡋࡲࡋࡀẼ࡞࠺ࡼࡓ࠸࡚ࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀ㏦ࢆά⏕ࠊࡓࡋ඘ᐇࠊ࡚࠸࡚ࡗ຾ࡀࡉࡋᴦࠊࡀࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀែ≦࠸࡞ࢀྲྀࡀࡁ㌟ືࠊ࡚ࡋࡀ᝘ືࡶሙ࡛ࡢሙ௨እ⫋࡟ࡲࡓࠊࡣ࡚ࡋ࡜యㄪࠋࡓࡋࡲࡁ࠸࡚࠼ቑࠊࡀࡳࡋᴦࡿࡁ⏕ࡢሙ௨እ࡛⫋ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍࢆヰ࡜ே࡞ࠎⰍ࠺άື࡛ฟ఍ࡢሙ௨እ࡛⫋ࠊ࡝࡞ᚓྲྀࡢ㈨᱁࠺㐪ࡣ࡜ᮏᴗࠊࡾࡓࡋཧຍ࡬ㅮ₇✀ྛࡸ㣴ᡂㅮᗙ࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࡿ࠸࡚ࢀࡉ᪂₲┴ෆ࡛㛤ദࡢᩱ↓ࡸཧຍ࡟άື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎࡟ఇ᪥ࠊࡣά࡛⏕⚾ࡢ᚟⫋ᚋࠋࡓࡋࡲࡁ⾜࡚ࡧᘏࡀ㛫㝸ࢇࡔࢇࡔ࡜㸯ᅇ࡟㸱㐌㛫ࠊ㸰㐌㛫ࡽ࠿㸯ᅇ࡟㸯㐌㛫ࠊࡣ㏻㝔㛫㝸ࡢ᫬ᮇࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟࡜ࡇࡿᡠ࡟໅ົ᫬㛫ࡢ㏻ᖖࠊࢁࡇ࡜ࡓࡋㄯ┦࡟ྖୖࡢሙ⫋ࠊࡾ࡞࡟࠸ࡥࡗ࠸ࡀࡕẼᣢ࠸ࡓࡾᡠ࡟㏻ᖖ໅ົࠊ࠼ቑࡀᶵ఍ࡿࡅࡔࡔ࠸࡚ࡗ⾜࡚ࢀ㐃࡬ሙ⌧࡟ྖ 12 ᖺୖࡢ㉺ᕷ࡛㛤ദ࣏ࢧ࢔ࣆࡓࢀࡉ㸫ࢺㅮᗙཷࢆㅮࠊࡋ௒ࡌྠࡣ⤒㦂ࡓࡋࢆ௰㛫࡟ࡶ࡜࡜⤎ with ࡿࡍ࡟໬ᩥࢆࢺ࣮࣏ࢧ࢔ࣆࠕࡸ఍ࠖࡾ࡭Ⲕ࠾ࠕࡣࡁ⥆ࠊࡀࡍ㒊୍࡛ࡢ㦂⤒ࡢࢇࡷࡕࢇࡅ௨ୖࠋࡍࡲ࠸࡚ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡁ⏕ࡃࡋᴦࠎ᪥ࠊ࡚ࡋ࠿⏕ࢆᢏ≉ࡸ㦂⤒ࡢ㌟⮬࡝࡞࡜ࡇࡓࡗ࠿ࢁࡋࡶ࠾ࡸ≦⑕࠸ࡽࡘࡸ࡜ࡇࡓࡗᅔࠊࡋཧຍ࡟఍ࠖࡾ࡭Ⲕ࠾ࠕࡢᅋయ࠺࠸࡜࢔ࣆ άࠖື࡛ㄒࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸࡚ࡗ᫝㠀࡟ࡲࡉ࡞ࡳࠊࡽࡓࡗ࠿ࡼཧຍࠊ࡚࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋឤ᝿ࠋࡍ࡛࠸ࡋࢀ࠺࡜ࡿࡅࡔࡓ࠸࡚ࡏ࠿⫈ࢆ 

ʰͲ͘ΖࣆɼΏΕͪ͏ࣆΝʀʀʀ͏ͯΏΖ͖ʃࠕͲ͢Βʄʱ 
 

Ί͎ͪΞʤ஝ీথඔʥ 
  ͺΊ͎ͪΞͳਅ͢Ήͤɽࢴ
 
 ௒঳ͳਏஇ͠Ηࣨ߻౹ͺฑ੔̓೧Ͷࢴ.1

ΉͲ͹ؔͶ੠ਈՌ΃ౕ̐Άʹ೘ӅΝ͢ɼӀ͘͞΍Ε͹ೖʓΝ̐̎೧Άʹૻͮͱ͏ࠕ
Ήͪ͢ɽ 

 ʀ݊๪͵ʹ͍͗ΕΉͤɽࢻݮ௎ΏݮͲ΍ͪΉͶࠕ

΃ड़͖ͪ͜ΕटັΝֺ͢ΞͫΕ͹ೖʓΝૻΔΗΖΓ֐Νͯͯ͢ɼࣆ࢕ͺࡑݳ͖͢͢
͑ͶΉͲ͵Ηͪࢴ͹ϨΩώϨʖηφʖϨʖͲͤɽ 
 
2.බـͶ͵Ζ઴͹ࢴ 

බـͶ͵Ζ઴͹ࢴͺ౨ښͶेΞͲ͕ΕΉͪ͢ɽ 

ฑೖָߏΏࣆ࢕शΚΕ͹໹Ώु຦Ͷ͵ΖͳຓාΏ۞࠴ɼॎ୫ɼ৿ॕ͵ʹͲӫժΏݺ
ఴΝͪݡΕΤ΢ϱχʖεϥρϒϱήΏຌԲʀࡸաԲ॰ΕΝͪ͢ΕͳɼͳͶ͖͚֐Ͷ
ड़Ζ͹͗͘޹Ͳɼֺ͢͏ຘೖΝૻͮͱ͏Ήͪ͢ɽ 
 
3.බـͶ͵Ζ઴͹ࣆ࢕ 

৖ͲͺಝͶφϧϔϩ͵͚գͦ͟ݳͶͯ͘ɼࣆ࢕͹ܐͱͤ͛Ͷυδ΢ϱؖ͢ۂଖߏ߶
ͱ͏Ήͪ͢ɽ 

͹ӁΊิ͘΍ֺ͢Ί͹ҲͯͲɼଠ͹ऀҽͳ͹ިླྀ΍ͨͯ͵͚͞͵ͦͱ͏Ή͢ޛࣆ࢕
ͪɽ 
 
4.ঙͥͯ͢รԿ͗ʀʀʀ 

΍ͳ΍ͳഗӏ࣎Ͷ͵Ζͳଡঙ͹ـ෾͹ཚͬࠒΊ͍͗Ζ΍͹͹ɼՈͶ͵ΖͳસչͶ͵
ͮͪΓ͑͵͗͢ـͱ͏ͪ͹Ͳ੠ਈՌ΃͚ߨΆʹͲͺ͍ΕΉͦΞͲͪ͢ɽ 
 
5.බـ͹͖ͮ͘͜ 

 Όͪ͹ͺฑ੔̓೧͖ΔͲͪ͢ɽ࢟͹ର௒͹รԿ͗ͺͮ͘Εड़ࢴ

౲࣎͢ͱ͏ͪࣆ࢕ͺ̐̒ؔ࣎Өۂ͹αϱϑωΦϱηηφΠʖͲ෈وଉ͵ؔ࣎ଵͲಉ
͏ͱ͏Ήͪ͢ɽ 

ΠϏʖφ͹ป͗മ͖ͮͪͦ͏Ͳྣͳ͹ਫ਼׈Խ͗౷ൊ͜ɼͬ͞Δଈ͹Խ΍౷ൊ͜ɼՊ
Ͷ͏ͱ΍໪ְΉ͢͹Խͳ͖͗ʹ͑͹ͳ͖ͲχΠͶ௃Ε͠ࢶΗΉͪ͢ɽ 
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ૡঈؽͺՁ࣎Ґ߳࢘Κ͵͏Ͳ͚ΗͳݶΚΗɼۡ͝ڏͶͺ͕෫࿌͹ؔ࣎ΉͲࢨਦ͠Η
Ήͪ͢ɽ 

್ਕͲτϪϑΝݡΖͳ͘Ͷͺ್ފ͹΢ϢϙϱͲݡͱ͏ͪɽͺ͢Ύ͝͵͏͢ɼ୉੢Ͳ
঺͓͵͏฽Δ͢ͶࢴͺηφϪηΝͣ״ͱ͏͘Ήͪ͢ɽ 
 
 ࢟֋ྏ࣑.6

ͨ͹ࠔ෈ເʀқཋఁԾʀઃৱ্֒ʀ෈ఈऱ૎ͳ͏ͮͪ঳য়͗ड़࢟Όৼྏ಼Ռ΃௪͏
 ΌΉͪ͢ɽ࢟

ͨ͞Ͳ͹઎ਫ਼Ͷ౹ࣨ߻௒঳ͫͳਏஇ͠Ηɼक࣑ҫͺՊଔͶɼࢴͶͯ͏ͱʰ๛Όͱͺ
͏͜͵͏ɽਕͳർ΄ͱͺ͏͜͵͏ɽ 

৙ͶࣦΖ͚Δ͏Ͷ͢ͱ͏͵͠͏ ҲॻͶಋ৚͵ʹ͢ͱͺ͏͜͵͏ʱͳݶΚΗͨΗΝ
னࣰͶगͮͱ͏ͪΓ͑Ͳͤɽ 

Ώ͖ͮͪ͢͠Պଔ͗͏ͯ΍ౘΖ͏ڬਕͳͣ״ΖΓ͑Ͷ͵ͮͱ͢Ήͮͪࢴͺɼ৶བ৶
༽Ͳ͘ΖਕΝໃ͚ͪ͢͏ࢧͲ͏ͮͼ͏Ͷ͵Ε൷͖ͮͪ͢Ͳͤɽ 
 
7.බـ͹਒ߨ 

ໟ૟͗ड़࢟Όգڊ͹ىԳͳڠͶࣙ෾Ͳࡠ͓ߡΕड़ͪ͢΍͹ΉͲɼΉΖͲͨΗ͗ɼգ
Ί͗অʓͶड़ͺͣΌࠠཛྷ͢ͺͣΌϘʖηΝཛྷͤ͞ͳ͗ೖࠒ͏ࢧ͵͹Γࣰ͖͑ࣆ͹ڊ
৙Կ͢ͱ͏͘Ήͪ͢ɽ 
 
8.ࠠཛྷ 

͖͢͢ɼͨ͹ͨޛ͹ਫ਼׈ͶͺशΚΕΝͯ͝ڧ؂ΝҲ৿ͦͪ͠ɽͨ͹͞ͳͶΓΕҲ࣎
 ௪Ӆ΍ࣛΌͱ͢Ή͏Ήͪ͢ɽ͏ࢧͳ͏͢ذ͹ͫͮͪɽ࣑ͪͮغ

ฑ੔̏̒೧Ͷ౨͖ښΔ৿׃ͶӀӿ͢Νͪ͢ɽॵΌࣙષ͹ଡ͠Ͷ״ಊ͢ͱ͏ͪ͹΍ͯ
͖͹ΉɼͳͶ͖͚ӏ͗ଡ͚ͱΉͪᓖʓ͢ͺͣΌͪɽ͍ΗʃͬΒͮͳ͕͖͢͏͵͌Ή
 Όͪ͵͌ɽ࢟෾͗ཚͬـͪ

͵ͶΓΕಋ͢ڋͱ͏ͪٝ฾͗΍͹ͤ͟͏୉͘͵ଏԽͲิ͚͹͗ෑ͖ͮͪͲͤɽ 

ͨΗͲΉͪ۫߻ѳ͚͵ͮͪɽ౲࣎ͺݬҾ͗Κ͖Δ͵͖ͮͪ͜Ηʹɼ͏ࢧࠕศ͢ͱΊ
Ζͳ౨ښ͹ΠϏʖφͲ͹ଏԽΝཱིͱ͵͏ਫ਼ٱ͗׈ͶଏԽ͗ෑ͚ͣ״ΖΓ͑Ͷ͵ͮͱ
͢Ήͮͱ͏ͪ͹Ͳͪ͢ɽڧ؂Νร͓ͱ΍۫߻͹ѳ͏ࣙ෾͗ཀྵմͲͥࠠ͘ཛྷ͢ͱ͏ͮ
ͪɽ 

Ήͪ੠ਈՌ΃௪͏ͫͤࣙ෾Ͷͤ͗͠ـݑʀʀʀͨ͹͖ࠔΔىԳྙ΍ஸ͚͢ఁԾ͢࠹
ѳͲͪ͢ɽ 

ͶपΚΗͱ͏ͪɽͬ࣍ـΝভͪ͢͏ࡑԾʄ༂Ν୉ྖઃख͢ɼ৙Ͷࣙ෾͹ଚ߳ٺ෾ͺـ
੠ਈՌ΃̏ϴ݆΍೘ӅΝͤΖӍ໪Ͷʾʽ͖ͨ͞Δௗ͏φϱϋϩ͵Γ͑͵য়ସͲ਑͑
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ͣͱࣙ୒ղͫ͜ޤͺئ௃ΕΉͪ͗͢ɼͨΗҐ֐ͺ֐ड़͢͵͏ʀਕͳճ࿫Ͳ͘͵͏ʀ
΍Ձ΍Ͳ͘͵͏ʀͪͫԥͶ͵ͮͱ͏ࣆԽ͗ड़ͦ͵͏ʀՊ׈ΚͦΔΗ͵͏ʀਫ਼߻΍ا
Ζͫ͜Ͳຌ౲ͶͯΔ͖ͮͪೖʓ͗ଡ͖ͮͪͲͤɽ 
 
9.఺ؽϨΩώϨʖ1ʤӣໍ͹ड़ճ͏ʥ 

๜Ηͪ͹ͺฑ੔̐̓͗ؽͱ͏Ήͪ͢ɽ఺ͮࢧͺ͏ͯ΍͞͹ΉΉͲͺ͏͜͵͏ͳͺࢴ
೧͹͞ͳͲͤɽ 

ͨΗΉͲ͍ΉΕͶΓ͚͵Δ͵͏ࣙ෾ͶशࢯෘΝ଩ͳ͑ͳͪͮࢧ͚کɽΉͥɼͨΗͶ
ͺ֐Ͷड़Ζ͞ͳ͖Δ࢟ΌΓ͑ͳ͗ͪͮࢧɼ΁Δ΁Δͪͫิ͚ـ͵ʹ͵Η͵͏
͢ʀʀʀՁ͖͖ͮ͘͜චགྷͫͳ͓ߡΖΓ͑Ͷ͵Εɼͨ͹ҟͶͺʹ͑ͤΗͻྒྷ͏
͖ʀʀʀ 

ʰͨ͑ͫʄڛࢢ͹͞ΘͶݚͪͮͫ͘޹Ν͕͑ࣄʄʱ͖͞͞Δࢴ͹ϨΩώϨʖʀـݫ
Ͷ͵Ε࢟ΉΖ͖ͮ͘͜ͳ͵ΕΉͪ͢ɽ 

Γ͑Ͷ͵ΖͫΘ͑ɽͨ͞Ͳ͚ߨ΍ิࢆଶͲ͘Ζ͢ɼغͺΠωϜϩιϧϒʖްՎ͗ݚ
 Ν΢ϱνʖϋρφͲ୵͢Ήͪ͢ɽݚܗ͹ෝ୴͗ঙ͵͏ঘิࢆ

ͨ͢ͱ۰ષͶ΍ஏݫͲ॰Εౕ̐͏߻໪͹࠸ճͪ࣎͢ͶͺΉͫघ͹ͽΔͶ৒Ζ͚Δ͏
ՆѬ͚ͱঘ͖ͮͪ͠ɽͨ͹͗ࢢ੠Ҳ഍͹ྙͲͮ͢ΈΝ΁Ξ΁Ξ৾ΖࢡΝݡͱࣄүͤ
Ζ͞ͳΝ݀Όͪɽࣄү࢟Όͪ౲ॵͺৱ͗ͳͶ͖͚͚ࡋͱघ͹͖͖Ζͪͮͫࢢ͹Ͳ͕
੊࿫ΝҲਫ਼͢ໍݔͱ͏Ζ͑ͬͶࣙ෾͹۫߻͹ѳ͖ͮͪ͞ͳ͗ـͶ͵Δ͵͚͵ͮͱ͘
Ήͪ͢ɽ 

֐ʀφϨϝϱήγϫϱͳͫΞͫΞ࣪گʀͯ͢͜ิࢆͳͶΓΕಊ෼බӅʀ͑͞ࣄΝݚ
ड़͢͵͜Ηͻ͏͜͵͏ؽճ͗ଁ͓ͱ͏͘Ήͪ͢ɽ 

ࣙ෾΍֐Ͷ໪͚͗ߨΓ͑Ͷ͵Εਕ͗ॄΉΖॶͶ͚ͪ͘ߨ͵ͮͱͺ͏ͪ͗ଢͮͱ͏Ζ
Όঙͥͯ࢟͢ΌΉͪ͢ɽͤΖͳঅʓͶͨ͹ްՎ͗ड़࢟஑͖͚ͥ͢ξ΢Φρφ΍͗ࣆ
ࣙ෾Ͷࣙ৶͗෉͘ͺͣΌΉͪ͢ɽ 
 
10.఺ؽϨΩώϨʖ2ʤϒΠγϛʖφ࠴ߪ΃ʥ 

ͨΘͨΘਕ͗ॄΉΖͳ͞ΘͶͮߨͱΊΓ͑ʀʀʀ৏ӿ߁ๅ͹͢࠷ཟΝ࢟ݡΌɼฑ੔
̐̓೧݆̏̎Ͷʰ੠ਈ্֒͹͍Ζ๏͹ϒΠγϛʖφ࠴ߪʱ͹ࡎܟཟ Νͪͯ͜ݡɽϒ
ΠͮͱՁʃͳͯͯ͏ࢧɼਕͳިΚΖࣆΏࣙ෾Ν͠Δ͜ड़ͤࣆͶ͚ͤ͟ە௃͢͵͗Δ
 Յ͢Ήͪ͢ɽࢂ

͞͞Ͳ͘ڽΉͪ͢ʄ۫͗߻ѳ͏͹ͺࣙ෾ͫͣ͜Ύ͵͏ʄ͖͢΍ɼ্͍֒͗ͮͱ΍ਫ਼
͘ਫ਼͘ͳࣙ෾Δ͚͢Ճ஍͍Ζਫ਼͢׈ͱ͏Ζ๏ʓ͚͗ͪ͠Ξ͏Ζ͞ͳΝஎΕΉͪ͢ɽ
ͨ͹ϒΠγϛʖφ࠴ߪͺࢴͶͳͮͱͳͱ΍༙қٝͲԈ΄̑ೖؔण͜ͱ͏Ζ͑ͬͶݽ
͚ถ͡͠Ηͱ͏ͪࢴ͹ৼ͗ʹΞʹΞ֋͏ͱ͏͘ɼͨ͹णߪਫ਼͹Ҳ෨͹๏͗ӣӨ͠Η
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ͱ͏Ζʰូ with ϒΠʱΏʰՊଔճʱ͹ήϩʖϕͶࢂՅͲ͘ΖΆʹ͗ͬ࣍ـ઴͘޴Ͷ
͵ͮͱ͏Ήͪ͢ɽ 
 
11.ʰូ with ϒΠʱΏʰՊଔճʱ͹׈ಊ 

͞ΗΔ͹׈ಊͶࢂՅͤΖ͞ͳͶΓΕɼଡ͚͹ରݩ஌ΝࣘͶͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘ɼͨ͹Ҳ
෨Ͷॴ๏༂Ͷͯ͏ͱࢴͶ͑ͨ͏߻͵༂͹৚ๅΝಚΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ήͪ͢ɽ͚ͮͨͨ͠
͹༂Νक࣑ҫͶ૮஌͢ͱॴ๏͢ͱ௘͏ͪͳ͞Θ୉รͶ͞͹༂͗ࢴͶͮ߻ͱ͕ΕࠕΉ
Ͳ͹ͫΖ͠ʀໃ͗ྙـൊ͜͠ΔͶ׈ಊదͶ͵ΗΉͪ͢ɽ 
 
12.म࿓Ͷ͜޴ͱʀʀʀ 

ʰϒΠγϛʖφ࠴ߪʱΏʰូ with ϒΠʱʀʰՊଔճʱͲͺຌ౲Ͷ৯Ξ͵ӪڻΝण͜ɼ
և͹ରݩ஌ΝࣙࢴਐͶखΕ೘Ηɼξ΢Φρφʤ̐̎Ϋϫݰʥͨ͹ଠॴ๏༂ʀु̐ೖ
߻ԋιϱνʖɼ্֒ंଲে͹ࢩसॶɼम࿓گΌɼ࢟ϚϧϱτΡΠ͖Δޤ͹ղؔ࣎̐
ಋम৮໚ંճͲ̐ऀ಼ఈΉͲࣰͦ͠ݳฑ੔̐̔೧݆͖̏̎Δम৮͢Ήͪ͢ɽ 
 
13.ͨ͢ͱࠕʀʀʀ 

ͺ্֒ंͲͤͳࢴΌͱ͕ΕΉͤɽͨ͞͹ऀ಼ͲͺಝͶ୉͘͵੢Ͳۊ΍ͨ͞Ͷࡑݳࠕ
ͺͮݶͱͺ͏ΉͦΞ͗ɼ৏࢚ͳࣙ෾͹෨ॼ಼Ͷͺͫ͏ͪ͏͝ࠄͱ͍Ζ͹Ͳɼཀྵմ͠
Η಼ࣆ࢕༲΍Ҳ෨ഓྂ͠Ηͱ͕Εಉ͘Ώͤ͏ͳ͏ࢧΉͤɽࠕͲ΍ݮ௎ʀࢻݮͺͪΉ
Ͷ͍Ζ΍͹͹ෲ༂Νକ͜ͱ͏Ζ͞ͳͲ҈ఈ͢ͱ͕ΕΉͤɽͨ͢ͱىԳ্֒Ώࠠཛྷͤ
Ζ͞ͳ΍ͮ࢔ͱ͕Εɼ͞ΗͶͯ͏ͱ΍ࠕ΍ۦ࿓͢ͱ͕ΕΉͤ͗ɼϟϠΝखͮͪΕΚ
͖Δ͵͏ͳ͘ͺซ͏ͪΕ͢ͱ͵Ξͳ͖ΏΗͱ͕ΕΉͤɽ 
 
14.৿ͪ͵ਏஇ 

ฑ੔̗̐೧݆̓Ͷ఺Ӆͪ͢͞ͳΝ͖ͮ͘͜Ͷ஭қܿؗଡಊ੓্֒ͳਏஇ͠Ηɼਏྏ
๏ਓ͗સ͚ҩ͑๏޴ͶรΚΖ͞ͳͳ͵ΕΉͪ͢ɽ͓ࢧࠕͻ༰ঙ࣎େ͖Δ͹෈௒ͫͮ
ΌࢯͲͺͨ͹঳য়Νण͜ࠕҾ͗Κ͖Εɼݬͪͮͫʹ͵घۦҾΏࠠཛྷɼฤ෉͗͜ݬͪ
ࣙ෾͵ΕͶड़པ͵͏ࣆΝ೼Ѵ͢ଠ͹ਕͶ͢ྙڢͱ͏ͪͫ͘ɼͲ͘ΖࣆΝ͠ΔͶ৯Ξ
༂΍୉෱ͶรΚͮͪ͹ྏ࣑ͶேકͲ͘Ζ͖ͮ͘͜ͳ͵ΕΉͪ͢ɽෲ༂͘޴Ͷ઴ࣆ͵
Ͳक࣑ҫͳ૮஌͢͵͗Δෲ༂௒੖͢͵͗Δॴ๏Ν͢ͱ΍Δͮͱ͏Ήͤɽ 
 
15.ϨΩώϨʖ஦Ͷৼֽͪ͜ࣆ 

ྜྷरࢱ͹ݶཁɼླྀޢߨ୉ৈͶ΍͵ΕΉͪ͗͢ʰ͏ͯΏΖ͖ʃ ࠕͲ͢ΒʄʱͲͤʤ঺ʥ  

ΏΔ͵͜Ηͻ઎Ͷ͏ͯΏΖ͖຤ͺΏΗΖ͹͖Κ͖ΕΉͦΞɽΏΘ͖͑ʹ͑͢Γ͑ࠕ
͖໐ͮͪͳ͘ɼΏΕ͚ͪ͵͏͵ͳͪͮࢧͳ͘͏ͯ΍͏ࢧड़ͪ͢ݶཁͲͤɽ 
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ΏΔ͵͏ͲޛջͤΖΓΕɼΏͮͱࣨഌͪ͢๏͗ࣙ෾͹ྒΏݩܨ஍͗ଁ͓Ζ͢ɼࣨഌ
͢͵͜Ηͻ੔ޯͶ΍ͪʹΕ஥͜͵͏ࣆ΍͏ͮͼ͏͍Ζ͹Ͳͺ͵͏͖ͳࠕͲͺ͓ࢧΖ
Γ͑Ͷ͵ΗΉͪ͢ɽ༂΍॑གྷͲͤ͗ɼͯΔ͚͖ͪͮ͢ۦௗ͏ೖʓ͖Δൊ͜ड़ͦͪࠕɼ
ࣙ෾͗ʹ͑ΏͮͪΔ઴͘޴Ͷਫ਼͘ΔΗΖ͹ʃʹ͑฽Δ͢ͱ͏ͪ͘͏ʃՁΝ͢ͱ͏͘
ͪ͏ʃͳ͏͑қࣟΝ৙Ͷͯ࣍͞ͳ͗୉ࣆ͵͹͖͵ͳࠕͺ͓ࢧΖΓ͑Ͷ͵ΕΉͪ͢ɽ
ͨ͹ͪΌͶͺՁΝͤΗͻ͏͏͹͖ʃۅ୼͵͞ͳΝ͓ݶͻ໎ೖΉͲ͹ໍͳ͵ͮͱ΍ޛ
ջ͵͏Γ͑Ͷਫ਼͘ͱ͏͑͞ͳ͓ࢧΖΓ͑Ͷ͵ΕΉͪ͢ɽ 
 
16.͞Η͖Δ 

͞Η͖Δ΍ु̓ೖಉ͘ɼٵೖͶͺʰ৏ӿ͹ϒΠγϛʖφΝ͓ߡΖճʱ͵ʹΝ؜Όɼ
ϒΠؖ࿊͹׈ಊͶࢂՅ͢ɼϒΠ஧ؔͳ͹͗ܪΕΝ୉ࣆͶͯͯ͢ɼϕϧ΢ϗʖφͲ΍
ड़͖ͪ͜Εหͪ͢کΕ͢ͱैࣰͦͪ͠͏ͲͤɽΉͪؽճ͍͗Ηͻରݩ஌͹൅නΝ͢
ͱ͏͘ɼΑ͚Α͚ͺࣙࢴਐʰ੠ਈ্֒͹͍Ζ๏͹ϒΠγϛʖφ࠴ߪʱ͹ϓΟεϨτ
ʖνʖ͗Ͳ͘ΖΓ͑Ͷ͵ΕɼҲਕͲ΍ϨΩώϨʖ΃͹ಕ͹ঁ͗͜ड़པΗͻ͵ͳ͏ࢧ
Ήͤɽ 
 
 ः״.17

͞ΗΉͲͶࢩԋंʀϒΠ஧ؔʀՊଔ͵ʹ͵ʹຌ౲Ͷ͚ͪ͠Ξ͹͍͓͗ࢩΕ״ः͹ـ
 Ͳ͏ͮͼ͏Ͳͤɽͬ࣍

Η͖ΔԺศ͢͞ࢨद໪گࢢಊ͢ͱ૮ઔহ׈΍ϒΠࢴः͢ɼ״ΉͲؖΚͮͪ๏ୣͶࠕ
͢͢ͱ͏ͪ͘͏ͳ͏ࢧΉͤɽ͍Ε͗ͳ͑͟͡͏Ήͤɽ 
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 ࠖ࠸ฟ఍ࡢ࡜ㅮᗙࢺ࣮࣏ࢧ࢔ࣆࠕ

 

 ࣥࢲ࣮ࣙࢪ 
 

 ⌧ᅾࠊ῭⏕఍ࡢᮭࠊࣇࢵࢱࢫ࢔ࣆᐙᆅᇦ⛣⾜ࡢ࣮ࢱ࣮࣏ࢧ࢔ࣆ 2 ࣧᡤ࡛άືࡏࡉ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸࡚
 ῭⏕఍࡛ࡣ᭶᭙ⅆ᭙ࡢ 13 ᫬ࡽ࠿ 16 ᫬ 15 ศࠋ࡛ࡲ 
Ỉ᭙ࡣᐙ࡛ࡢᮭ  13 ᫬༙ࡽ࠿ 16 ᫬࡛ࡲാࠋࡍࡲ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡏ࠿ 
 ୧᪉࡜࡞ࢇࡳࠊヰࠋࡍ࡛ࣥ࢖࣓ࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆ 
 ᫖ᖺ4ࠊ ᭶࡛ࡲ B ᆺ஦ᴗ⪅ࢺ࣮ࣃ࢔࡛࢔ࢻ࣮ࣥࣜࢢΎᤲ࡚ࡋࢆ 5 ᭶ࡽ࠿௙஦࢞ࡀ

 ࠋࡓࡋࡲࡾࢃኚ࡜ࢵࣛ
 30 ௦ࡽ࠿ே⏕ࡀኚࠋࡓࡋࡲࡁ࠸࡚ࡗࢃ 
 ᗂᑡᮇࠊࡣᏛ⏕᫬௦࡟⤮ࡣᥥ࣓ࢲ࡞࠺ࡼࡓ࠸ே㛫ࡢ∗ぶ࡛࡚ࢀࡤ࠶኱ኚ࡛ࠋࡓࡋ 
 ኪ࡟ࢇࡷࡕ࠶ࡤ࠾ࡣ㑊㞴࡚ࡋᾆ࿴ࠊ኱ᐑࢆ⮬㌿㌴࡛ ᚟ࠋ 
 㟁Ẽࡶ౑࡚ࡃ࡞ࢃ᠜୰㟁ⅉ࡛⏕άࡿ࡚ࡋ᫬ᮇࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ 
 ㎞ࠋࡓࡗ࠿ 
 㧗ᰯࢆ༞ᴗࡶ࡚ࡋᾆ࿴࡜኱ᐑࡢ ᚟௨እ࡚ࡃࡉࡃ࡝ࢇࡵ 4 ᖺ㛫↓⫋࡛ࠋࡓࡋ 
 ఱࢆ࠿ኚ࡜࠺ࡼ࠼ᛮࡣࡢࡓࡗ 20 ௦࡟ࡕ࠺ࡢᙼዪࢆస࡜࠸࡞ࡁ࡛࡜࠸࡞ࡽᛮ࢖ࣂ࠸

 ࠋࡓࡋࡲࡵጞࢆࢺ
 ᙼዪࡶࢺ࢖ࣂ࡚ࡁ࡛ࡶᴦࡀࡍ࡛ࡓࡗ࠿ࡋ 4 ᖺ࡛ࢆࢺ࢖ࣂ㎡ࡢࡑࠊ࡚ࡵᚋࠊᙼዪ࡜

 ࠋࡓࡋࡲࡾࡶࡇࡁᚋ㸯ᖺᘬࡢࡑࠊࢀูࡶ
 ࠋࡓࡋࡲࡁ⾜࡟⛉⚄⢭ࠊ࠸ᛮ࡜ࠋ࠸ࣂࣖ 
 ࠋࡓࡋࡲࡁ⾜࡟࣮ࣝࢸάカ⦎ᡤࣛ⏕ࢀࡉデ᩿࡜ቃ⏺⥺▱ⓗ࡛ࡇࡑ 
࢔ࣆࠊẖᖺࠊࡾ࠶ࡀᶵ఍ࡿㄒࢆ࣮࣮ࣜࢺࢫ࣮ࣜࣂ࢝ࣜ࡟ㅮᗙࢺ࣮࣏ࢧ࢔ࣆ࡛ࡇࡑ 

 ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉฟ࡟ㅮᗙࢺ࣮࣏ࢧ
 ࠋࡓࡋ㌿ᶵ࡛ࡀࡇࡑ 
 ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ࠸ฟ఍࡞ࢁ࠸ࢁ࠸ࠋࡓࡋࡲ࡭Ꮫࢁ࠸ࢁ࠸ 
 B ᆺ஦ᴗ⪅ࡁ⾜࡟ጞࡓࡵ㡭ࠊ୺἞་ࡀ௦ࡾࢃⓎ㐩㞀ᐖ࡜デ᩿ྡࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟ 
 ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࡏヰࢁ࠸ࢁ࠸ࠊ࡚ࡗฟ఍࡟ㅮᗙࢺ࣮࣏ࢧ࢔ࣆࠊࡶ࡛ 
 ᫇ࡣ㎞ࡶ࡚ࡃ┦ㄯࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲࡋࡶ࡜ࡇࡿࡍㄡ࡟࠿ヰ࡚ࡗ▱ࢆࡉࡓࡀࡾ࠶ࡿࡏ

 ࠋࡓࡋࡲࡾ▱ࢆࡉࡋࡽ⣲ᬕࡢࢺ࣮࣏ࢧ࢔ࣆࡽ࠿
 ḟࡾࡼࡣከࡢࡃேࡢ࣮ࣜࣂ࡚࢝ࣜࡗ࡞࡟࣮ࢱ࣮࣏ࢧ࢔ࣆࡢᙺࠋࡍ࡛࠸ࡓࡕ❧࡟ 
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1 
 

 ࣮࣮ࠖࣜࢺࢫ࣮ࣜࣂ࢝ࣜࡢ⚾ࠕ
 

ዟཎ ᚨᏊ 
 
ࡣ⚾ 2011 ᖺࡿ࠶ࡢ᪥ࠊ↛✺ࠊ⫋ሙࡢேࠊࡽ࠿ࠎఱࠊࡾࡓࢀࢃ➗࠿ࡢ࠸ࡋ࠿࠾ࡀᛣࡓࢀࡽ

 ࠋࡓࡋࡲ࠸࡟ࡎ࠿Ẽ࡙࡚ࢇ࡞ࡿ࠶ࡀၥ㢟࡟ື⾜ࡸゝືࡢศ⮬ࠊࡶ࡚ࡋࡾ
 ࠋࡓࡋࡲࢀࡉΏ࠸ゝࢆࣅࢡࡽ࠿ሙ⫋ࡁ࡜ࡿ࠶ࠊ࡚࠸⥆᭶࠿㸲ࡀࢀࡑ

 ࠋࡍ࡛ࡓࡗ࠿ࡽࡘࡶ࡚࡜୙ᑾ࡛⌮ࡶ࡚࡜ࡣ࡚ࡋ࡜ᙜ᫬ࠊࡎࡽ࠿ࢃࡀࡅࢃࡣึ᭱
᣺ࡾ㏉࡚ࡗᛮ࠸ฟࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡋᙜ᫬ࠊࡣ⚾ࡢᗁぬ࣭ᗁ⫈ࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࢀࡉ࠿ື࡚ࡗࡼ࡟ 

ᗁ⫈ࠋࡿ࠼ࡇ⪺ࡀࡢࡶ࠸࡞࠼ࡇ⪺ࠊ࡚ࡗࡼ࡟ᗁぬࠊ࡚ࡗࡼ࡟ぢࡀࡢࡶ࠸࡞࠸࡚࠼ぢࠊࡿ࠼

㉸⬟ຊ⪅࡟࠺ࡼࡢ࠿ࡓࡗ࡞ࡶ࡛࡟᣺ࠋࡍ࡛ࡢࡓ࠸࡚ࡗ⯙ࡿ 
ື⾜࡟ࡾ㏻࠺࠸ࡢኌࡢࡑࠊࡋࡀኌࡢ୰࡛ዪᛶࡢ㢌ࡢ⚾࡟ࡕ࠺࠸࡞ࡓࡓࡶఱ᪥ࠊࡽ࠿ࢀࡑ

ࡲࡋ࡚ࡋࢆ࡜ࡇ࡞ࢇࡇ࡛ࢇ࡞࡚ࡗ㏉࡟ᡃࠊࡾᖐ࡟ᐙࠋࡓࡋࡲࡅ࠿ࢆᝨ㏞ࡈ࡟බඹ᪋タࠊࡋ

 ࠋࡓࡋࡲࡁ࠸࡟ࡾࡲࡸ࠶ࠊࡾ࡞ࡃࢃࡇ࡜࠺ࢁࡔࢇࡓࡗ
⮬ศࡢ㒊ᒇ࡟㛢ࠊࡶࡁ࡜ࡿ࠸࡚ࡗࡶࡇࡌㄡ࡟࠿ぢ࠿࠸࡞ࡷࡌࢇࡿ࠸࡚ࢀࡽ㸽࡜ᛮࠊ࠸ᐙ

୰ࢆࢺࢵࢮ࣮ࣟࢡࡸ➡⟸ࡢ㛤ࡶ࡟ࡇ࡝ࠊࡀࡓࡋࡲࡳ࡚ࡅఱ࡟∗ࠊ࡚ࡃ࡞ࡶヰࡶ࡚ࡋఱࡶ㏉

 ࠋࡓࡋࡲ࠸ᛮ࡜ࡷࡁ࡞ࡋࡾ࠿ࡗࡋࡀศ⮬ࠊぢ࡚ࢆ∗࡞ࢇࡑࠊ࡚ࡃ࡞ࡇ࡚ࡗ
ࡶㄡࡣேࡿࢀ㢗࡟ࡃ㏆ࠊ㛗ᓮࡣጜࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࡃ࡞⑓Ẽ࡛࡟᫬ࡢ⏕㧗ᰯࡀ⚾ࠊࡣẕࡢ⚾

 ࠋࡓࡋែ࡛≦࠸࡞࠸
ఇࢆ⛬㏻ಙㄢࡢ኱Ꮫࠊᙜ᫬ࠋ࡜ኻㄪ⑕ࠖྜ⤫ࠕࢁࡇ࡜ࡓࡋㄆ☜ࠊࡋ⣴᳨ࢆ≦⑕࡛ࢺࢵࢿ

Ꮫࠊࡓࡋࡲ࠸࡚ࡋ኱Ꮫ࡛ᒚಟ῭ࡢࡳ⢭⚄ಖ೺Ꮫ࡛⑕≧࡟ࡽࡉࢆ☜ㄆࠕࡾࡣࡸࠊࢁࡇ࡜ࡓࡋ⤫

ྜኻㄪ⑕ࠖࡢ␲࡜࡞ࡿ࠶ࡀ࠸ᛮ࠿ࡘࡃ࠸ࠋࡓࡋࡲ࠸ᚰ㓄ࡀ࣮࣓ࣝࡢᒆࡁ☜ㄆࠊࡽࡓࡋ⮬ศ

ៃࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࡗ㏦ࢆ࣮࣓ࣝࡢෆᐜ࡞ኚࡶ࡟Ꮫ㒊㛗ࡢ኱Ꮫࠊࡀࡍ࡛ࡢࡓࡗ࠿࡞࠿Ẽ࡙ࡶ࡛

ࠋࠖࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡔኻㄪ⑕ྜ⤫ࢇࡪࡓࠊࡀࢇࡏࡲ࡚ࡗ⾜ࡔࡲࡣ࡬⑓㝔ࠕ࡟Ꮫ㒊㛗ࠊ࡚࡚ ࣮࣓࡜

 ࠋࡓࡋࡲࡋࢆࣝ
 ࠋࡓࡋࡲࡋࢆ㟁ヰࡘࡎ௳୍ࠊࡋ᥈ࢆ⛉⚄⢭ࠊ࡛ࢪ࣮࣮࢚࣌ࣟ࢖࡚࡚ࢃ࠶ࠊ࠸ᛮ࡜࢖ࣂࣖ

᫬ᮇࡀ 12 ᭶ᮎࡶࡇ࡝ࠊࡵࡓࡓ࠸࡚ࡅ࠿ࡾ࡞࡟ண⣙࡛ࠋ࠸ࡥࡗ࠸ 
ࡁ኱ࠕࡽ࠿ࢡࢵࢽࣜࢡࡢࡑࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀࢁࡇ࡜ࡓࡗࡉୗ࡚࠸⪺ࢆ≦㟁ヰཱྀ࡛⑕ࠊ௳୍

௒ࠊࡓ࠸࡚ࡗ㍕ࡃࡁ኱␒୍࡟ࢪ࣮࣮࢚࣌ࣟ࢖ࠊࢀࢃゝ࡜ࠖࡼࡍࡲ࠸ᛮ࡜࠸࠸ࡀ᪉ࡢ⑓㝔࡞

ࢃᩆࠋࡍ࡛ࢇࡓࡗ࠿࡞ࡣண⣙ไ࡛ࡣࡇࡑࠊࡽࡓࡋࢆ㟁ヰ࡟⑓㝔ࡢᕷ࠸࡞ࡢ࡜ࡇࡓࡗ⾜࡛ࡲ
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用 語 解 説 

¨ アイスブレイク   

初対面の人同士が出会う時などの緊張を解きほぐすための手法。参加者の不安や緊張を氷（アイス）にたと

え、「硬い氷をこわす、溶かす」という意味を持っている。集まった人を和ませ、コミュニケーションを取

りやすい雰囲気を作り、そこに集まった目的の達成に積極的に関わってもらえるよう働きかける技術。 

 

¨ アイ（I）メッセージ 

「私は〜と思う」「私が〜と感じる」と「私」を主語にして伝えていくコミュニケーション。ユー(You)メ

ッセージは、自分の欲求、自分の本音を伝えずに相手を攻撃するようなメッセージの伝え方になりがちであ

るが、アイメッセージは自分の本音や欲求を伝えながら、一方的にならず「あなたはどう思う？」と相手と

双方向のコミュニケーションが取れると言われている。 

 

¨ アサーション 

自分も相手も大切にしたさわやかな自己表現。自分の気持ちや考え、信念などが正直に、率直に、その場に

ふさわしい方法で表現し、そして相手が同じように発信することを奨励しようとするコミュニケーションで

ある。 

 

¨ エンパワメント 

社会や組織の一人ひとりが、抑圧されることなく、持っている力を発揮することで大きな影響を与えるよう

になること。 

障害者福祉の分野では、障害者が本来持つ能力や権限を発揮することの重要性が指摘されており、「障害者

を保護すべき対象として扱うことが障害者の自立を妨げる社会的抑圧となり、結果、人間として高い能力が

あるにもかかわらず人間としての生き方が保障されない状況に陥っているのではないか」という問題提起か

ら生まれた考え方である。 

¨ スティグマ 

奴隷や犯罪者の徴、烙印、刻印を意味する言葉。元はイエスが磔刑となった際についた傷をいう。一般市民

が当事者に対して偏見や差別を持つパブリック（公衆）スティグマと、当事者自身が他の人から差別や偏見

を受けていると感じるセルフ（自己）スティグマがある。この両者は共に影響を及ぼしあい、循環してい

る。 

 

¨ ストレングス視点（理論・モデル） 

個人の強み（魅力、好きなこと、得意なことなど）と、取り巻く地域や環境の強みに焦点をあてた見方のこ

と。病気や障害などに焦点が当てるのではなく、個人の強みや取り巻く環境の強みに焦点を当て、これまで

の見方を変えていこうとする理論 

 

¨ セルフヘルプグループ（自助グループ） 

何らかの障害や困難、問題や悩みを抱えた人が同様の問題を抱えている個人や家族とともに当事者同士の自

発的なつながりで結びついた集団のことで、このかかわりの中で自ら問題への取り組む姿勢や理解の仕方、

自己変容的な成長が期待されること、また彼らを取り巻く地域社会とのかかわり方、受け入れられ方にも変

化が出てくることなどがある。この取り組みはアメリカで 1935年にアルコール依存症の当事者の集まり
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（AA：アルコホーリクス・アノニマス）から始まり、その後さまざまな嗜癖に悩む当事者、メンタルヘル

ス領域を超えたさまざまな自助グループへと広がっている。セルフヘルプ（自助）は自身の人生と健康に自

分自身で責任を持つことを意味します。 

 

¨ 当事者運営サービス 

精神障害のある当事者によってすべて運営されている事業所。これらの事業所は権利擁護や教育、そして支

援が提供され、一般的に非営利組織である。 

 

¨ バウンダリー 

境界線。自分と他人との境界線を意味する場合と、自分自身のなかでの境界線を意味する場合がある。境界

線の多くは目に見えないので難しいが、自分と他人との適切な境界線を引く（適切なバウンダリーを保つ）

ことで、対人関係の課題が見えてくると言われている。バウンダリーには責任、時間、身体、金銭、性など

さまざまなバウンダリーがある。 

 

¨ ピアカウンセリング/ピアカウンセラー 

リカバリーの途上にある人同士が互いに傾聴を通して支え合う方法。始める前に、ペアを組んだ相手とどの

くらいの時間を分け合って話すかを決める。一人が話しているときは、もう一人は話を中断することなく傾

聴する。役割を交代して同じ時間実施する。 これはアドバイスをすることなく傾聴する練習である。ピア

カウンセラーはこれらのトレーニング（ピアカウンセリング講座等）を受講・修了し、実践している人をい

う。 

 

¨ ピアサポート 

同様の辛い経験をしている仲間同士による対等な関係性のなかで生まれる支え合いの営みのすべて。ピア

（Peer）は仲間、対等、同僚という意味。ピアサポートには、自然発生的に生まれるインフォーマルなピ

アサポート、意図的に声をかけられたフォーマルなピアサポート、さらに仕事として働いているピアサポー

ターやピアスタッフなど多様なかたちがある。 

 

¨ ピアスタッフ/ピアサポーター 

自身の経験を生かして、自身と同様の辛い経験をしている人とともに互いにリカバリーの道を歩む促進者を

いう。雇用契約を締結し、報酬給与を得ている人から、ボランティアで自助グループやピアサポートグルー

プでファシリテーターとして活動する人など様々である。前者をピアスタッフ、後者をピアサポーターと定

義する場合もある。 

 

¨ ピアスペシャリスト 

自身の経験を生かして相手のリカバリーに貢献する新たな職種として生まれた州認定の資格。州によって呼

び名は異なる場合もある。州認定のトレーニング、資格試験を受けて合格したもので、更新制で研修やスー

パービジョンなどでトレーニングを積むシステムになっていることが多い。 

¨ ピアヘルパー 

支え合いの理念を生かして、ヘルパー２級（現在の介護職員初任者研修）講座を修了した精神障害のある当

事者が、当事者に家事支援を行っている者をいう。1999年の精神保健福祉法改正、2002年より精神障害

ホームヘルプサービス（精神障害者居宅介護等事業）が市町村を実施主体となったことで、当事者にとって

利用しやすいホームヘルプサービスの提供を目的に、2001年に大阪府の単独事業として精神障害者ピアヘ
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ルパー養成講座を実施したことに始まる。ピアヘルパー養成プログラムとは、精神障害者を受講生とした訪

問介護員を要請するヘルパー２級課程のことで、精神障害者の特徴を考慮したプログラム構成になってい

る。 

 

¨ ファシリテーター 

ミーティングやグループ、クラスなどで刺激的な質問をするなど、議論を生み出し、促進する役割をとる

人。ファシリテーターは教師や講師ではなく、構成員の持っているものを引き出すように働きかける。ピア

サポート講座では、安心して自らの経験を語ることができる場づくりと、互いに支え合い、リカバリーを促

進するような働きかけを行う。 

 

¨ リカバリー 

大きな困難に囚われた生き方や生活から、自分らしい生き方に向けて歩む過程をいう。自分らしい生き方は

一人ひとり異なり、またそこに向けて歩く道もそれぞれ異なる。つまりリカバリーは一人ひとり異なる。ま

た、たどり着いた結果を意味するのではなく、歩み始める一歩からリカバリーは始まっており、行き着くま

での旅路（プロセス）そのものがリカバリーであることを意味する。リカバリーの主役はあくまでも当事者

本人である。一方で、リカバリーはすべての人に共通する概念でもある。リカバリーという言葉には多義的

で、「臨床的リカバリー」と「パーソナルリカバリー」と分けて整理される。 

 

¨ リカバリーストーリー 

リカバリーの途上にある人が語る人生の（一部分の）物語（体験談）。 

 

¨ リフレイミング 

出来事の枠組みを変えて前向きに捉えること。 

 

¨ ロールプレイ 

現実に起きる場面を想定して、複数の人がそれぞれ役割を演じ、疑似体験を通じて、スキルアップを目指す

参加型の学習方法の一つ。大切なことは役割になりきること。そうするとその役割のなかで湧いてくる感情

があり、それを共有することが大切である。 

 

¨ WRAP（ラップ/元気回復行動プラン） 

毎日を元気で豊かに生き、気分を乱すような状況への気づきを高め、調子が乱れた時に元気に向かうことを

促してくれる、自分で作る、自分のための行動プランをいう。精神的な辛さを経験するメアリー・エレン・

コープランド（アメリカ）らによって開発された。自分のトリセツ（取扱説明書）とも呼ばれている。日本

では各地でWRAPのコミュニティが形成されており、WRAPクラスや継続的な学びの場を緩やかに作って

いる。 
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用 語 解 説 

¨ アイスブレイク   

初対面の人同士が出会う時などの緊張を解きほぐすための手法。参加者の不安や緊張を氷（アイ

ス）にたとえ、「硬い氷をこわす、溶かす」という意味を持っている。集まった人を和ませ、コミ

ュニケーションを取りやすい雰囲気を作り、そこに集まった目的の達成に積極的に関わってもら

えるよう働きかける技術。 

 

¨ アイ（I）メッセージ 

「私は〜と思う」「私が〜と感じる」と「私」を主語にして伝えていくコミュニケーション。ユー

(You)メッセージは、自分の欲求、自分の本音を伝えずに相手を攻撃するようなメッセージの伝

え方になりがちであるが、アイメッセージは自分の本音や欲求を伝えながら、一方的にならず

「あなたはどう思う？」と相手と双方向のコミュニケーションが取れると言われている。 

 

¨ アサーション 

自分も相手も大切にしたさわやかな自己表現。自分の気持ちや考え、信念などが正直に、率直

に、その場にふさわしい方法で表現し、そして相手が同じように発信することを奨励しようとす

るコミュニケーションである。 

 

¨ エンパワメント 

社会や組織の一人ひとりが、抑圧されることなく、持っている力を発揮することで大きな影響を

与えるようになること。 

障害者福祉の分野では、障害者が本来持つ能力や権限を発揮することの重要性が指摘されてお

り、「障害者を保護すべき対象として扱うことが障害者の自立を妨げる社会的抑圧となり、結

果、人間として高い能力があるにもかかわらず人間としての生き方が保障されない状況に陥って

いるのではないか」という問題提起から生まれた考え方である。 

¨ スティグマ 

奴隷や犯罪者の徴、烙印、刻印を意味する言葉。元はイエスが磔刑となった際についた傷をい

う。一般市民が当事者に対して偏見や差別を持つパブリック（公衆）スティグマと、当事者自身

が他の人から差別や偏見を受けていると感じるセルフ（自己）スティグマがある。この両者は共

に影響を及ぼしあい、循環している。 

 

¨ ストレングス視点（理論・モデル） 

個人の強み（魅力、好きなこと、得意なことなど）と、取り巻く地域や環境の強みに焦点をあて

た見方のこと。病気や障害などに焦点が当てるのではなく、個人の強みや取り巻く環境の強みに

焦点を当て、これまでの見方を変えていこうとする理論 
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¨ セルフヘルプグループ（自助グループ） 

何らかの障害や困難、問題や悩みを抱えた人が同様の問題を抱えている個人や家族とともに当事

者同士の自発的なつながりで結びついた集団のことで、このかかわりの中で自ら問題への取り組

む姿勢や理解の仕方、自己変容的な成長が期待されること、また彼らを取り巻く地域社会とのか

かわり方、受け入れられ方にも変化が出てくることなどがある。この取り組みはアメリカで

1935年にアルコール依存症の当事者の集まり（AA：アルコホーリクス・アノニマス）から始ま

り、その後さまざまな嗜癖に悩む当事者、メンタルヘルス領域を超えたさまざまな自助グループ

へと広がっている。セルフヘルプ（自助）は自身の人生と健康に自分自身で責任を持つことを意

味します。 

 

¨ 当事者運営サービス 

精神障害のある当事者によってすべて運営されている事業所。これらの事業所は権利擁護や教

育、そして支援が提供され、一般的に非営利組織である。 

 

¨ バウンダリー 

境界線。自分と他人との境界線を意味する場合と、自分自身のなかでの境界線を意味する場合が

ある。境界線の多くは目に見えないので難しいが、自分と他人との適切な境界線を引く（適切な

バウンダリーを保つ）ことで、対人関係の課題が見えてくると言われている。バウンダリーには

責任、時間、身体、金銭、性などさまざまなバウンダリーがある。 

 

¨ ピアカウンセリング/ピアカウンセラー 

リカバリーの途上にある人同士が互いに傾聴を通して支え合う方法。始める前に、ペアを組んだ

相手とどのくらいの時間を分け合って話すかを決める。一人が話しているときは、もう一人は話

を中断することなく傾聴する。役割を交代して同じ時間実施する。 これはアドバイスをするこ

となく傾聴する練習である。ピアカウンセラーはこれらのトレーニング（ピアカウンセリング講

座等）を受講・修了し、実践している人をいう。 

 

¨ ピアサポート 

同様の辛い経験をしている仲間同士による対等な関係性のなかで生まれる支え合いの営みのすべ

て。ピア（Peer）は仲間、対等、同僚という意味。ピアサポートには、自然発生的に生まれるイ

ンフォーマルなピアサポート、意図的に声をかけられたフォーマルなピアサポート、さらに仕事

として働いているピアサポーターやピアスタッフなど多様なかたちがある。 

 

¨ ピアスタッフ/ピアサポーター 

自身の経験を生かして、自身と同様の辛い経験をしている人とともに互いにリカバリーの道を歩

む促進者をいう。雇用契約を締結し、報酬給与を得ている人から、ボランティアで自助グループ

やピアサポートグループでファシリテーターとして活動する人など様々である。前者をピアスタ

ッフ、後者をピアサポーターと定義する場合もある。 
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¨ ピアスペシャリスト 

自身の経験を生かして相手のリカバリーに貢献する新たな職種として生まれた州認定の資格。州

によって呼び名は異なる場合もある。州認定のトレーニング、資格試験を受けて合格したもの

で、更新制で研修やスーパービジョンなどでトレーニングを積むシステムになっていることが多

い。 

¨ ピアヘルパー 

支え合いの理念を生かして、ヘルパー２級（現在の介護職員初任者研修）講座を修了した精神障

害のある当事者が、当事者に家事支援を行っている者をいう。1999年の精神保健福祉法改正、

2002年より精神障害ホームヘルプサービス（精神障害者居宅介護等事業）が市町村を実施主体

となったことで、当事者にとって利用しやすいホームヘルプサービスの提供を目的に、2001年

に大阪府の単独事業として精神障害者ピアヘルパー養成講座を実施したことに始まる。ピアヘル

パー養成プログラムとは、精神障害者を受講生とした訪問介護員を要請するヘルパー２級課程の

ことで、精神障害者の特徴を考慮したプログラム構成になっている。 

 

¨ ファシリテーター 

ミーティングやグループ、クラスなどで刺激的な質問をするなど、議論を生み出し、促進する役

割をとる人。ファシリテーターは教師や講師ではなく、構成員の持っているものを引き出すよう

に働きかける。ピアサポート講座では、安心して自らの経験を語ることができる場づくりと、互

いに支え合い、リカバリーを促進するような働きかけを行う。 

 

¨ リカバリー 

大きな困難に囚われた生き方や生活から、自分らしい生き方に向けて歩む過程をいう。自分らし

い生き方は一人ひとり異なり、またそこに向けて歩く道もそれぞれ異なる。つまりリカバリーは

一人ひとり異なる。また、たどり着いた結果を意味するのではなく、歩み始める一歩からリカバ

リーは始まっており、行き着くまでの旅路（プロセス）そのものがリカバリーであることを意味

する。リカバリーの主役はあくまでも当事者本人である。一方で、リカバリーはすべての人に共

通する概念でもある。リカバリーという言葉には多義的で、「臨床的リカバリー」と「パーソナル

リカバリー」と分けて整理される。 

 

¨ リカバリーストーリー 

リカバリーの途上にある人が語る人生の（一部分の）物語（体験談）。 

 

¨ リフレイミング 

出来事の枠組みを変えて前向きに捉えること。 

 

¨ ロールプレイ 

現実に起きる場面を想定して、複数の人がそれぞれ役割を演じ、疑似体験を通じて、スキルアッ
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プを目指す参加型の学習方法の一つ。大切なことは役割になりきること。そうするとその役割の

なかで湧いてくる感情があり、それを共有することが大切である。 

 

¨ WRAP（ラップ/元気回復行動プラン） 

毎日を元気で豊かに生き、気分を乱すような状況への気づきを高め、調子が乱れた時に元気に向

かうことを促してくれる、自分で作る、自分のための行動プランをいう。精神的な辛さを経験す

るメアリー・エレン・コープランド（アメリカ）らによって開発された。自分のトリセツ（取扱

説明書）とも呼ばれている。日本では各地でWRAPのコミュニティが形成されており、WRAP

クラスや継続的な学びの場を緩やかに作っている。 
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参考になる Web サイト 

 

日本ピアスタッフ協会 

https://peersociety.jimdo.com 

 

一般社団法人 日本メンタルヘルス ピアサポート専門員研修機構 

https://pssr.jimdo.com/平成 30 年度-ピアサポート専門員養成研修/ 

 

国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

https://www.ncnp.go.jp/nimh/index.html 

 

コンボ：認定特定非営利活動法人 地域精神保健福祉機構 COMHBO 

https://www.comhbo.net 

 

International Association of Peer Supporters(iNAPS)(国際ピアサポーター協会) 

https://www.inaops.org 

 

WRAP の道具箱 

http://wrap-jp.net/index.html 

 

Copeland Center for Wellness and Recovery（コープランドセンター） 

https://copelandcenter.com 

 

Intentional Peer Support (IPS)(意図的なピアサポート) 

https://www.intentionalpeersupport.org 
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（例）精神障がい者の支え合い講座（ピアサポート講座） 

～つながりの中で自分らしい生き方を見つけてみませんか～ 

開  催  要  項 

 

１ 研修目的（例） 

  身近な地域において、精神障がい者のピアサポート活動ができる人材の育成と、ピアサポート

活動の普及を図り、ピアサポート文化を広げることを目的とする。 

 

２ 主催 

  （主催団体） 

 

３ 日時 

  全３回／いずれも１０：００～１５：００ 

  第１回：平成 年 月 日（ ）、 

  第２回：平成 年 月 日（ ）、 

  第３回：平成 年 月 日（ ）、  

 

４ 会場 

   

５ 研修内容、講師（例） 

  第１回…テーマ：「自分らしい生き方って何？～リカバリーとピアサポート～」  

講義、グループワーク  

  第２回…テーマ：「リカバリーストーリーを語ろう・聴こう」 

体験談聴講、グループワーク  

  第３回…テーマ：「ピアサポートの実践に向けて」 

講義、グループワーク 

  講師：             ファシリテーター：  

 

６ 受講対象者（例） 

  ピアサポートに関心があるすべての方へ 

当事者、支援者、家族、相談支援専門員、障害福祉サービス事業所職員、行政職員等 

※原則３回全て受講することとする。 

 

７ 申込み方法（例） 

８ 参加費等 

９ 問い合わせ先 
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ピア文化を広める研究会 委員および協力者一覧 

 

代表 相川 章子  聖学院大学心理福祉学部 

委員 荒井 浩道  駒澤大学文学部 

委員 濱田 由紀  東京女子医科大学看護学部 

委員 種田 綾乃  神奈川県保健福祉大学保健福祉学部 

委員 安井 直子   University of Southern Maine Councelor Education 

協力 けんちゃん  絆 with ピア 

協力 なおちゃん  Hands to hands(ハンズトゥーハンズ) 

協力 堀野さん    Hands to hands(ハンズトゥーハンズ) 

協力 上尾市ピアサポート講座企画委員 

協力 PRF（ピーアールエフ）(埼玉県上尾地域ピアサポート講座修了者の任意のピアサポートグル

ープ) 

協力 川口市ピアサポート講座企画委員 

協力 川口市精神障害者の会「よつば」 

協力 絆 with ピア (新潟県上越圏域のピアサポート講座修了者が設立した任意のピアサポート

グループ) 

協力 上越のピアサポートを考える会 

協力 Hands to hands(ハンズトゥーハンズ) (新潟県下越圏域でピアサポートを

考える会から発展しピアサポート講座修了者が設立した任意のピアサ

ポートグループ） 

協力 Warmth of Peers(ウォームズオブピア)  (新潟県新潟圏域のピアサポート

講座を修了者が設立した任意のピアサポートグループ) 

相談役 Mark Salzer  Temple University College of Public Health 

  

執筆・全体構成・監修 : 相川 章子 

リカバリーストーリー執筆者：けんちゃん・ジョーダン・みぃたん・奥原徳子・他１名 
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あとがき 

 

本テキスト作成にあたっては、「ピア文化を広める研究会」メンバーの皆様にご協力いただき、数

度にわたる意見交換会を開催いたしました。 

ピアサポート講座はこれまでに各地で 50回以上開催されています。それぞれの講座では、参加さ

れる一人ひとりのリカバリーストーリーが響き合います。その積み重ねの中で、講座のプログラム
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けんちゃん、みぃたん、奥原さん、ジョーダンさん、その他１名さん、どうもありがとうございま

す。 

 このテキストを手に取ったみなさまとともにリカバリーの道を歩み続けたいと願っております。 

 

２０１９年３月 
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代表 相川 章子 
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Ⅰ．ピアサポート講座ファシリテーター育成講座の目的・意義 

１．ピアサポート講座の経緯 

2010 年秋に杜の家（上尾市）を実施主体として初めてのピアサポート講座が実施されま

した。それ以降、実施主体を上尾市に移行し毎年開催しています。また、新潟、仙台、埼玉

などで実施するようになり、これらの講座を通して経験のある当事者の方の力を実感し、リ

カバリー志向への転換の必要性を認識する機会となるとともに、ピア文化を継承し、広めて

いく必要性を感じるようになりました。ピア文化をより多くの方と共有し、広めていくにあ

たり各地での講座開催のファシリテーター育成が課題となっています。 

２．目的 

ピアサポート講座の目的はピアサポート文化を広めることです。本育成講座はピアサポー

ト講座開催のために必要なファシリテーターの育成をするとともに、ピアサポート講座の内

容を深め、地域社会に根付いた活動をともに行う担い手を育成します。 

３．意義 

ピアサポート文化を広めていくことで、多様な人々がともに生きる社会の中で、誰もが安

心して暮らしやすい地域社会を育みます。 

 

² 講座の目的や意義で、付け加えた方が良いことがあればあげましょう。 
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Ⅱ．ピアサポート講座とは？  

１． ピアサポートとは？ 

（１） ピアサポートとは？ 

 

 

 

 

 

 

（２） ピアサポートの価値 

 

 

 

 

 

 

（３） ピアサポートを展開する上での原則 

• 地域性重視の原則：それぞれの地域性を重視します 

• 既存のピアサポート重視の原則：すでにある支え合いの文化（言葉を含む）を重視し

ます 

• プロセス重視の原則：講座を開催することではなく、講座開催に向けて地域の人々が

集まって検討していく企画会議（仮）の過程や、また講座を終えたのちの未来の有り

様につなげていく場であることを重視します 

• 協働の原則：経験のあるご本人、家族、支援者、行政職員、ボランティア、地域住民

など地域で暮らす全ての人々とともに学び、考え、言葉を紡ぎ、共同作業（グループ

ワーク）する中で「対等」「ともに学ぶ」「協働」を体感するプロセスを大切にします 

２． ピアサポート講座とは？ 
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Ⅲ. ファシリテーターとは？ 

1. ファシリテーターとは？ 

ファシリテーターとは、「プロセスに働きかける（介入する）ことを通して、グルー

プの目標をメンバーの相互作用により共有し、その目標を達成することとメンバー間の

信頼感や一体感を促進する働き（ファシリテーション）をする人」です。 

ピアサポート講座の「グループの目標」はピアサポートについて広い意味での“学

習”であるので、ピアサポート講座でのファシリテーターは、ピアサポートについての

“学習”を促進することです。広い意味での“学習”とはコンテント（内容）レベルで

のものだけでなくて、むしろ、人としての成長、どう生きていくかに関すること。言い

換えれば、人の気づき、成長（変化）にかかわることです。 

 

  ☝Point☝ 

l ファシリテーターは個人とグループの「学び」、「気づき」、「成長」のプロセスにか

かわるひと 

l 経験の語りを促進するひと 

l 人とのつながり、相互作用を促進するひと 

l 安心する場を促進するひと 

l 「場」にいる一人一人（の成長）を信じるひと 

l 「場」を信じる人 

 

2. ファシリテーションとは？ 

ファシリテーションは関わり方の一つです。 

ご本人（グループ）を尊重しながら、成長を促進し、目標達成に向けて自己決定し、行

動していくことを促進していくことです。 

    

◇ ファシリテーターとは？ 

あなたの言葉で説明しましょう。 

 

 



 10 

 

◇ ファシリテーションとは？ 

あなたの言葉で説明しましょう。 

 

 

 

3．ファシリテーターが大切にすること・心構え 

（１）ファシリテーターの心得７か条 

①個の尊重 

 講座にかかわるすべての一人一人が主役です。 

「経験の語り」一つ一つを大切にします。 

主体的に、その場に存在していることを尊重します。 

 ②参加者を信じ、参加者の成長を信じること 

参加者を信じます（ファシリテーターが責任を必要以上に感じないことです） 

参加者の成長を信じます。 

 ③一人一人の経験を尊重すること 

  すべての語りに意味があり、出された言葉には全て意味があ 

  り、思いがあり、尊重すべき貴重な声の宝庫です。 

④場を信じ、場に委ねること 

 ファシリテーターが場を支配することなく、ともにあること 

 ⑤親密さを持って、楽観的、開放的に関与すること 

  その場で起こっていること（プロセス）をよく観察し、状況を 

  把握し、参加者が温かな双方向のコミュニケーションができる 

  ような雰囲気づくりに心がけること 

   

◇ 具体的にどのようなことか説明しましょう。 
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4．ファシリテーターの役割 

（１）共通の役割 

• 企画委員メンバーとの協働・連携 

• 講座全体の把握と進行 

• 参加者が「経験の語り」を安心してさしだせる空間、場づくりの促進（最初のルール、

講座中参加者からの語りを大切にする姿勢など） 

• 参加者同士が安心してつながり、互いにコミュニケーションを育む場づくりの促進 

 

（２）メインとサブの主な役割分担 

メインの役割 サブの役割 

・主に進行する 

・主に説明等を行う 

 

・メインのサポート 

・場全体を見ている 

・必要な合いの手を入れ

る 

・補足等を行う 

・必要に応じて書記など

を行う 

 

◇ メインとサブの役割分担について 

メインとサブがいることでメリットをあげましょう。 

 

 

 

メインとサブの役割分担で疑問や課題をあげましょう。 
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（３）グループにおけるファシリテーターの役割 

①メンバー一人一人のプロセスを捉えること：「見る、聴く、感じる」 

②グループの中で起こっているプロセスを捉えること：「見る、感じる、働きかける」 

③メンバー間でのコミュニケーションのファシリテート：「ズレの整理、中立であるこ

と」 

④グループやメンバーの力を信頼すること：「信頼する、待つ、サポートする」 

⑤グループの中での存在のあり方：「共に学ぶ関係作り、純粋であること」 

⑥ファシリテーター同士の関係性：「相補性、チームとして機能する」 

 

² グループでのファシリテーターで困ったなぁと思ったことをあげましょう。 

 

² グループでのファシリテーターで成功したな！いいグループだった！と思った時

のグループはどんなグループでしたか？ 

 

 

 

 

 

 

² あなたがグループファシリテーターになりました。何を心がけますか？ 
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Ⅳ．講座を始めるまで 

プログラム全体・役割とその分担・その他準備するもの 

 

（１）参加者数（上限など） 

• 参加者数 30名前後が望ましい 

• グループ 5名ずつ６グループ前後 

 

（２）必要物品 

• プロッキー10色セットグループ数（下に写らないマジック） 

• ポストイット（75mm四方）３〜4色（各グループに各色50〜100枚ずつ 

• メンディングテープ 

• A3・A4カラー用紙、白コピー用紙 

• 模造紙または大きなポストイット グループ数＊２ 

• お菓子やお茶、紙コップなど 

 

（３）備品 

• マイク ２〜３本 

• プロジェクター、スクリーン、パソコン 

• 机・椅子 

• ホワイトボードもしくは黒板 

 

（４）配置 

• 初日前半はロの字（１グループで） 

• 午後グループワークでは 4〜6名ずつのグループに分かれます 

（なるべくスクリーンを背になる人がいないような配置の工夫） 

＊場のセッティングは、グループワークがやりやすいように、スムーズに進行するために、 

 

（５）役割分担 

• 総合司会者 １〜２名 

• 講座ファシリテーター（進行＆語りの促進者）２〜3名 ＊すべてのコマの基本系は主

（メイン）と副（サブ）の二人体制 

• グループファシリテーター（グループ数の人数）４〜６名 

• ストーリーテーラー（体験談を差し出す人） 

• コマ担当の講師 
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² ピアサポート講座のプログラムの特徴をあげましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

² プログラム全体について、疑問や課題、改善点があればあげましょう。 
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Ⅴ．毎日の共通プログラム 

 

１． 講座の中で大切にすること 

（１）司会者・ファシリテーターの自己紹介 

・ 参加者が安心するために、この場の構成している人がどんな人たちであるかを知ること

で安心し、所属感が持てます。 

・ マイクを持つ司会者・ファシリテーターの自己紹介、自身の役割について説明します。 

 

 

（２）居心地のいい場づくり 

 

司

司会者
ファシリテーター

自己紹介

F

居心地のいい場づくりのためのルール
私たちはお互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にした
いと思っています．
そのために以下のことをここでのルールとしましょう。
• 今日，呼ばれたい名前で呼び合いましょう．名前を呼ぶだけで，
尊重されていると感じます．
• 話している方のお話は最後まで聞きましょう．
• でも、場にいる人すべての方に思いがあります．それぞれの方
がお話できるように心がけましょう．
• また，話したくないことや話したくない時もあります。無理強
いはせず，その思いも尊重し合えるといいと思います．
• ここでのお話はここだけにとどめましょう（秘密保持）。
• �（アイ）メッセージ（私を主語）で語りましょう。
• ひとりひとり話終わった後は感謝の合図に拍手をしましょう。

F

���

.�	�������� �
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・ ピアサポート講座は、参加者の経験が共鳴しながらつくりあげられる場と時間であり、

そのことがピアサポート体験そのものとなる。 

・ そのため、参加者が自由に、安心して語り合える場をつくることがファシリテーターと

しての最大の役割。 

・ しかし一人が話しすぎてしまったりした場合に、静止することなく、互いに譲り合う場

を設定としてつくるために、事前にルールを読み上げる。 

・ 上記スライドの内容について、ゆっくりと読み上げる。自分なりの言葉にしても良い。 

 

・ 受講者に、居心地が良くするためにあったらいいルールを聞き、出た意見について、受

講者ルールとして加えて良いか聞き、概ねの同意が得られたら書き加える。（模造紙や

ホワイトボードに書いておく） 

・ 初日に出ない場合があるが、途中で気づいたら書き加える。二日目以降も同様に聞く。 

 

２． ウォーミングアップ 

 

F

居心地のいい場づくりのため
にみんなで出し合うルール

��"
• ��� ����
�	������
• ������������
• !��(��

お互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間にするために、
皆さんにとって必要なルールがあれば出し合いましょう。

�
.�	�����
����� �

F

ウォーミングアップ
自己紹介（一人 分）

•呼ばれたい名前
•アイスブレイクなテーマの自己紹介（例）マ
イブーム、好きな食べ物���
•もしもあれば・・・みんなに知っておいてもらい
たいこと（今日の調子など・・・）

＊一人ひとりの自己紹介の後に感謝の拍手！

���

.�	�������� �
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・ 緊張をほぐし、安心していられる場づくり 

・ アイスブレイクのいろいろ（試してみましょう） 

・ 自己紹介はゆっくりたっぷり、拍手で承認 

 

² これまで行ったウォーミングアップでよかったなぁと思うものをあげましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

² それは何がどのようによかったのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 休憩 

・ １時間に 10分程度取るようにする。 

・ 休憩時間は参加者同士のおしゃべりや交流の時間。賑やかな休憩時間になれば交流が

促進されているバロメーター。 

 

４．プログラムの説明 

・ 三日間のプログラムの全体像の説明 

・ １日目のタイムスケジュールの説明 

・ 参加者は三日間がどのようなことをするのか、また今日１日がどのような流れで、何を

するのだろうか（させられるのだろうか）と不安に感じている。初日のオリエンテーシ

ョンは十分にゆっくり行い、不安を取り除き、安心して参加できるよう心がけましょう。 

・ 都度、質問等を受けながら進めましょう 
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５．グループワーク 

・ その日の思いを味わい尽くすためのグループワークへの導入 

・ アイディアを出し合い、共につくる、共に感じるグループワークへの導入 

・ I（アイ）メッセージ必要性の説明 

・ グループではグループファシリテーターは一人一人の語りを尊重した場づくりの促進

（参加者を信じ、場に委ね、見守りながら焦らずに） 

 

・ グループのなかでもはじまりのルールによって居心地の良いグループを目指します。 

 

・ 各グループにグループファシリテーターがいることが望ましい。 

・ グループファシリテーターは、グループワークの趣旨を理解し、グループワークで気を

つけることを理解し、安心で安全な場づくりのなかでそれぞれの経験が安心して語られ

るファシリテート（促進）できることが望ましい。 

・ いない場合は、上記スライドの内容を担うことで役割は十分に果たすことができます。 

もう一度確認しましょう
ーこんな場に・空間に・時間にー

私たちはお互いに居心地がいい安心できる空間，場，時間
にしたいと思っています．
そのために以下のことをここでのルールとしましょう。
•今日，呼ばれたい名前で呼び合いましょう．名前を呼ぶだ
けで，尊重されていると感じます．
•話している方のお話は最後まで聞きましょう．
•でも、場にいる人すべての方に思いがあります．それぞれ
の方がお話できるように心がけましょう．
•また，話したくないことや話したくない時もあります。無
理強いはせず，その思いも尊重し合えるといいと思います．
•ここでのお話はここだけにとどめましょう（秘密保持）。
• I（アイ）メッセージ（私を主語）で語りましょう。
•ひとりひとり話終わった後は感謝の合図に拍手をしましょ
う。

F

�
.�	�����
����� �

グループワークの方法
1. 各グループで以下の二つの役割を決めてください。
• 「ファシリテーター」主に司会的な役割を担う
• 「発表者」グループごとの発表をする

2. それぞれの役割
•「ファシリテーター」の役割
「では、始めましょう」「まずは自己紹介から始めましょう」
「再度、呼ばれたい名前と今の気持ち（感想）を一言ずつ話し
ていきましょう。そのあとは自由に話していってください」と
いう感じで進めてください。
•「発表者」の役割
最も印象に残った話などを3分程度でお話しください。
グループの意見をまとめなくてもいいです。

F

�
.�	�����
����� �
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６．グループワークの共有（グループ発表） 

 

・ 場全体で各グループで話し合われたこと、出された意見、感想を共有しましょう。 

・ 各グループ３分程度の発表（時間は残り時間を図りながら） 

・ 発表者は個人的な感想を述べても良いし、皆の出された意見を集約して発表しても良い

し、印象に残ったことを紹介してもらっても良い。 

・ それぞれのグループの発表が終わるごとに拍手を忘れずに。 

・ グループ発表は参加者から募る、どうしてもいない場合はファシリテーターが発表 

・ グループ発表は参加者から募る、どうしてもいない場合はファシリテーターが発表 

７．振り返り・まとめ 

• 今日の１日の学びのまとめをする。（何を学んだのか、目次を紹介する） 

• 質問や疑問を出し合う時間をたっぷりとりましょう 

• １日の感想を共有しましょう 

 

 

F

グループ発表
•各グループ発表
•グループではどのような感謝・感
想・意見がありましたか？
•印象に残ったことをお話ください。
•グループメンバーからお話したいこ
とがあればどうぞ。
•1グループ 3分ずつ

���

.�	�������� ��

F

一日のふりかえり
皆さんと共有したい思い・気づき・感想、

またわからなかったことや質問・疑問など
があれば出し合いましょう。

���

.�	�������� ��
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² 質問には誰がこたえるのでしょう？ 

² １日の感想を共有する方法は？ 

 

８．次回のインフォメーションと確認 

・日時と場所、持ち物等について連絡します。 

・宿題等があれば案内します。 

 

９．1 日を閉じる 

・ １日の終わりは、一日頑張った自分に拍手、グループの皆さんに感謝の拍手、この場に

集まってくれたみなさんに感謝の拍手をして閉じましょう。 

 

10．企画委員とファシリテーターでの振り返り 

・ 毎回、企画委員とファリシテーター、講師は終了後にその日の振り返りを行いましょう。 

・ 各々の感想、各グループの様子、ファシリテーターとして気づいたことなど出し合いま

しょう。 

グループの皆さんに感謝と
自分へのねぎらいと
今日集まった皆さんに

拍手

おつかれさまでした
司

���

.�	�������� ��
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Ⅵ．ピアサポート講座１日目〜リカバリーとピアサポート〜 

１．講座の導入 

（１）司会者・ファシリテーターの自己紹介 

・ 参加者が安心するために、この場の構成している人がどんな人たちであるかを知ること

で安心し、所属感が持てます。 

・ マイクを持つ司会者・ファシリテーターの自己紹介、自身の役割について説明します。 

 

（２）ピアサポート講座の目的 

 
・ 主催者もしくは司会者より講座の目的について説明します。 

・ 企画書もしくは実施要綱などに記載されているもので可。 

 

司

司会者
ファシリテーター

自己紹介

F

司F

ピアサポート講座の目的
（実施要綱・企画書より抜粋：主催者説明）
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（３）3 日間のプログラムの紹介 

 
・ 三日間のプログラムは長く不安を感じる方も多い。 

・ 何をするのかが初めに説明があると見通しが持てて安心が得られます。 

・ ファシリテーターはプログラム全体についてどんな説明があると安心するかを想像して、

説明しましょう。 

（４）１日目のプログラムの説明 

 ・司会がいる場合は司会が行います。 

・今日一日の流れについて説明します。 

 ・P  「今日一日の流れについて説明する」参照 

 

F

三日間のプログラム内容
1日目：リカバリーとピアサポート

リカバリーストーリーを味わい共有する
リカバリーとは？ピアサポートとは？

2日目：リカバリーストーリーを語ろう・聴こう
コミュニケーションスキルを磨く
バウンダリーとは？
リカバリーストーリーを語ろう・聴こう

3日目：[例]ピアサポートの輪を広げよう
ピアサポート体験リレートーク
[例]ピアサポートの輪を広げよう


	�������
������ �

F

今日一日のながれ

居心地のいい場のルールの確認・ウォーミングアップ
1.【体験談】
リカバリーストーリーを聴き・共有しましょう
（休憩）
２.【講義】
リカバリーとピアサポート
リカバリーとは？ピアサポートとは？
３.【グループワーク】
リカバリーストーリーを聴いて
４. グループ発表と一日のふりかえり


	�������
������ �
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（５）居心地のいい空間・時間・場のためのルールの確認  

・P  「居心地のいい空間・時間・場のためのルール」参照 

（６）ウォーミングアップ 

 ・P  「ウォーミングアップ」参照 

・アイスブレイクをしながらウォーミングアップ。 

・前回の復習を、参加者のみなさまと思い出しながら振り返ります。 

・ファシリテーターは前回のプログラムのポイントやキーワードを読み上げて、みなさん

が思い出しやすくなる促します。 

（７）講座１日目のプログラムの意図・位置づけ・プログラムとその内容につい

て 

 ・リカバリーストーリーの共有はピアサポート講座の核になる。ピアサポートそのもので

あり、ピアサポートの接着剤であり、ピアサポートが生まれるきっかけとなります。 

 ・リカバリーストーリーの価値について触れます。 
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２．１日目プログラム 

（１）リカバリーストーリー 

• リカバリーストーリーを安心して語れる場のセッティング、 

• 落ち着いて差し出されたリカバリーストーリーを受けとめる場のセッティング 

• 味わい共有するセッティング 

• リカバリーストーリーを語る方（ストーリーテーラー）への敬意をもって紹介し、拍手

をもって語りへと促します。 

 

 

 

 

「私のリカバリーストーリー」

人生の旅路、私だけの道のり、そのプロセス

F

�
�	
���	��������.���4������ 

聴くときに大切なこと
この場かぎり．この場で味わいましょう．
l感謝する

人生の物語を差し出してくださったことに敬意と感謝
l評価しない

すべて価値ある、尊重すべき物語
l尊重する

語り手の人生とその語りを尊重する
l共感する

同様の経験があれば、存分に共感しながら聴く
l参考にする

取り入れられる部分は、自分なりに取り入れる
抜粋：SDMーJ（SHARE）ピアスタッフ研修（2014/7/11-13）澤田さん作成PPT

F

�
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・ 語り終わった後に、まずファシリテーターは感謝の言葉を述べ、ねぎらい一言、Iメッセ

ージの感想を述べます。そのことで、リカバリーストーリーを受け止め、また語ってく

ださった方を受け止めます。 

・ ファシリテーターとしてもっとも重要な役割です。 

 

 

☝Point☝ 

l リカバリーストーリーを語っていただいた後に、受けとめ、感謝を述べ、感じた思

いを一言伝えることが、ファシリテーターの最も大切な役割です。 

l 語り手が、語ってよかった、と思える経験になるように。 

 

「私のリカバリーストーリー」
語りに耳を傾け、味わい、

共有しましょう。

さん

さん

F

�
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どうもありがとうございます

リカバリーストーリーを語ってくださっ
た方に感謝の気持ちを伝えましょう。

F

�
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² 今までの人生のなかで、様々な経験をされてきています。よかったなぁ、と思うこと、

今の自分に影響を及ぼしている経験を挙げましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

² 自分らしい生き方ってなんだろう？これまでの人生をふりかえり、自分の人生を自分

で選択し、決めて、歩んできたと思うことを挙げましょう。 

 

 

 

 

 

 

² リカバリーって？なんでしょう。あなたの経験を通して、あなたの言葉で説明してみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

² 聞き手としてこれから差し出されるリカバリーストーリーを受け止めるときに、どの

よう場になっていると落ち着いて、安心して聞けますか？ 
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² 語り手の経験がある方、語るとき、どのような導入のされ方をすると話しやすいです

か？ 

 

 

 

 

 

 

² 語り手の経験がある方、語った後にどのように受け止めてもらうと、「話してよかった」

と思えますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）リカバリーストーリーの共有 

• リカバリーストーリー語り終わった後に、感謝を述べたのちに、その時に感じた率直

な思いを述べましょう。その時に、あなたの経験も交えながら、I メッセージで率直

な感想を述べましょう。 

• そうすると参加者も自分の経験と重ねながら率直な感想を語っても良いと思えます。 

• 参加者からの感想もまた「経験の語り」であり一つ一つを大切にしながら進行しまし

ょう。 

 

「私のリカバリーストーリー」
を聞いて

•リカバリーストーリーを聞いて今、なにを感じてい
ますか。
•自分の経験を振り返り、また重ね合わせた方もい
らっしゃるでしょう。
•自分自身の経験を語りたくなっている方もいらっ
しゃるでしょう。
•今、あなたの中に起きている感情や気持ち、気づき
もまた、一つの経験としてとても大切なものです。
•そして、今沸き起こっている気持ちを率直に伝えて
みまょう。

F
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² 実際にやってみましょう！二人組になり、交代でリカバリーストーリーを語り、聴き

ます。聴き手は感謝を述べた後に、一言、感想を伝えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

   □ I（アイ）メッセージで伝えましたか？ 

   □ 自分の経験も交えながら伝えられましたか？ 

   

² リカバリーストーリーを聞いた直後は、胸がいっぱいになり、すぐに言葉が出てこない

経験はありますか？その胸がいっぱいな気持ちを語りにするには、どういう状況がある

と語りになりそうでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

² 心がけたことは？ 

 

 

 

 

 

 

 

（３）リカバリーとは？ 

・ リカバリーとは？の講義の後に、参加者一人ひとりが「リカバリー」の主体であること

を知るために、個人ワークを行い、グループ等で共有しましょう。 

・ ファシリテーターは自分の個人ワークを紹介しましょう。 

・ 個人ワークの時間を３分ほど、その後、グループで共有する時間を 10分ほどとります。 

・ ２つのワークは時間を見ながら、どちらか一つを選んでも良いでしょう。 
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（４）ピアサポートとは？ 

・ ピアサポートとは？の講義の後に、参加者一人ひとりが「ピアサポート」の主体である

ことを知るために、個人ワークを行い、グループ等で共有します。 

・ ファシリテーターは自分の個人ワークを紹介しましょう。 

・ 個人ワークの時間を３分ほど、その後、グループで共有する時間を 10 分ほどとりまし

ょう。 

・ 時間を見ながらどちらか一つを選んでも良いでしょう。 

リカバリーって？①
～私の転機～

私の人生、振り返ってみれば苦しいこと、辛いことも
ありました。今、ここにくるまでの転機となった出会い
や、出来事をあげてみましょう。

F
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リカバリーって？②
～自分で決めて・歩んできた～

自分らしい生き方ってなんだろう？これまでの自分の
人生をふりかえり、自分で選択して、決めて、歩んでき
た！と思うことを挙げましょう。

F
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（５）リカバリーストーリーを聞いて、グループで共有 

・ P   「グループワーク」参照 

・ リカバリーストーリーを味わい尽くすためのグループワークへの導入 

・ I（アイ）メッセージの必要性の説明 

・ グループではグループファシリテーターは一人一人の語りを尊重した場づくりの促進

（参加者を信じ、場に委ね、見守りながら焦らずに） 

・ グループワークは何時までかの時間管理を行うのもファシリテーターの重要な役割です。 

 

ピア（対等な仲間）とは？

ピア＝対等な仲間、ときいて、思い浮かぶ人を思い浮
かぶだけあげましょう。今思い浮かんだ人は、どのよう
な関係ですか？

F
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ピアサポートに大切なこと
ピアサポート（仲間同士の支え合い）で大切だと思う

ことをあげましょう。

F
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² リカバリーストーリーを聞いた後、これまでにどのような気持ちになった経験があり

ますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

² リカバリーストーリーを「味わい尽くす」、率直に感じたことを「語り尽くす」こと

にどのような意味があると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループワーク】
リカバリーストーリー（体験談）を聴いて

l体験談（リカバリーストーリー）を聞
いて、感じたこと、思ったことを自由
に語りあいましょう。

lグループワーク 分
l 時 分まで

F

�
�	
���	��������.���4������ 
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（６）グループワークの共有（グループ発表） 

・P  「グループワークの共有（グループ発表）」参照 

・ グループワークの共有は、グループの冒頭で決めた発表者がグループの発表を担当し

ます。 

・ グループ発表はグループの意見をまとめる必要はなく、発表者が印象に残ったこと、発

表者がグループワークで感じたことを発表して良いことを強調しましょう。発表者の

負担を少なくして、安心して誰もが発表できる役割であることを強調しましょう。 

・ もしもグループメンバーで追加したい方がいれば、話していただいて構いません。ただ

し、ファシリテーターはグループの持ち時間を意識して、進行しましょう。 

・ ピアサポート講座は、より多くの方が参加することが大切です。グループワークはその

一つです。プレッシャーや安心できない場になることなく、一人ひとりが発言して、参

加してよかったと思えるような場づくりを常に心がけましょう。 

 

（７）振り返り・まとめ 

・ P「ふりかえり・まとめ」参照」 

・ 一日どうだったか、皆さんからの感想を聞き、次回に活かしましょう。 

・ 皆さんの表情の変化は何よりのバロメーターです。 

グループ発表
•各グループ発表
•グループではどのような感謝・感
想・意見がありましたか？
•印象に残ったことをお話ください。
•グループメンバーからお話したいこ
とがあればどうぞ。
•1グループ 3分ずつ

F

�
�	
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（８）次回の確認、インフォメーション 

・ P  「次回の確認、インフォメーション」参照 

・ 次回の確認（場所や日時）、宿題等があれば案内、次回の予告をします。 

・ 二日目のリカバリーストーリーを語り・聴くセッションの予告をして、そのために準備

をしておきたい方に宿題を伝えます。 

・ 必ずしも宿題をしなくても、当日語りたいことを語れば十分ですが、語りたいことがす

ぐには語れない方には、ヒントを伝えて準備をしていただきます。 

 

F

一日のふりかえり
皆さんと共有したい思い・気づき・感

想、またわからなかったことや質問・疑
問などがあれば出し合いましょう。

司 F

�
�	
���	��������.���4������ 

F

次回の予告

•３人組になって、お一人４分
ずつの「ちょこっと体験談（リ
カバリーストーリー）」を語っ
たり，聞いたりしてみます．

司 F

�
�	
���	��������.���4������ 
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・ ヒントとして下記のワークシートを紹介します。 

・ これにあてはめなくてもいいですし、書けるところから書くというのでもいいですし、

使い方も自由です。 

F

「ちょこっと体験談
（リカバリーストーリー）」

を語るとき…
•思いつくままに，今日出会った方のど
なたかに語るために，自分の経験のな
かで語りたいことを語る，ことです．
•準備をせずに当日思いついたままに語
るのでもOKです．
•伝えたいことを伝えられるように準備
をしてきてもOKです．

司 F

�
�	
���	��������.���4������ 

F

「ちょこっと体験談
（リカバリーストーリー）」

の準備の仕方

•あなたの自由におもいつくままに
かいてみましょう。
•なにからどう書いていいかわから
ない方は、ワークシートの項目で
書けそうなところからきっかけに
つくってみましょう。

司 F

�
�	
���	��������.���4������ 
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（９）1 日を閉じる 

・ P  「1日を閉じる」を参照 

・ 質問などがあればここでも受けましょう。 

・ １日の終わりは、一日頑張った自分に拍手、グループの皆さんに感謝の拍手、この場に

集まってくれたみなさんに感謝の拍手をして閉じる。 

  

FF
�

＊私のリカバリーストーリーをつくってみよう＊ 
氏名            

 
 リカバリーストーリーとは、人生の旅路の語りです。私たちの人生には、さまざまなことがあります。 
 さまざま出会い、経験、そこからの気づき、学び、そしてさまざまな感情をもって私たちは「今、ここ」にいます。 
 これらは、「私」だけのかけがえのない経験です。 
 それぞれの人生を振り返り、大きな困難や出来事を振り返り、思いつくままに書いてみましょう。 
思いつくままに語っていただくのでもOKです。 
なにもないと難しい、心配という方は、下記のワークシートをヒントに、思いつくままにつくってみるのも良いと思います。 

 リカバリーストーリーに不正解はありません。すべてが貴重な価値ある経験であり、語りです。 
 
（たとえば・・・） 

これまでの人生での
大きな困難、経験、
出来事を一つ 

それはいつ
頃？ 
 

どんな状況でした
か？ 

どんな気持ち 
でしたか？ 

転機となった 
出会い、出来事 

今、振り返っ
て思うこと 

これからの夢 

 

 
（あげお福祉会杜の家 精神障害ピアサポート講座作成ワークシートを相川アレンジ） 

���

.�	�������� ��

F

ワークシート（ヒント）
•人生をふりかえって印象的な出来事からつくり
始める。
•楽しかったこと，辛かったこと
•大きな困難（病気など）になって経験したこと
•転機となった出来事、出逢い
•そのときの思い，感じたこと
•今の夢，目標，とそれにむかってしていること
・・・などで伝えたいことで構成しましょう。

司 F

�
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おつかれさまでした
グループの皆さんに感謝と
自分へのねぎらいと
今日集まった皆さんに

拍手

司

�
�	
���	��������.���4������ 
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Ⅶ．ピアサポート講座 2 日目～経験を語ろう・聴こう～ 

１．講座の導入 

（１）ファシリテーターの自己紹介（一日目参照） 

（２）今回初めて参加する方の自己紹介 

（３）前回（一日目）の復習 

（４）2 日目のプログラムの説明 

 ・司会がいる場合は司会が行う。いない場合はファシリテーター。 

・今日一日の流れについて説明する。 

 

（５）居心地のいい空間・時間のためのルールの確認  

・ 参加者に自分自身が居心地が良くなるためのルールを挙げてもらう。１日目は緊張して

出てこない場合が多いですが、２日目以降は１日目を踏まえて、こんな風にしたらもっ

と居心地よく学ぶことができそうだという意見を出していただくためにも、毎回確認し、

皆さんと共有します。 

☆例えばこんなルールがあるといいのでは？ 

F

今日一日のながれ
居心地のいい場のルールの確認・ウォーミングアップ
１．【講義・演習】
より良いコミュニケーションとは？
コミュニケーションのいろいろな技法
バウンダリーとセルフケア

２．【演習】
ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）語ろう・聴こう

３．【グループワーク】
ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）語った・聴いた
感想の共有

４．グループ発表と一日のふりかえり
�����
��	�� Ver.5
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（３）ウォーミングアップと前回の復習 

 ・アイスブレイクをしながらウォーミングアップ。 

・前回の復習を、参加者のみなさまと思い出しながら振り返る。 

・ファシリテーターは前回のプログラムのポイントやキーワードを読み上げて、みなさん

が思い出しやすくなる促しをする。 

 （1日目のふりかえり） 

① 経験は宝物 

② ピアサポートの前提となっているリカバリーについての理解と共有 

③ ピアサポートの意味 

④ ピアサポートの接着剤は「経験の語り」 

 

・ 参加者の皆さんに「印象に残っていることはありますか？」「講座を終えて、気づいたこ

とや変化などありますか？」など参加者に声をかけながら、一緒にふりかえる。 

 

 ☆一日目の印象に残っていること、ポイントと思うことを 

  書き出してみましょう。 

 

 

 

 

（４）講座 2 日目のプログラムの意図・位置づけ・プログラムとその内容につい

て 

・ １日目からの流れで、経験をよりよく語り、よりよく聞き、より味わい共有できるため

には「コミュニケーションスキル」が必要です。 

・ 自分自身の経験を語ること、他者の経験を聴くこと、共有するということを、コミュニ

ケーションスキルについて学び、練習します。 
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２．２日目プログラムにあたって 

（１）コミュニケーションスキルを学ぶ意味 

・ピアサポートの中核は経験の語り合いであり、自身の経験をいかに差し出すかが「経験を

生かす」具体的な方法となる。そのためには語り方・聞き方について基本的知識と技術的

な練習が必要です。 

・１日目の共有したリカバリーストーリーは個々の人生の物語であり、病気や障害について

の経験やそれによって苦しんだ経験などが含まれることが多い。印象に残る部分や深め

たい部分は聞き手の関心ごとによって異なるものの、個人的な物語の内容に関心をよせ

ていくことになります。 

・２日目は実際に語り合うセッションを行うにあたり、初めて出会う人同士が人生の物語を

差し出しあった後に深まりすぎないための防衛としてコミュニケーションスキルに焦点

を当てる午前中のプログラムに意味があり、バウンダリーを敷くためのプログラム的な

方策でもあります。 

 

☆あなたにとって、コミュニケーションスキルを学ぶ意義 

 はなんですか？ 

 

 

 

（２）コミュニケーションスキルの演習プログラム 

 ・コミュニケーションスキルを身に着けるためのロールプレイなどを用いた演習プログ

ラムの種類は多様です。 

 ・コミュニケーションのあり様に関する基本的な学び、傾聴や面接技法に関するトレー

ニング、アサーションなどさまざまです。 

 ・ピアサポート講座で学ぶ語り方・学び方についてのコミュニケーションスキルトレー

ニングの内容は参加者の状況に応じてアレンジが可能です。 

  ・二人組になって事例を用いたワークやロールプレイなどを行いながら実践的に学び

ましょう。 
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 ☆あなたがピアサポート講座で学んだコミュニケーションスキルの演習で印象に残ってい

るもの、または日常的に役立っているものは何ですか？ 

 

 

 

 

（３）ロールプレイ（役割演技）について 

・ 現実に起きる場面を想定して、複数の人がそれぞれ約を演じ、疑似体験を通じて、スキ

ルアップを目指す参加型の学習方法の一つ。 

・ 役割になりきることが大切で、そこで自身が感じた気持ちが大切です。 

・ 感じた気持ちを言葉にして、共有する時間がとても大切です。 

  

① ロールプレイのルール 

・ 名前・呼び方:役割上の名前・呼び方をします 

・ 秘密保持：この場での話し合いはこの場だけのものとします。個人を特定する情報は、

参加者以外には決して話さないことで安心してロールプレイを行うことが可能です。 

 

② ロールプレイにおけるファシリテーターの役割 

・ 主体は参加者であり、ファシリテーターは参加者の体験がより深まるよう援助・促進す

る役割です。 

・ 参加者全員に発言の機会を提供します。 

・ ロールプレイが円滑な進行を助け、参加者がグループワークに集中できるよう援助しま

す。 

・ ディスカッション（共有・グループワーク）が本題からそれないよう見守りつつ、逸れ

ている場合には可能な範囲で調整し、ディスカッションを深い内容にまで促進します。 

・ 参加者が新たな情報や技術を習得できるように促します。 

・ ディスカッションの終わり（または一区切りつけたいとき）には、グループで何をして

何を学んだかを要約しまとめる⇒参加者の学びがより刺激されます。 

 

③ ファシリテーターの心得 

・ 参加者の行為や発言の背景にある感情に配慮します。 

・ あらかじめ答え（自分の判断や見解）を用意しません。  

・ 参加者に敬意を払い、参加者の感想や意見からともに学ぶ姿勢で接しましょう。 
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④ フィードバックの方法 

・ 悪い、正しい、正しくないといった評価、批判はしない。I(アイ)メッセージで伝えます。 

・ 一般論ではなく、具体的なフィードバックします。 

・ フィードバックをする時は、受け手の言葉や非言語な反応に注意を向けます。フィード

バックがどういう結果（受け手の反応）をもたらすかを考えます。 

・ フィードバック側を限定します。気づいたことをすべては延べず、受け手が対処できる

量に限定します。例えば、５つ気づいても、２つの指摘にとどめます。 

・ 謙虚にフィードバックします。押し付けるのではなく、謙虚な態度でコメントします。

受け手が積極的にフィードバックを得ようとした時や、特定の質問に対して助けを求め

ている時、フィードバックはより効果的に受け止められます。 

・ 行動に焦点を当てたフィードバックします。 

・ 受け手の利益を考えてフィードバックをします。フィードバックをする側の欲求を満足

させるのではなく、あくまでも受け手の利益を考えます。 

・ アドバイスをするのではなく、ともに学ぶ姿勢でコメントしましょう。 

 

☆あなたがピアサポート講座でロールプレイを行ってよかったなぁと思ったことを挙げてく

ださい。 

 

  

 

☆あなたがピアサポート講座でロールプレイを行ったときに困ったなぁという経験はありま

すか？ 

① それは具体的にどのような状況でした？ 

② どのように感じました？ 

③ 今となってこうすればよかったという改善点はありますか？ 

 

①  

 

 

②  

 

 

③  
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☆ロールプレイにおいてファシリテーターは参加者の体験がより深まるよう援助・促進する

役割です。より効果的なロールプレイを行うためにあなたがファシリテーターになったらど

のようなことに心がけますか？ 

 

 

 

３．２日目プログラムの実際（演習） 

（１）コミュニケーションスキルの演習（実践） 

 ①対等なコミュニケーション 
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☆対等なコミュニケーションとは？具体的にどのような 

 コミュニケーションでしょうか？ 

 

 

 

②面接技法 

• 二人組になってロールプレイを行います。 

 

 ＜二人組になる＞ 

• 参加者のみなさんが二人組みになる。二人組になれなかった人はファシリテーターが

入るなど調整します。 

• 見学していたい、という方がいれば好きなところで見学できるようにうながします。 

 

＜ファシリがロールプレイの見本（デモンストレーション）＞ 

• ファシリテーター２人（ファシリが一人の場合は講師等が入る）でデモンストレーシ

ョンを行う。語り役の話す内容は、あまり深刻な相談ではなく、日常的な出来事程度

の軽い話題で良いでしょう。例えば、週末の出来事、今朝からここに来るまで、など。 

• ロールプレイ（1,2分） 

• 終わった後に語り役、聞き役それぞれがどのように感じたか、どのような気持ちにな

ったかを述べます。（2,3分） 

＜参加者の皆さんにロールプレイ＞ 

• 同様に二人組になった参加者の皆さんに実施するように促します。 

• 語り役の話す内容は、「週末の出来事」「朝起きてからここに来るまで」など簡単に話

しやすいことを提案します。 

• 「はじめに語り役、聞き役になる人をきめてください」（１０秒） 

• 「語り役、聞き役、話しやすい位置に座ってください。椅子は移動して結構です。」 

• 「ロールプレイの時間は１分です。そのあとふりかえりの時間を２分です」タイムキ

ーパーはファシリテーター（サブ）が行います。 

• 「それでは、初めに語り役の方手をあげてください。準備は良いでしょうか。準備が

できましたという方は手を降ろしてください。」全員降りていることを確認して、「そ

れでははじめてください」「終了です」（１分間） 

• 「それでは、ロールプレイ（役割演技）を行い、それぞれの役割をやってみてどのよ

うに感じたのか、どのような気持ちになったのかを出したって、共有しましょう。」

（２分間） 



 43 

 

《偉そうな聞き方・関心のない聴き方》 

 

     

 

《促しの技法》 
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・この例のままやってもいいし、語り役が話しやすい内容で行ってもいい。 

 

《繰り返し（反復）の技法》 

 

 

・この例のままでもいいですし、語り役が話しやすい内容で行ってもいいです。 
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☆ロールプレイを行って感じたこと、気づいたことを書きましょう。 

 

 

（２）バウンダリー（境界） 

・バウンダリーについて講師の説明を聞いた後、それぞれの事例を挙げてもらいながら理解

を深めていきます。 

 

 

・ファシリテーターは自らの経験を語り、参加者から同様の経験についての語りを問いかけ

ながら、参加者の経験の語りのきっかけを作ります。 

 

 ☆バウンダリーが保てなかったことによって困った経験をお書きください。 

 

 

 

 ☆上記の困った経験は結局どのような結末になりましたか？今となればこんな工夫ができ

たのではないか、ということがあればお書きください。 
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☆バウンダリーを上手に保つためにはどのような工夫ができますか？あなたが実際に行って

いる工夫があればお書きください。 

 

 

 

（３）セルフケア 

・バウンダリーを意識し、自分の心身の健康状態は自分で管理、調整できることが重要であ

る。 

・ 
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（４）リカバリーストーリーを語ろう・聴こう 

 ※事務局が準備するもの：語り手・聞き手・オブザーバー（観察者）の名札 

 ※各参加者が用意するもの：作成していたらリカバリーストーリーまたはメモ（なくても

OK） 

 

・３人グループになる（当事者・家族・支援者が混ざり合う方が望ましい） 

・語り手・聴き手・オブザーバー（観察者）の札を各グループに渡す。 

 

 

 

・初めの順番を決める。それぞれの役割を説明。 

・観察者の役割はわかりにくいので丁寧な説明が必要。日常生活では経験しない立ち位置で

あることを伝え、コミュニケーションに参加せずに語り手、聞き手のコミュニケーション

のスキル、非言語なコミュニケーションなどに着目して観察します。 

�
���	������
��

��������
���������

������
	
��

����

F

【演習】
リカバリーストーリーを

語ろう・聴こう

<やり方>
① ３人グループに分かれましょう。
② はじめに『語り手』、『聴き手』、
『観察者』になる方を決めましょう。
＊全員すべての役割を行います。
＊役割を担わずに見学もOKです。

�����
��	�� Ver.5
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・語る時に大切なこと、聞く時に大切なこと、共有するということについて説明します。 

F

観察者

話し手 聞き手
�����
��	�� Ver.5

F

【演習】それぞれの役割
a) 語り手役の方：あなたのリカバリーストー

リーを語りましょう。相手にあなたの物語
がより伝わるように言語・非言語を総動員
して工夫しましょう。

b) 聴き手の方：語り手のリカバリーストー
リーを聴きましょう。コミュニケーション
の技法も意識しながら相手の物語を味わい
ましょう。

c) 観察者役：語り手、聴き手の様子を「鏡」
の向こうにいる気持ちで観察しましょう。

�����
��	�� Ver.5
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F

Ⅰ．語るときに大切なこと

語りたくないことは、
無理に語らなくてよい

あとでつらくなったり、
後悔したりしないように

抜粋：SDMーJ（SHARE）ピアスタッフ研修（2014/7/11-13）澤田さん作成PPT

�����
��	�� Ver.5

聴くときに大切なこと
この場かぎり．この場で味わいましょう．
l感謝する

人生の物語を差し出してくださったことに敬意と感謝
l評価しない

すべて価値ある、尊重すべき物語
l尊重する

語り手の人生とその語りを尊重する
l共感する

同様の経験があれば、存分に共感しながら聴く
l参考にする

取り入れられる部分は、自分なりに取り入れる
抜粋：SDMーJ（SHARE）ピアスタッフ研修（2014/7/11-13）澤田さん作成PPT

F

�����
��	�� Ver.5

F

Ⅲ．共有するということ

•悲しみは半分に
•喜びは二倍に
•絆が生まれる
•リカバリーが広がる

参照：SDMーJ（SHARE）ピアスタッフ研修（2014/7/11-13）澤田さん作成PPT相川変更

�����
��	�� Ver.5
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・４分語る、３分感想の共有を３クール。（タイムキーパーで回す。参加者の表情、感想の

内容など会場を回りながら確認、バウンダリー、コミュニケーションスキルなどを意識し

て） 

 

 

 

（５）グループで共有 

・P  「グループで共有」参照 

・３人ずつのセッションで起きた「リカバリーストーリーの共有」を改めてスライドで説

明します。 

 
・ ６人ずつのグループになります。 

・ 個人ワーク「語ってどうだったか？」「聞いてどうだったか？」「観察してどうだったか？」

を書きましょう。 

 

F

（１）リカバリーストーリーを語ろう・聴こう（４分）
語り手：体験談を語りましょう。
聞き手：聴きましょう。
観察者：観察しましょう。

（２）感謝と今の気持ちを共有しましょう（３分）
①拍手とともに語り手へ感謝の気持ちを伝えましょう。
②観察者から感じていること・気づいたことを伝えましょ
う。
③聴き手から感謝と感じていることを伝えましょう。
④語り手から、語り終わって今の気持ちを伝えましょう。
⑤皆で気づいたことや感じたことを話しあいましょう。

【演習】
ちょこっと体験談（リカバリーストーリー）

を語ろう・聴こう

�����
��	�� Ver.5
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☆３人組でセッションを行って、それぞれの役割で感じた 

 こと、気づいたことを書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆語りの後に３分間の感想の共有にはどのような意見をあ 

 なたは出しましたか？また他の方からどのような感想や 

 気づきが出されましたか？ 
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観察者 

聞き手 

語り手 
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◆セッションごとの共有の時間にはどのような意味がある 

 と思いますか？ 

 

 

 

（６）グループワークの共有（グループ発表） 

・P  「グループワークの共有（グループ発表）」参照 

• グループで個人ワークで書いたものを共有する。 

• 他の３人グループの経験、感想などを聴き、自分たちの経験や感想も語り、味わい尽

くす。持ち帰らないようにする。 

  
◆グループ（６人）になって、３人組のセッションについて 

 さらに共有の時間を持ち、感想を出し合いますが、どのような意見をあなたは出しました

か？グループの方からはどのような意見が出されましたか？ 

 

 

 

◆グループでの共有の時間にはどのような意味があると思いますか？ 
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（７）振り返り・まとめ 

 ・P   「ふりかえり・まとめ」参照 

 

（８）次回の確認、インフォメーション 

• P  「次回の確認、インフォメーション」参照 

• 次回の確認（場所や日時）、宿題等があれば案内、次回の予告をする。 

• 3日目の講座は、開催目的や開催地域のニーズによって異なってくるため、宿題等の案

内についても必要に応じて行う。 

 

（９）1 日を感謝とともに閉じる 

 ・P   「１日を閉じる」参照 
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Ⅷ ピアサポート講座３日目 

～ピアサポートの実践に向けて（仮）～ 

１．講座の導入 

（１）３日目のプログラムの説明（司会） 

 ・今日一日の流れについて説明する 

  

（２）前回の復習 

 ・参加者からどのようなことを学んだか、印象に残っていることなどを出してもらう。 

 ・ファシリテーターがポイントを伝える 

 

◆２日目の印象に残っていること、ポイントと思うことを書き出してみましょう。 
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（３）講座３日目のプログラムの意図・位置づけ・プログラムとその内容につい

て 

・ 「経験の語り」を通して対等につながりあう関係性（ピアサポート）を体感した２日目

を経て、３日目はピアサポートは身近にあることに改めて気づくこと。 

・ 身近にたくさんのピアサポートがあったことを意識しましょう。またこれからの日常の

生活のなかでも意識していくために、身近なピアサポートを出し合うリレートークをピ

アサポート的に行います。 

・ 出されたピアサポート体験を踏まえながら、ピアサポートのいろいろな形について解説

（講師） 

・ 午後はあらかじめ企画委員で検討したテーマに沿ってグループワークを行う。テーマは

各地域の今後につなげていこうとする方向性に向けたテーマ。 

・ 講座終了後、地域の中でどのように展開していきたいかという地域のニーズに沿った仕

掛けづくりのためのグループワークとなります。明日につなげる意識を持ちましょう。 

 

２．３日目プログラムの実際 

（１）ストレングスとリフレイミング 

・ 錯視画像を用いてゲーム感覚で、見方（見る方向、見る角度、見ているところ）によっ

て見えるものが違う、ということを学びます。 

・ すべての物事は多様な面があるということから、リフレイミングについて学び、異なる

方向から物事を捉える練習を行い、リフレイミングのバリエーションを増やしていきま

す。 

・ ストレングス（個人やその人を取り巻く魅力や強み）に着目することの意義を経験から

学びます。 
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☆あなたの短所を長所に変換しましょう。 

 （短所） 

 

 

 

 

  

 （長所） 
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☆あなた自身とあなたを取り巻く環境の強みや魅力を挙げましょう。 

 

 

 

☆ストレングスに着目することはなぜ大切なのでしょうか。あなたの経験から（病気や障

害、苦手なところに着目されたときの経験、もしくは自分の得意なことを褒めてくれたこと

によって得た変化など）こたえてください。 

 

 

 

☆二人組になり、相談する人と聴く人を決めましょう。相談する人はネガティヴな気持ちに

なった時を思い出してその気持ちを伝えましょう。聴く人はリフレイミングをして返してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

☆信頼関係が築かれていないなかでリフレイミングをして返すとどのような気持ちになるで

しょうか。あなたの経験からこたえてください。 
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（２）ピアサポート体験のリレートーク 

・ピアサポート体験が身近なものであることに気づきます。 

・参加者全員で輪になって行います。パスもありです。 

・フォーマル、インフォーマル、様々なピアサポート体験を聞くことで、ピアサポートは身

近なものであることを改めて感じる機会になります。 

・マイクをバトンがわりに回していきましょう。 

・皆が話しやすいように、初めにファシリテーターが自身のピアサポート体験を語るところ

から始めます。 

・順番に回すよりも、ランダムに、目があった人に、もしくは手を挙げた人へと渡していく

など、ラフな感じで緊張感を高めない工夫をします。 

 

 

・バトン（マイク）をもらったら、前に話した方のピアサポート体験について感謝・感想を

一言（ありがとう、など）を述べて、自分のピアサポート体験を語るようにしましょう。 
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◆リレートークで出された身近なピアサポート体験、あなたはどのようなピアサポート体験

がありますか。最近の印象的なピアサポート体験を３つ挙げましょう。 

 

 

 

 

◆参加者の皆さんから出されたピアサポート体験を聞いて、印象的な体験を挙げましょう。

それはなぜ印象に残ったのでしょうか。その理由も書いてください。 

 

 

 

（３）３日目のグループワークの内容の検討 

・三日目のグループワークは開催目的、開催地域のニーズによって異なります。 

・企画委員会で講座終了後にどのようにピアサポートをこの地域で広めたいか、活用したい

か、展開したいかを話し合い、明日につながるグループワークを行いましょう。 

 

☆ピアサポート講座を通して、あなた自身どのようなことを期待していますか？ 

 

  

 

☆ピアサポート講座を通して、あなたの暮らしや取り巻く  

 環境の変化を期待していますか？ 
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☆実践レベル、日常レベルで互いに支えあう文化（ピアサポート文化）を構築し、また広げ

ていくためのプログラムとしてどのようなプログラムを望んでいますか？ 

 

 

 

 

（４）３日目グループワーク 

 ※準備するもの：模造紙（１グループ１～２枚）、ブロッキー（マジック）、ポストイット

（７５ｍｍ四方・３色）等 

・グループワークは地域ごとに話し合ったテーマに沿った進行を行う。 

・グループワークで何をするかを明確にし、わかりやすく説明する。 

・グループ発表と全体で共有（スライド３４～３５） 

 

◆これまでグループワークで印象に残っているテーマや、グループでの話し合いがあればお

書きください。 

 

 

 

◆あなたの地域で講座を実施する場合、どのようなテーマでグルーブワークを行ったらいい

と思いますか、それはどのような理由からいいと思いましたか？明日の私たちのピアサポー

ト的な暮らしにつながるテーマをお書きください。 
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（一例） 

・ファシリテーターは時間配分を考え、タイムキーパーを行います。 

・明日からのピアサポートを意識した心地よい暮らしにつながるような、明日からピアサポ

ートが広がっていく活動に自ら参画する事につながるようなワークを考えましょう。 

 

 

 

 

�'( :�
�2���������7
��	�%�!&($�

•2�,��
������	�
%�!&($�1
*������
8;+9 63�&"$�#$

%�!&($5.
)-���4
0
�/������

����

�%-/+�@D
�
�	�

•�./$Q��A�� ������N
��
�*"&,/)��:��,')#()!
E�����@D
���
�	�

•,')#()�;HB�G�����
�	�
•OR6P

F!C�
�����N

5K0�
2J��
M13

?�9
<N

=�>!
84	N

7I�L
FN

����

�>�PBD+683��"�

•�78*\��M��%"��#�#Y
��
�2'-481��4.1(/1��>�
PBD&����)0,58�%
���� 	�

•�$�$���!$�)0,58�CN&�
�
HSO�G��� 	�

•Z]@[

R&Q�
��!��Y ?V9�

;U��
X:<

L�F
IY

J�K&
E=	Y

AT�W
RY

R&Q�

����



 63 

 

 

 

 

�+,$@�
�����		��,=
�!�)"%*,(�

•�!�)"%*,(>2�/	?

����		�,���
��
 4�-����
�>A.?
9:�*&(#'(

7��	0��@B
3<6;�����
8�1�����


5�	�

����

�)350�DJ����
�

•�45(Y����� 		��5V�%�/&
*15.��?	�1,.'-.$K��� �
DJ��	���
�

•1,.'-.�AOF�N��	
���
�
•W[;X

Q@�C�
�7L$�
��#"6G�U8

:��!U�
�B�	 6G�+2

�	���#
"9

YZ>R��

��EM

I��=
S$��	

L$H	
�� ��V

<P�T
LV

L$H�

����

�,.%B�
�;��
�=*#&+.)62�

•� � �/	4����������*#&+.)
62�����@;	�
���!4
0
�

����� "@79���@83:��
���@
5
��	�<���������
�
��A

•>B1?
•*-%�+')$()

������
���
�
�
���	���

����

�#+-)�=D����	�

•�,-"R��?����O( $*-';
2��8��*%'!&'�E�����=D�
�����	�

•*%'!&'�:IA�H�������	�
•PS1Q

<3����

K9�<�

.F��

F�B
O
F���O

0�4�
@���O

J�67L
�NF>G

C/�

5M

����



 64 

 

（５）グループワークの共有（グループ発表） 

・P  「グループワークの共有」参照 

・１グループの発表時間等、終了時間を見ながらタイムキープを行います。 

・発表ごとに一言感想を述べられるとより良いでしょう。 

 

 

 

（６）ピアサポートの輪を広げる 
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（７）３日間のクロージング 

 ・今日の感想、質問 

 ・三日間の感想（終了証などを渡す際に一人一言ずつ） 

 ・ここで終わらず、これからのピアサポートを文化にしていくそれぞれの身の回りや身近

な地域での営みへの展望、ここにいる参加者みんながその応援団であること、ピアサポート

を文化にしていく中心メンバーになることを伝える。お疲れさまと感謝の拍手で閉じる。 

 

 
◆三日間すべてのプログラムを終えました。改めて、ピアサポート講座はあなたにとっ

てどのような意義がありましたか？ 
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 ピアサポート講座ファシリテーター育成講座、大変お疲れ様でした。 

 これから、私たちは経験を語り、生かすことで、互いにリカバリーの旅路を歩んでい

きましょう。そして、それらの営みを通じて、ファシリテーターとしてピアサポート講

座を通してピアサポート文化を広め、だれもが暮らしやすい街を創造していく担い手の

一人として互いに学びを続けていきましょう。 

 

どうもありがとうございました。 
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発行：ピア文化を広める研究会 

代表：相川章子 

編集：シロシベ 

 

研究会開催においては、非営利・協同総合研究所いのちとくらし（2016-18年度）研究助成を活

用させていただきました。 

 



 

 

 

 

 

 

ピアサポーター養成講座プログラム 



AM PM

１日目

【ピアサポートとは？】

ピアサポート講座の復習・振り返り

リカバリーとは？

リカバリーストーリーの意義

ピアサポートとは？

【ピアサポーターとは？】

地域移行ではない

ピアサポーターorピアスタッフ体験談

【グループワーク】

共有

２日目

【地域移行ピアサポート事業とは？】

・地域移行支援事業の説明（県担当者）

県としてピアサポーターへ期待することなど

【地域移行ピアサポーターとは？】

長期入院者で地域移行事業利用の体験談

地域移行ピアサポーターの体験談

【地域移行実践体験談】

コーディネーター・ピアサポーター

＊体験談に含めていただく内容

ピアサポーターの効果

ピアサポーターの心構え

【グループワーク】

地域移行ピアサポーターの意義・効果・心構えなど

３日目

【ストレングス】

自身のストレングス・環境のストレングス・ピアサポー

ターとしてのストレングスについて

【ピアサポーターに必要な

コミュニケーションスキルを学ぶ】

バウンダリー・アサーション・守秘義務

などについて実際の事例等を通して

ロールプレイなどで実践的に学ぶ

【体験談の語り方・差し出し方】

ピアサポーターとして実際の事例等の演習

ロールプレイなどで実践的に学ぶ

（話を聞く→アセス→自身の体験を差し出す

→相手の反応→アセス→自身の応答）

【グループワーク】

ピアサポーターに必要なスキルと実践

４日目

【セルフケアについて】

ピアサポーターにとってセルフケアの必要性

色々なセルフケアの方法

【WRAP】

WRAPのいろはの「い」を学ぶ

【スーパービジョン】

スーパービジョンとは？必要性

スーパービジョンの焦点

スーパービジョンで大切なこと

スーパービジョンの方法

スーパービジョン体験談

【グループワーク】

セルフケアとスーパービジョン

５日目

【ピアサポーターの実際】

・グループワークファシリテーション

・司会進行

【チームとは？チームワークとは？】

チームの一員としてのピアサポーター

他職種との協働について

【グループワーク】

チームワークとは？協働とは？

【こんなピアサポーターになりたい宣言？】

2018年度 川口・上尾・川越ピアサポーター養成講座プログラム（５日間）



午前
【リカバリーとは？ピアサポー

トとは？】

ピアサポート講座の復習・振り返り

リカバリーとは？

リカバリーストーリーの意義

ピアサポートとは？

【ピアサポーターとは？】
地域移行ではない

ピアサポーターorピアスタッフ体験談

【グループワーク】 共有

時間 役割 プログラム/内容

9:00 主催者・事務局 会場準備、受付準備、PC等機械設定、茶菓子等

10:00 司会  開会（目的・趣旨等）

10:10 ファシリ 気分調べ/自己紹介

10:30 ファシリ/講師 ５回のプログラムの概要、心構え等、１日目のプログラム概要

10:45 ファシリ/講師 リカバリーとは？（ピアサポート講座の振り返り）

11:00 司会 休憩

11:10 ファシリ/講師 リカバリーストーリーの意義（ピアサポート講座の振り返り）

11:25 ファシリ/講師 ピアサポートとは？（ピアサポート講座の振り返り）

11:45 ファシリ/講師 質疑・応答

12:00 司会 昼休み

13:00 ファシリ/講師 ピアサポーターとは？

13:15 ファシリ/講師

（地域移行以外の）ピアスタッフの体験談２名

20m*２人

聞きたいこと：やりがい、ピアスタッフになったきっかけ、やっ

てみての思いとやろうと思った時の気持ちとの違い、利用者との

かかわり、アウトリーチにおけるピアスタッフの必要性、雇用の

経緯

14:00 司会 休憩

14:10 ファシリ/講師 質疑応答

14:30 ファシリ/講師 グループワーク

15:00 ファシリ/講師 発表・まとめ

15:20 ファシリ １日目の振り返り・アンケート記入・次回の予告

15:30 司会 終了

午後

１日目　11/1（木）



【ピアサポーターとは︖】地域移⾏ではない
ピアサポーターorピアスタッフ体験談
県としてピアサポーターへ期待することなど

長期入院者で地域移行事業利用の体験談

地域移行ピアサポーターの体験談

【地域移行支援の実践】 地域移行コーディネーター・ピアサポーター・（病院の声含む）

【グループワーク】 地域移行ピアサポーターの意義・効果・心構えなど

時間 役割 プログラム/内容

9:00 主催者・事務局 会場準備、受付準備、PC等機械設定、茶菓子等

10:00 司会  開会（1日目の振り返り・感想等）

10:10 ファシリ 気分調べ/自己紹介

10:20 ファシリ 2日目のプログラムの概要、心構え等

10:30 講師
地域移行支援事業とは？地域移行におけるピアサポートの実情と

課題

10:50 ファシリ/講師 質疑・応答

11:00 司会 休憩

11:10 ファシリ/講師 [体験談]長期入院者で地域移行支援事業利用の体験談

11:30 ファシリ/講師
[体験談]上尾・川口の地域移行ピアサポーターの体験談（現状と

課題、展望） 20m*2チーム

12:10 ファシリ/講師 質疑・応答・感想

12:20 司会 昼休み

13:20 ファシリ/講師

[体験談]ピアサポーター・コーディネーター（病院の声含む）

＊体験談に含めていただく内容

ピアサポーターの効果、ピアサポーターの心構え

14:05 ファシリ/講師 質疑・応答

14:20 司会 休憩

14:30 ファシリ グループワーク「ピアサポーターの効果・心構えなどについて」

15:00 ファシリ グループ発表

15:20 ファシリ 2日目の振り返り・アンケート記入・次回の予告

15:30 司会 終了

午前

【地域移行ピアサポート事業

とは？】

【地域移行ピアサポーターと

は？】

午後

2日目　12/6（木）



【ストレングス】
自身のストレングス・環境のストレングス・ピアサポーターとし

てのストレングスについて

【ピアサポーターに必要なコミュニケーションスキルを学ぶ】

【体験談の語り方・差

し出し方】

ピアサポーターとして実際の事例等の演習

ロールプレイなどで実践的に学ぶ

（話を聞く→アセス→自身の体験を差し出す

→相手の反応→アセス→自身の応答）

【グループワーク】 ピアサポーターに必要なスキルと実践

時間 役割 プログラム/内容

9:00 主催者・事務局 会場準備、受付準備、PC等機械設定、茶菓子等

10:00 司会  開会（2日目の振り返り・感想等）

10:10 ファシリ 気分調べ/自己紹介

10:20 ファシリ/講師 3日目のプログラムの概要、心構え等

10:30 講師 ストレングス：ワークを用いて（自身・環境）*1

11:00 司会 休憩

11:10 ファシリ/講師

ピアサポーターに必要なコミュニケーションスキル

＊アサーション・バウンダリー・傾聴・受容他

＊事前にあるある事例を出してもらっておく

12:10 ファシリ/講師 質疑・応答

12:30 司会 昼休み

【体験談の語り方・差し出し方】事例を用いてロールプレイ

＊事前にあるある事例を出してもらっておく

ピアサポーターとして実際の事例等の演習

ロールプレイなどで実践的に学ぶ

（話を聞く→アセス→自身の体験を差し出す

→相手の反応→アセス→自身の応答）

14:30 司会 休憩

14:40 ファシリ/講師 グループワーク「ロールプレイをやってみて気づいたこと」

15:10 ファシリ/講師 グループ発表

15:20 ファシリ ３日目の振り返り・アンケート記入・次回の予告

15:30 司会 終了

午前

午後

ファシリ/講師13:30

3日目　1/10（木）



【セルフケアについて】
ピアサポーターにとってのセルフケアの必要性

色々なセルフケアの方法

【WRAP】 WRAPのいろはの「い」くらいを学ぶ

【スーパービジョン・コンサ

ルテーション】

スーパービジョンとは？必要性

スーパービジョンの焦点

スーパービジョンで大切なこと

スーパービジョンの方法

スーパービジョン体験談

【グループワーク】 セルフケアとスーパービジョン

時間 役割 プログラム/内容

9:00 主催者・事務局 会場準備、受付準備、PC等機械設定、茶菓子等

10:00 司会  開会（３日目の振り返り・感想等）

10:10 ファシリ 気分調べ/自己紹介

10:20 ファシリ/講師 ４日目のプログラムの概要、心構え等

10:30 ファシリ/講師
【セルフケアについて】ピアサポーターにとってセルフケアの必

要性、色々なセルフケアの方法*1

10:50 ファシリ/講師 質疑・応答

11:00 司会 休憩

11:10 ファシリ/講師
WRAPの紹介

[ワーク]自分にとってのセルフケア（元気になる道具箱！）

11:50 ファシリ/講師 質疑・応答・感想

12:00 司会 昼休み

13:00 講師

【スーパービジョン・コンサルテーション】

スーパービジョンとは？必要性

スーパービジョンの焦点

スーパービジョンで大切なこと

スーパービジョンの方法

13:30 ファシリ/講師
[体験談]スーパービジョン体験談、コンサル体験談

スーパービジョンの意義など？

14:00 ファシリ/講師 質疑応答

14:10 司会 休憩

14:20 ファシリ/講師 グループワーク「スーパービジョン〜一人で悩まないために〜」

15:00 ファシリ/講師 グループ発表

15:20 ファシリ ４日目の振り返り・アンケート記入・次回の予告

15:30 司会 終了

午後

午前

４日目　2/7（木）



【ピアサポーターに必要な

技術】

・グループワークファシリテーション

・司会進行

【チームとは？チームワー

クとは？】

チームの一員としてのピアサポーター

他職種との協働について

【グループワーク】 チームワークとは？協働とは？

【こんなピアサポーターになりたい宣言？】

時間 役割 プログラム/内容

9:00 主催者・事務局 会場準備、受付準備、PC等機械設定、茶菓子等

10:00 司会  開会（４日目の振り返り・感想等）

10:10 ファシリ 気分調べ/自己紹介

10:20 ファシリ/講師 ５日目のプログラムの概要、心構え等

10:30 ファシリ/講師
【ピアサポーターに必要な技術】

グループワークファシリテーション・司会進行

11:15 ファシリ/講師 質疑・応答

11:30 司会 休憩

11:40 ファシリ/講師

【チーム・チームワークとは？】

チームの一員としてのピアサポーター

他職種との協働について

12:00 司会 昼休み

13:00 ファシリ/講師

[体験談]多職種との協働について

鴻巣アウトリーチチーム

15m＊3人

13:30 ファシリ/講師
【グループワーク】

チームの一員としてのピアサポーター

14:00 ファシリ/講師 グループ発表

14:15 司会 休憩

14:25 ファシリ 5日間の振り返り

15:00 ファシリ/司会
修了証授与・こんなピアサポーターになりたい！宣言・アンケー

ト記載

15:30 司会 終了

午後

午前

５日目　3/7（木）
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